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ゲ

序文

群馬県勢多郡大胡町は、県都前橋市や伊勢崎市に10km前後で隣接する立地条

件から近年に至り両市の衛生都市として住宅地の増加や近隣への行楽の往来に

伴い、既存の道路改良や新設道路の建設が望まれていた。今回発掘調査が行わ

れた（主）地方道藤岡。大胡線の拡幅工事もその一環であり、日々交通量の増

加が目立つ幹線道路である。

この道路筋は江戸時代に於いて「日光裏街道」と称する大胡道に該当し、例

幣使街道の五料宿から利根川を渡り、芝宿から北上して駒形宿、牧野康成公の

居城である大胡城の城下町｢大胡宿｣､そして室沢宿を経て板橋から神梅に至り、

足尾銅山の銅の搬出道路である銅山街道に合流する。

群馬県の高速道路は関越自動車道、上信越自動車（長野線）の開通後、近年

建設が急ピッチで進んでいる北関東自動車道、さらに上武自動車道がある。

当町は、（主)地方道藤岡｡大胡線を南下すると、上武自動車道、国道50号線、

北関東自動車道が横断し、関越自動車道の高崎｡藤岡ＩＣにも短時間でアクセス

できる位置にあります。

この地域は、当町に於ける濃密な埋蔵文化財包蔵地であり、前橋土木事務所

との協議に基づき、平成11年と12年に渡り発掘調査を実施し、縄文時代から平

安時代に及ぶ住居跡を検出いたしました。特に「大兒万財□」と書かれた墨書

土器は、当町が大児臣の居住地であった裏付けとなる重要な発見です。

本遺跡は同台地上には広範囲に続くことが想定され、今後の歴史解明の一助

となれば幸いです。

最後になりますが、発掘調査に携わり、本報告書の刊行にご努力いただいた

関係者の皆様の労苦を謝して序といたします。

ｊ
－
Ｉ
－
－
Ｉ
Ｉ
■
■
 

平成13年３月

勢多郡大胡町教育委員会

教育長松本浩一
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一一一百

１本書は、県道藤岡大胡線茂木地区に於ける道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２遺跡の名称は、調査対象地が下記の様に大胡町大字茂木字山神・字小林・字諏訪前の三つの字に跨

がり、同地区に於ける中川原遺跡群の発掘調査で山神遺跡名を使用しているので、その主体を占める

字山神から茂木山神Ⅱ遺跡とした。

〈発掘調査対象地の地番＞

山神630-4.630-5.631-6.631-7．631-8.633-3.634-3.637-3。638-6番地

小林529-3.530-7.530-8番地諏訪前609-2.610-1番地

３発掘調査は、大胡町教育委員会が直営で実施したものである。

４調査組織及び本書の作成は、下記のとおりである。

事務局

教育長松本浩一

事務局長井上健児

文化財担当

係長山下歳信

主任藤坂和延

５本書で扱う発掘調査と整理事業は下記のとおり実施した。

《調査》

平成11年度Ａ区（山神631-7.631-8）Ｂ区（山神631-6.633-3.634-3.637-3．638-6）

Ｃ区（諏訪前609-2.610-1）Ｄ区（小林529-3.530-7.530-8）

平成12年度Ｅ区（山神630-4.630-5）

《整理》

平成11年度Ａ～Ｄ区出土遺物土器洗い・注記・接合、－部実測を行う

平成12年度報告書作成

６本書の編集は山下が担当し、執筆を行った。

７墨書土器の判読は、県立博物館圖畠墓二氏にご指導いただいた。

８石材同定・自然科学分析作業はパリノ・サーヴェイ㈱に委託した。

９発掘調査によって出土した遺物については、総て大胡町教育委員会文化財事務所に付設する収蔵棟

で管理・収蔵している。

１０発掘調査から本書作成の過程で、下記の方々や機関からのご指導.ご協力をいただいた。記して感

謝の意を表します。（順不同、敬称略）

前橋土木事務所勢多郡社会教育部会文化財分会の諸氏

技研測量㈱須賀エ業蝕ifaパリノ・サーヴェイ㈱

のとおりである。（順不同、敬称略）

み子石井よれ小沢チヅエ石川節子荒井愛子今泉芳男

鈴木久美二子田村志ゴ江北JII珠美内藤典玉須田章子

谷藤昼L彦閨１週慎二綿真邦男技研測量㈱須賀エ筆ifaパリノ・サーヴェイ㈱

発掘調査作業員・整理作業員は次のとおりである。（順不同、敬称略）

勅使川原幸枝若林俊次大原きみ子石井よれ小沢チヅエ石川節子荒井愛一

萩原秀子山工雅江五土嵐｡iこ江鈴木久美二子田村志二Zi工北凪珠美［麺髭典王

斎藤準名嘉克夫ＺＬ谷貴之_(調査補助員）

1１ 

ｌ 

ｑ 



凡例

１第１図位置図は建設省国土地理院発行の５万分の１地形図「前橋」に加筆して使用した。

２第２図周辺の遺跡(1)は、大胡町役場発行の20,000分の１現況図に加筆して使用した。

３第３図周辺の遺跡(2)は、大胡町役場発行の2,5000分の１現況図に加筆して使用した。

４遺構番号の略称は、住居跡Ｈ、土坑Ｄ、掘立柱建物跡ＳＢ、溝Ｍとし、縄文時代の遺構にはＪを頭に

付した。

５遺構の縮尺は、グリット図１：２５０全体図１：４００

住居跡１：６０炉吐１：２０～ｌ：４０土坑１：４０集石１：２０

埋設土器１：２０カマド１：２０～１：４０

柱穴列ｌ：６０掘立柱建物跡１：６０

遺物の縮尺は、挿図図版にスケールを付している。

１：１は石鍍、石錐

１：２は匙、土製円盤、土錘、紡錘車、軽石製品等

２：３はキノコ形土製品、古銭、鉄鍍

土器・石製品は１：３～１：６

６遺構図中に記した断面基準線は、標高を示す。

７遺構図中に示したＮ方向は、座標北である。

８縄文土器の胎土内に繊維を含むものは、断面に●を付した。

９土層註に於ける説明でＲ・Ｂはロームブロック、ＦＰは榛名山ニッ岳ＦＰ軽石の略称とした。

６
７
８
９
、
、 遺物観察表に於ける法量で（）は復元、｛｝は残存の数値を示す。

竪穴住居跡に於ける各辺の数値で（）は調香区内での検出値を示す。

一一￣

－－－＝＝巴垂E塞壺塞霊
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写真目次

Ａ調香区全景（真上から）

Ｂ～Ｃ調査区（真上から）

D調査区（南から）

E調脊区全景（南から）

Ｊ１号住居跡

Ｊ３号住居跡

Ｊ３号住居跡炉杜

Ｊ６号住居跡遺物出土状況

Ｊ６号状況跡完掘

Ａ～Ｃ調査区全景（南から）

Ｄ調香反全景（真上から）

Ｄ調査区（南側部分）

E調査区全景（東側から）

Ｊ２号住居跡

Ｊ３号住居後炉杜

Ｊ４号住居跡セクション

Ｊ６号住居跡遺物出土状況

Ｊ７号住居跡周辺作業風景
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Ｊ２号住居跡炉杜

Ｊ３号住居跡炉内遺物出土状況

Ｊ５号住居跡セクション

Ｊ６号住居跡遺物出土状況
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Ｊ７号住居跡遺物出土状況

Ｊ９号住居跡遺物出土状況

Ｊ９号住居跡（真上から）

Ｊ１0号住居跡

Ｊ１1号住居跡遺物出土状況

Ｊ12号住居跡遺物出土状況

Ｊ２号土坑

Ｊ５～Ｊ８号土坑周辺

Ｊ９号土坑

Ｊ１４号土坑

J１５号土坑

J18号土坑

J２３号土坑

J２６号土坑

J３０号土坑

1号住居跡

2号住居跡

2号住居跡遺物出土状況

3号住居跡カマドセクション

４，」７号住居跡遺物出土ｂ

１，Ｊ９号住居跡遺物出土)bｌ

４，Ｊ９号住居跡（真上から

１，Ｊ１０号住居跡

４，Ｊ１１号住居跡遺物出土ｲブ

１，Ｊ12号住居跡遺物出土tｌ

４，Ｊ２号土坑

１，Ｊ５～Ｊ８号土坑周辺

４，Ｊ９号土坑

１，Ｊ１４号土坑

４，Ｊ１５号土坑

１，Ｊ18号土坑

４，Ｊ２３号土坑

１，Ｊ２６号土坑

４，Ｊ３０号土坑

１，１号住居跡

４，２号住居跡

１，２号住居跡遺物出土状況

４，３号住居跡カマドセクシ

１，４号住居跡

４，５号住居跡遺物出土状況

１，７．９号住居跡

４，１０号住居跡遺物出土状況

１，１２号住居跡遺物出土状況

４，１４号住居跡遺物出土状況

１，１４．１５号住居跡周辺

４，１６号住居跡セクション

１，１６号住居跡遺物出土状況

４，１７号住居跡柱穴

１，２１．２２号住居跡

４，２３号住居跡セクション

１，２５号住居跡

４，２７号住居跡

１，２８号住居跡

４，２９号住居跡

１，２９号住居完掘

４，３０号住居跡

１，３１号住居跡

４，３２号住居跡貯蔵穴

１，３３号住居跡遺物出土状況

４，３５号住居跡

１，３６号住居跡カマド

４，３７号住居跡貯蔵穴

１，３８号住居跡

４，３９号住居跡完掘

１，３９号住居跡カマド

５，Ｊ８号住居跡

２，Ｊ９号住居跡遺物出土状況

５，Ｊ10号住居跡

２，Ｊ10号住居跡炉阯

５，Ｊ１１号住居跡炉祉

２，Ｊ12号住居跡遺物出土状況

５，Ｊ６号土坑

２，Ｊ７号土坑

５，Ｊ11号土坑

２，Ｊ14号土坑

５，Ｊ１６号土坑

２，Ｊ16.18号土坑・埋設土器

５，Ｊ24号土坑

２，Ｊ27.28号土坑

５，Ｊ３１号土坑

２，１号住居跡

５，２号住居跡セクション

２，３号Ａ・Ｂ号住居跡

５，３号住居跡カマド

２，５号住居跡

５，６号住居跡

２，１０号住居跡

５，１１．１２号住居跡

２，１３号住居跡

５，１４号住居跡完掘

２，作業風景

５，１６号住居跡遺物出土状況

２，１６号住居跡遺物出土状況

５，１９．２０号住居跡

２，２２号住居跡

５，２４号住居跡

２，２６号住居跡

５，２７号住居跡カマド

２，２８号住居跡カマド

５，２９号Ａ住居跡遺物出土状況

２，２９号住居跡カマド

５，３０号住居跡セクション

２，３２号住居跡カマド

５，３３号住居跡

２，３３号住居跡遺物出土状況

５，３５号住居跡カマド

２，３５．３６号住居跡

５，３５～37号住居跡

２，３８号住居跡セクション

５，３９号住居跡

２，４０号住居跡

Ｊ９号住居跡

Ｊ９号住居跡完掘

Ｊ10号住居跡遺物出土状況

J11号住居跡

J12号住居跡

J１０～12号住居跡（真上から）
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PＬ１６ ３号住居跡カマド遺物出土状況

３号住居跡カマド完掘

５号住居跡セクション

６号住居跡

８号住居跡

11号住居跡カマド

14号住居跡

14号住居跡カマド

16号住居跡遺物出土状況

16号住居跡遺物出土状況

17.18号住居跡

20号住居跡セクション

22号住居跡遺物出土状況

24号住居跡遺物出土状況

26号住居跡カマド

27号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

28号住居跡遺物出土状況

29号Ｂ状況跡遺物出土状況

29号住居跡カマドセクション

30号住居跡カマド

32号住居跡

32号住居跡カマド

34号住居跡

35号住居跡貯蔵穴

36号住居跡

Ｅ調査区作業風景

39号住居跡

39号住居跡カマド

40号住居跡遺物出土状況
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５，４１号住居跡６，４１号住居跡カマドセクション

２，４３号住居跡３，３８～44号住居跡

５，４４号住居跡遺物出土状況

２，４４号住居跡カマド３，２号溝

５，２号溝

2～５，２号溝遺物出土状況（近景）

２，３～５号溝３，６号溝

40号住居跡遺物出土状況

42号住居跡セクション

44号住居跡

44号住居跡

２号溝

２号溝全景（真上から）

２号溝セクション

１．２号柱穴列
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遺物》

Ｊ１．Ｊ２号住居跡出土遺物

Ｊ２．Ｊ３号住居跡出土遺物

Ｊ３～Ｊ６号住居跡出土遺物

Ｊ６号住居跡出土遺物

Ｊ６号住居跡出十漬物

Ｊ６号住居跡出土遺物

Ｊ６．Ｊ７号住居跡出土遺物

Ｊ７．Ｊ８．Ｊ９号住居跡出土遺物

Ｊ９．Ｊ10号住居跡出土遺物

Ｊ１０．Ｊ11号住居跡出土遺物

Ｊ１１号住居跡出土遺物

Ｊ１１．Ｊ12号住居跡出土遺物

Ｊ12号住居跡出土遺物

Ｊ12号住居跡、Ｊ２．Ｊ４．Ｊ５．Ｊ７・Ｊ８Ｄ出土遺物

Ｊ８．９，，Ｊ12～Ｊ１４Ｄ出土遺物

Ｊ15.Ｊ16.Ｊ１８・Ｊ２ＬＪ２３Ｄ出十漬物

Ｊ２４～２６．２８～３１，，集石出土遺物、埋設土器

遺構外遺物

１～３号住居跡冊十漬物

３～５号住居跡lLH＋遺物

６～８．１０号住居跡出土遺物

１１～13号住居跡出土遺物
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１５．１６号住居跡出十漬物

１６号住居跡出土遺物
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29号住居跡出土遺物

29.30号住居跡出土遺物

31.32号住居跡出土遺物

32号住居跡出土遺物

32～35号住居跡鼎十遺物

35～37号住居跡出土遺物

37.39号住居跡lLH十遺物

３９．４０号住居跡出土遺物

41～43号住居跡出十遺物

44号住居跡・１号溝出土遺物

５．６号、２号溝出土遺物

２号溝朋十漬物

２号溝出＋漬物

２号溝出土遺物

２号溝出土遺物

２号溝州十遺物

２号溝冊十遺物
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胎土中の重鉱物

胎土薄片（１）

胎土薄片(2)・塗布物

16号住居跡出土遺物

16号住居跡出土遺物

17～20号住居跡出十漬物
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抄録

モトギサンジンニイセキフリガナ

茂木山神、遺跡書名

藤岡大胡線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書副書名

山下歳信編著者名

大胡町教育委員会〒371-0292群馬県勢多郡大胡町堀越1115番地編集機関

大胡町教育委員会〒371-0292群馬県勢多郡大胡町堀越1115番地発行機関

2001年３月23日発行年月日

コードフリガナフリガナ 調査原因調査面積調査期間東経北緯
所在地所収遺跡名 遺跡番号市町村

19990531 大胡町大字茂木
アザコパヤシ

字｣、林
アザサンジン

字山ﾈ申
アザスワマエ

字諏訪前

山神Ⅱ遺跡
Ｉ 

道路改良l65011f 19990914 139.9'17〃36.24'３〃10304 

Ｉ 

20000527 

特記事項主な遺物主な遺構主な時代種別所収遺跡名

大児臣に係わる墨書中期中葉末～加曽利Ｅ竪穴住居跡１２軒縄文時代集落山神Ⅱ遺跡
土器1式の土器・石器31基土坑

畿内暗文の模倣坏古墳時代～平安時代の竪穴住居跡４４軒古墳時代以降

甕内面に付着物土器・須恵器・緑釉．掘立柱建物跡４軒

2列 灰釉陶器柱穴列

鉄製品・石製品溝状遺構５条

墨書土器

￣ 

フリガナ モトギサンジンニイセキ

書名 茂木111神11遺跡

副書名 藤岡大胡線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

編著者名 山下歳信

編集機関 大胡町教育委員会〒371-0292群馬県勢多郡大胡町堀越1115番地

発行機関 大胡町教育委員会〒371-0292群馬県勢多郡大胡町堀越1115番地

発行年月日 2001年３月23日

フリガナ

所収遺跡名

フリガナ

所在地

コード

市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間 調査面積 調香原因

山神11遺跡 大胡町大字茂木
アザコパヤシ

字小林
ブザサンジン

字山神
アザスワマニ

字諏訪前

10304 36.24'３″ 139.9'17〃

19990531 

1 

19990914 

1 

20000527 

1650,F 道路改良

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

山神11遺跡 集落 縄文時代

古墳時代以降

竪穴住居跡１２軒

土坑３１基

竪穴住居跡４４軒

掘市楡建物跡４軒

柱穴列２列

溝状遺構５条

中期中葉末～加曽利Ｅ

１式の土器・石器

古墳時代～平安時代の

土器・須恵器・緑釉．

灰釉陶器

鉄製品・石製品

墨書土器

大児臣に係わる墨書

土器

畿内暗文の模倣坏

甕内面に付着物



第Ｉ章発掘調査に至る経緯

近年に於ける当町の道路網整備は、大胡バイパス（主要地方道前橋・大間々・桐生線）の開通、通称

「赤城南面道路」（県道大間々・宮城・子持線）の国道353号線昇格、１７号線バイパス（上武道路）にア

クセスを予定する一般県道前橋宮城線道路の一部開通、前橋と宮城村を繋ぎ当町の北部を横断する県営

農免・ふるさと農道の着手等がある。

本路線である主要地方道藤岡大胡線は、藤岡市と大胡町を結ぶ幹線道路であり、関越自動車道高崎イ

ンターチェンジと接する。さらに現在急ピッチで工事が進められている北関東自動車道､駒形バイパス、

国道50号線が横切る｡当町の南方前橋市富田町地区では国道50号線以北の上武バイパス工事が推進され、

部分的に本路線の拡'福工事が実施されている。

当路線の通過する大胡町南部の茂木地区は赤城山から続く緩やかな山麓地形であり、旧石器時代～平

安時代の集落跡である。今回の発掘調査の該当地の東側に於ける団体営中川原地区土地改良総合整備事

業に係る埋蔵文化財発掘調査でもその一部が検出されている。

これらの状況を踏まえ、前橋土木事務所等の協議を行い、発掘調査並びに整理事業を大胡町が直営事

業として受託した。その経緯は、

平成９年７月１日当教育委員会は、群馬県教育委員会事務局スポーツ部文化財保護課より、主要地

方道藤岡大胡線（茂木地区）改良工事に伴う埋蔵文化財試掘調査の実施ついての通

知を受ける。

同年７月30日文化財保護課主任高島英之氏と当教育委員会山下の立ち会いでバックホーを

用いて対象地の一部について埋蔵文化財試掘調査を実施し、古墳時代～平安時代の

集落跡を確認する。この結果を踏まえて、県教育委員会は工事に先立って本調査が

必要となることを、管轄の前橋土木事務所に通知する。

平成10年12月前橋土木事務所より、用地買収の進捗により平成11年度事業として同地区に於け

る工事を実施したい旨の連絡を受ける。

平成11年４月７日当教育委員会は、前橋土木事務所と同地区に於ける埋蔵文化財の取り扱いについ

て具体的協議する。その結果、工事に先立って発掘調査を実施し、記録保存を図る

ことで合意する。

同年４月９日前橋土木事務所より発掘調査着手に先立ち、埋蔵文化財発掘調査及び資料整理に

ついての依頼文を受ける。

同年４月20日当教育委員会は、埋蔵文化財発掘調査及び資料整理に伴う実施計画書と経費見積

書を策定し、前橋土木事務所に送付する。

同年４月26日前橋土木事務所と当町長の間で埋蔵文化財発掘調査委託契約の締結を結び、事業

に着手する。

平成12年４月３日前橋土木事務所より昨年度の残り部分の発掘調査と報告書作成に伴う依頼書を受

け、当教育委員会は実施計画書を策定し、送付する。

同年４月５日埋蔵文化財発掘調査委託契約書を締結し、発掘調査並びに報告書作成に係る。

同年６月11日埋蔵文化財発掘調査を開始する。

同年８月埋蔵文化財発掘調査を終了し、本格的に整理作業に入る。

Ｚ 



第II章遺跡の位置と周辺の遺跡

第１節遺跡の位置（第１図）

群馬県勢多郡大胡町は、県中央部にあるカルデラ型火山赤城山の南麓裾野上に位置し、南北に長いヤ

マトイモ形を呈している。最高所は赤城山中腹の鶉山で640ｍ、最低所は最南端の前橋市境で約120ｍで

ある。西～南方に県都前橋市、最高所で富士見村、北東に宮城村、南東で粕川村と接し、南東方向で伊

勢崎市に隣接する。

当町のほぼ中央を南流する荒砥111や寺沢川、能満寺川等は､台地地形と谷底沖積地を作り出している。

低地部には小規模水田が開け、台地上には畑地帯が広がる。街区の中心は牧野氏の居城である大胡城の

城下町である大字大胡を核とする地域であり、日光裏街道の大胡宿としても繁栄した。

大胡町南部～南西部を占める大字茂木地区は近年に開通した大胡バイパスにより、商業地域並びに宅

地化が著しい地区である。茂木山神Ⅱ遺跡は、茂木字小林･山神･諏訪前の三つの字に跨がって所在し、

県都前橋市と桐生市を結ぶ上毛電鉄大胡駅の南方約１kmの洪積世台地上に位置する｡標高は135ｍ前後を

測り、東方では６ｍ程の比高差を生じて荒砥川低地が開ける。同台地は南方で字大畑で前橋市に接し、

北方は字諏訪東。字天神風呂・字天神と南北に続き、西方には低地が併走する。

第１図付置図

２ 



第２節周辺の遺跡（第２．３図）

く旧石器時代＞

相沢忠洋が調査した三シ屋遺跡（２）、細石核等を出土した日光道東遺跡（38)、尖頭器を出土した天

神遺跡（26）等があるが、本調査に至る追求は行われていないのが現状である。

〈縄文時代＞

早期では浅見遺跡（37）等で早期押型文系土器が出土し、他の遺跡から条痕文系土器で鵜ケ島台式が

あるが、明確な遺構との共伴事例はない。

前期前葉では花積下層式期～ニッ木式期では新屋敷遺跡、堀越芝山遺跡（51)、堀越中道遺跡（46）が

ある。各遺跡は隣接し、標高200～230ｍ間に位置する。関山式期は堀越二本松遺跡（53）にある。中葉

～後葉に至り遺跡数は増加し、黒浜･有尾式期は天神風呂遺跡群（16～22)、横沢向山遺跡等にあり、諸

磯式期では浮島・興津式土器を共伴して出土した上大屋・樋越地区遺跡群（36）を代表として、中川原

遺跡群等（３～５）等がある。

中期では勝坂･阿玉台式期は天神遺跡(26)、遺跡数のピークとなる加曽利Ｅ式期では上ノ山遺跡(13)、

西小路遺跡（14)、天神風呂遺跡群（16～22)、諏訪東遺跡（11)、甲諏訪遺跡（48）等にあり、中葉の焼

町土器や中葉～後葉の過渡期に出土する三原田式がある。

後期は堀之内Ⅱ式の注口土器や土偶、三十稲場式を出土した天神遺跡(26)、称名寺式～加曽利Ｂ式期

の包含層遺物と堀之内式期の住居跡を検出した堀越西一丁田（49）がある。

晩期は遺跡地として荒砥111低地に存在した可能'性があり、注口土器が知られている。

〈弥生時代＞

再葬墓と考えられる金丸遺跡が著名であるが、本遺跡や上大屋下組遺跡(30)、五十山遺跡群(42～44）

から樽式土器片が検出された事例から推察すれば後期頃に小規模な集落が営まれた可能性がある。

〈古墳時代＞

古墳は、５世紀後半から上ノ山遺跡（13）等に竪穴式石室が構築され始め、総数70基を越える存在が

確認されている。古墳群としては東･西小路古墳群（15）を代表とする茂木地区と横沢地区に集中する。

茂木古墳群では稲荷窪Ａ地点遺跡（６）、西小路遺跡（14）が調査され、横沢地区では過去に群馬大学史

学研究室で調査された事例等がある。他に町指定史跡の稲荷塚古墳(34)、終末期古墳として著名な県指

定史跡の堀越古墳（25）が存在する。

集落は、４世紀代以降に突如として出現する。所謂石田川式土器を出土した新畑遺跡(47)、五十山遺

跡群（42～44)、５～７世紀は下宮関遺跡（28)、前橋東商業高等学校遺跡（29)、上大屋下組遺跡（30)、

上大屋天王山遺跡（31)、天神風呂遺跡群（16～22）・稲荷窪Ａ・Ｂ地点遺跡（６．８）等がある。

〈奈良平安時代＞

当町に於ける大規模集落杜は、本遺跡から北方に続く天神風呂遺跡群（16～22）があり、５世紀～１１

世紀に至る長期間の存続が見られる。特に天神風呂遺跡群からは瓦塔・浄瓶・朱墨士器等が出土し、寺

院杜が考えられる。堀越中道遺跡（46）では官衙的要素が考えられる掘立柱建物跡や道路社、礎石立の

竪穴住居跡があり、特殊遺物として把手付鉄鍋。焼印・馬具等の鉄製品が出土している。小規模集落と

しては日光路東遺跡（38）や堀越丁二本松Ⅱ区遺跡（52）等があり、短期間に営まれた開拓村と考えら

れる。

３ 



第２図周辺の遺跡(1)
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第３図周辺の遺跡(2)
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生産社遺跡としては、弘仁九年（818）の地震災害で埋没した水田跡を検出した中富関遺跡（27）があ

り、近年、同台地上で畠跡が検出されている。八ツケ峰遺跡（35）では８世紀前半代の須恵器窯と９世

紀代の製鉄杜・木炭窯、西尾引遺跡（50）では製鉄杜・木炭窯・住居跡のセットが検出され、赤城山麓
一帯に於ける総合的な係わりが今後の課題であろう。

〈中世以降＞

上大屋中組遺跡（32）は15世紀前後の竪穴住居跡や地下式土坑が検出され、竪穴住居跡から１貫文に
近い絹銭が注目される。山ノ前遺跡（13）では２万５千枚ほどの備蓄銭が工事中に出土し、養林寺館杜
（41）は大胡氏との係わりが推察される館跡である。大胡城跡（39）は戦国期から近世初期に至る様相
を止め、本丸で検出された石敷建物跡や土塁矩面に配された等高線状の石列は県内外でも希薄な遺構で

ある。殿町遺跡（40）は大胡城跡の武家屋敷に該当する地区である。

《遺跡名》

１茂木山神Ⅱ遺跡２三ツ屋遺跡３～５中川原遺跡群（３小林遺跡４山神遺跡５大畑遺跡）
６稲荷窪Ａ地点遺跡７～９稲荷窪Ｂ地点遺跡１０大日遺跡Ｕ諏訪東遺跡１２山ノ前遺跡１３上ノ山遺跡
１４西小路遺跡１５束・西小路古墳群１６～２２天神風呂遺跡群（１６Ｆ地点１７Ｅ地点１８Ｄ地点１９Ｈ地点
２０１地点２１Ａ地点２２Ｊ地点）２３柳沢遺跡２４大道下遺跡２５堀越古墳２６天神遺跡２７中宮関遺趣／
２８下宮関遺跡２９前橋東商業高等学校遺跡３０上大屋下組遺跡３１上大屋天王山遺跡３２上大屋中組遺跡
３３樋越西前沖遺跡３４稲荷塚古墳３５八ツケ|峰遺跡３６上大屋・樋越地区遺跡群３７浅見遺跡３８日光道東遺跡

!;鰯鞍羅醗iiii:i讓議ｉｌ零繊驚謹灘鞠…
瀞

‘；ｂｌリテ
第３節調査の方法

該当地域は、試掘結果と土器の散布状況、平成２年度に行われた中川原遺跡群の小林・山神・大畑遺
跡発掘調査事例から遺構・遺物が濃密に存在することが想定された。

発掘調査に当たっては、国家座標並びに水準の基準杭を業者に委託し、国家座標(Ｘ＝44460Ｙ＝-
60850）を基点として５×５ｍのグリットを設定した。

グリットは東西方向に西からアルファベットでＡ～、南北方向を南から算用数字１～を付して南西杭
をもってグリット名（第４図参照）を呼称した。

小字界と用地買収等の事業進捗状況から道路東部分を北からＤ区(平成11年度調査区の字小林)、Ｅ区
（平成12年度調査区の字山神)、Ａ区（平成11年度調査区の字山神の一部)、Ｂ区（平成11年度調査区の
字山神)、道路西側のＣ区（平成11年度調査区の字諏訪前）と区名（第５図参照）を呼称した。
調査該当区が主要地方道藤岡大胡線に接するために安全管理としてガードフェンス設置を業者に委託
し、保全を計った。

調査対象地全面の表土除去は重機を使用し、遺構確認作業及び覆土除去は人力で行った。実測図は、
20分の１を基本とし、平板測量で作成した。図面記録の作成は、調査担当者と作業員が主に行ったが、
一部と全体図を業者に委託した。

写真は、３５ｍモノクロ・カラーリバーサル写真を調査担当者が撮影し、遺跡全体及び傭敵写真等は業
者による航空写真撮影を行った。

発掘調査により、縄文時代前期・中期の竪穴住居跡・土坑、古墳時代前期～平安時代の竪穴住居跡・
掘立柱穴建物跡・溝状遺構等を検出した。
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第III章検出された遺構と遺物

第１節縄文時代

（１）竪穴住居跡

Ｊ１号住居跡（第７．８図）

Ｃ調査区の最も北寄りの標高132.90ｍに位置し、Ｃ18Ｇポイントを中心に検出された。北方に古墳時

代以降の21号住居跡、南方が22号住居跡、東方を１号溝によって切られ、南東隅でＪ１号土坑と重複す

るが新旧関係は不明。

形状・規模は古墳時代以降の切り合いによる破壊部分が多く、西方は調査区外である為に不明瞭であ

るが､形状は東から南にＬ字形に廻る周溝で方形が推察される。残存する東方の周溝は約4.6ｍの長さを

測る。検出された床面は21号と22号住居跡に挟まれた部分が残存する。柱穴・炉祉は不明である。出土

遺物は前期中葉の土器片のみである。

《出土遺物》

１は緩やかな波状を呈し、内湾する口縁部片で、波頂部内面に貼付文を施す。口唇部直下にロッキン

グによる波状文を施す｡地文はＬＲとＲＬによる羽状縄文を施文する。２は平口縁を呈する口縁部片で、

口唇部に半裁竹管による刺突を連続させ、平行沈線文を施す。３～５は、半裁竹管による爪形刺突を施

す平行沈線文を巡らす。６は平行沈線により菱形文を施す口縁部片。７は幅狭の半裁竹管による平行沈

線を横位に巡らす｡地文はＲＬを施文する。８～10は同一個体の可能性が考えられ､半裁竹管により菱形

文等を施す。１１～13は平口縁を呈し、１１と12は口唇部を角縁状とし11はＲ、１２は無節Ｌを施文する。

－十一

Ａ 1３３７ Ａ' 

Ｗ 一坐一

110 

卑認ｆ:月IF上･￥

!:鍵蕊f鰯iiiii霧Ｐ ｡□猫

A京

〃溺ii鰯j蓼蓼鰯;iii；
5層暗褐色土４層に似るがやや明るい

6層暗褐色士鹿ノ子状を呈する

7層にぷい黄褐色土Ｒ・Ｂと暗褐色土の混土

8層にぷい黄褐色土Ｒ・Ｂと暗褐角十とが鹿ノ子状を呈する

Ｊ１号住居後士層詳（Ａ－Ａ'）

１層耕作土

２層暗褐色土黄白色軽石、カーボン粒少量含む

３層暗褐色土２層より明るく、鹿ノ子状を呈する

４層暗褐色土３層より明るく、鹿ノ子状

第７図 Ｊ１Ｈ平面図
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第８図Ｊ１Ｈ出土遺物

１３はＲＬとＬＲを羽状に施文し、小突起を付す可能性がある。１４はＲＬ、15.16はＲＬとＬＲで羽状縄

文､１７は結束のあるＲＬとＬＲを施す｡１８は附加条縄文を施文する。１９～21は２条併走の附加条を施文す

る。２０と21は同一個体で、波状ロ縁を呈する。胴部上半に屈曲部を設け、口縁部は直立気味にやや外反
し、口唇部には刻み目を施す。２２はＲＬを施文する底部片。

Ｊ２号住居跡（第９～11図）

Ｃ調査区の北方、標高132.80ｍに位置し、C16グリットポイントを中心に検出された。南と北の壁面

IＺ 

Ｉ
 



を検出したが東部を１号溝と撹乱穴、北西隅で古墳時代以降の23号住居跡に切られる。南方でＪ２号.

Ｊ３号土坑が重複するが新旧関係は不明。西方が調査区外となる。

形状は方形を呈すると考えられ、調査区内で検出された南と北壁から南北長さ6.45ｍを測る。残存す

る北と南壁高は55cm･床面はほぼ平坦を呈し､周溝は北壁下に僅かに検出された｡柱穴はＰ,～Ｐ４の４カ

所に検出され、主柱穴は形状と深さからＰ,が考えられる。

炉杜はＰ３とＰ４間の北寄りに位置し､西方の立ち上がりに三つに割れた一石を伴い､57×47cmの南北に

長いやや歪んだ楕円形を呈する。遺物は、前期中葉の土器片、石皿、石鍍、磨石等が散在して出土した。
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Ｊ２号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）

１１国暗褐色土現耕作土

１７層暗褐色土混入物の少ない均質な層締まり弱い

１８回暗褐色土覆土中最も暗いカーボン、ローム粒子点在

１９個暗褐色土鹿ノ子状を呈し、黄白色軽石混入カーボン粒子点在

２０個暗褐色土１９屑よりやや暗い

２１層暗褐色土１８層よりやや明るいカーボン・ローム粒子点在

２２層暗褐色土カーボン粒子点在

２３層暗褐色土ローム粒子混入Ｒ・Ｂ、カーボン粒子点在

２４層暗褐色土Ｒ・Ｂ点在

２５届にぶい黄褐色土Ｒ・Ｂ混入

２６回にぶい黄褐色土カーボン粒子色調がほぼ同じＢと粒子で楢成

２７層にぷい黄褐色土非常に締まりの強い層鹿ノ子状を呈し、カーボン粒子点在

２８層にぶい黄褐色土Ｊ２Ｈの覆土中最も明るい

２９層暗褐色土暗褐色ローム質土の粒子の均質混土

３０届にぶい黄褐色土暗褐色ローム質解と黄褐色ローム質土が斑を呈する

３１層黄褐色土ハードローム層

３２面暗褐色土暗褐色ローム質土の粒子の均質混土

第９図Ｊ２Ｈ平面図
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第11図Ｊ２Ｈ出土遺物(2)
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《出土遺物》

１は胴部上位に最大径がある平口縁の深鉢で、口唇部を角縁とする。口径26.6cm、胴部上位の最大径

31cm、残存器高24.6cmを測る。２～５は二条併走する附加条を施文する。２は胴部下半で屈曲し、直立

気味に立つ胴部片。中位には横位に爪形文を二段に刺突するが下段は途切れる部分がある。３～６は波

状ロ縁を呈し、３と４は同一個体で緩やかに内湾する口縁部片。６は口唇部を内そぎ縁とし、半裁竹管

による爪形刺突を施す平行沈線文を巡らす。７と８は同一個体で、平行沈線により区画内に鋸歯状の文

様を施す。９～11は平口縁を呈し、口唇部を内そぎ縁とする。１１の口唇部は内そぎ縁状とし、外面口端

部が鋭く突出する｡12はＲＬとＬＲを羽状に施す｡13はＬを施す｡14は胴部上位の屈曲部片で羽状に施す。

15はＲＬを施す｡１６は胴部下位に屈曲部があり、括れ部から外反する口縁部へ移行する。17～20の底部は

上げ底を呈し、２１は直立気味に立ち上がる体部下半片、２２は外反する体部下半片。

２３と24は無茎の三角錐、２５は断面三角形を呈する打製石斧で、１面に自然面を残す。２６の石皿は半分

弱ほど欠損する。皿部は深くＵ字状に窪むが使用による摩面は粗い。敲打痕による凹孔は縁部に集中し

て設けられ、裏面では僅かである。２７は炉石に使用され、３つに割れている。偏平な石で片面に摩面が

認められる。敲打痕による凹凸は認められ無い。２８は表裏面に敲打痕を有する。２９の凹石は両端部に剥

離面がある。片面に敲打痕が認められる。３０の磨石は全面を磨面として使用している。片面の中央部に

敲打痕が認められ、ススが付着する。３１の凹石は表裏面に２個の凹孔を中央部に設ける。３２の凹石は約

半分が欠損し、表裏面の中央部に敲打痕による凹孔を有する。

Ｊ２号住居跡出土遺物法量(長さ・幅･厚さの単位はc､､重さはg）

石鐡 長さ１．５ 幅１．９2３ 厚さ０．５ 重さ０．７ 石質黒曜石 石鑑 長さ2-1 幅１．７2４ 厚さ０．４ 重さ０．９ 石質黒曜石

打製石斧 長さ９．５ 幅３－３蛎 厚さ３.］ 重さ１１５ 石質無班晶ガ
ラス質安山岩

石皿 長さ(22.3） 幅３１．５船 厚さ11.5 重さ８０００ 石質輝石安山岩

石皿 長さ２５．７ 幅１５．１2７ 厚さ３．９ 重さ１９８１ 石質輝石安山岩 凹石 長さ１１．５2８ 幅９．２ 厚さ６．７ 重さ７８０ 石質多碩鮖安山岩

幅６．６凹石 長さ１１．２2９ 厚さ３．４ 重さ３５６ 石質輝石安山岩 凹石 長さ（9.5） 幅７．７3０ 厚さ５．０ 重さ４９５ 石質輝石安山岩
凹石 長さ１１．２ 幅１０．２3１ 厚さ６．０ 雨さ７４９ 石賀輝石安山岩 長さ（6.7）3２ 凹石 幅８．６ 厚さ３．７ 重さ２６８ 石質輝石安山岩

Ｊ３号住居跡（第12～15図）

Ａ調査区の北方でＥ～F25グリツトにその主体が検出された。標高133.45ｍ付近に位置し、南西部で

１号住居跡に切られる。北西部で当住居跡より古いＪ４号土坑と重複する。西方は現道路敷部分に及び、

全体の３分の２ほどが調査された。

形状は、南東～北西方向に長い楕円形を呈し、長軸はＮ－６２ｏ－Ｗにとる。掘り込みは残存の良い北壁

で36cmを測る。規模は残存部分から推定すると長軸長７ｍ前後､短軸長5.2ｍ前後となる。床面はほぼ平

坦である。周溝は1幅20～30cm前後、深さ４～20cmで全周すると考えられ、柱穴は７カ所に検出され、Ｐ，
～Ｐ３が主柱穴の可能性が考えられる。

炉吐は住居杜の長軸方向に一致してほぼ中央部に位置する。形状は南東部分が開口する石囲い炉で、

１号住居:tl上の構築によって南辺を構成する炉石が抜かれている。北辺は５石（長さ1.5ｍ)、西辺を２石

（石抜け痕を合わせ60cm）で構成すると考えられ、南辺は４石の石抜け跡がある。開口部には埋設土器

を設け、その前面には浅い皿状の窪みが続く。この開口部窪みは西方が歪む楕円形を呈し、長軸長96cm、

短軸長の最大81cm､最深部で10cmを測る。埋設土器と開口部窪みの上面からは土器が集中して出土した。

遺物は中期中葉末の土器片、打製石斧等が炉祉部分に集中し、東方から北方に散在する。

《出土遺物》

１は炉内埋設土器で底部を欠く。円筒形の胴部から緩やかに内湾する口縁部に移行する深鉢形土器で

Z５ 

ｒｄｑＦ＋』円口５ｎｕＵ『Ⅱ▲２２２２３’ 
斧石銭製石打

皿石石石凹凹

長さＬ５

長さ９．５

長さ２５．７

長さ１１．２

長さ１１．２ 幅幅幅幅幅 さささささ厚厚厚厚厚
ポさ０７

重さ１１５

重さ１９８１

誼さ３５６

璽さ７４９ ガ岩岩岩曄銅嶋如釧如黒無安廟纈繩
質

質質ス質質質石石ラ石石石 鐡皿石石石石石凹凹凹
長さ２.］

長さ(22.3）

長さ１１．５

長さ（9.5）

長さ（6.7）

幅１．７

幅31.5

1旧９．２

幅７．７

幅８．６

厚さｑ４

厚さ11.5

厚さ６．７

厚さ５．０

厚さ３．７

重さ０．９

重さ８０００

重さ７８０

重さ４９５

誼さ２６８

石質黒曜石

石質輝石安山捨

石質，Hiij柘安111晧

石質ｆＨ石安山岩

石質灘石安lu岩



口径la3cm、残存器高17.5cm・ロ縁部文様は無文の口縁部に隆帯を貼付する。地文は胴部に撚糸Ｌを施

した後に隆帯上にＲＬを施す｡２は突起を付す平口縁を呈し､口径19.5cmを測る｡突起部文は欠損し不明。

頚部から外反して開きロ縁部は「<」の字状に屈曲する。口縁部文様は背割り隆帯により横Ｓ字状文等

を連結する。３は浅鉢形土器で復元口径42.8cm、屈曲部最大径47.6cmを測る。体部は所謂算盤玉状を呈

し､無文の□縁部は外反する。文様帯は交互刺突文を施す隆帯を括れ部と張り出し部に施して区画する。

区画内は円文で分割し、沈線により渦巻き文等を配す。４は平口縁を呈し、内湾する口縁部片で復元口

径17.6cmを測る。隆帯による区画の左右に相対する渦巻き文を施し、区画内に連続する交互刺突文を多

段に施す。５～７は口縁部文様を背割り隆帯で施し、渦巻き文や楕円区画文等を配す。５と６は同一個

つの字状突起を付す。８と９は同一個体と考えられ、口唇部を背割り隆帯状に沈線体の可能性があり、

施す。文様は交互刺突文と渦巻き文等を配す。１０は短く直立気味とする無文のロ縁部下に刻み目を施を

す隆帯を巡らす。１１は緩やかに内湾する□縁部を無文帯とし、平行沈線による横位沈線文と突出部に刻
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Ｊ３号住居跡炉祉土層註（Ａ－Ａ'）

１層暗褐色土Ｒ・Ｂ粒子混入

２層暗褐色土ローム粒子、焼土粒子混入

３層暗褐色土２層に酷似、２層より締まり弱い

４層にぶい黄褐色土焼土粒子、ローム粒子混入

５層赤褐色土焼土Ｂ粒子混入

６層暗褐色土２層に酷似、２回より粒度が小さく均質

７層暗褐色土２層と構成土はほぼ同じ、焼土粒子が多い

８層にぶい黄褐色土Ｒ・Ｂ粒子の混土

９層暗褐色土ローム粒子混入、焼土粒子点在

１０層にぷい黄褐色土Ｒ・Ｂと粒子の混土

１１層にぷい黄褐色土Ｒ・Ｂ混入

･3２ 

炉祉 、

A’ Ａ 

Ａ’ 1３３．１ 1１3５２ Ａ 

、

第12図Ｊ３Ｈ平面図

Z６ 



夕

rムロ
｡ 

弘
(ｉ 

５ 

0cｍ 

第13図Ｊ３Ｈ出土遺物(1)
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第15図Ｊ３Ｈ州十遺物（３）

み目を施す｡地文はＲＬを施す｡１２は直立気味に立つ無文の口縁部下に隆帯を付し､指頭のよる押圧を連

続させる。押圧によって偏平化した部分に横位の短沈線を施す。１３は直立気味のロ縁部片で、横位平行

沈線を多段に巡らす。１４の浅鉢形土器片は口縁部を直立気味にやや外反させ、文様は偏平な隆帯で意匠

する。１５は直立気味の胴部から緩やかに外反するロ縁部へ移行する。地文ＲＬを充填する。１６の口縁部は

胴部から外反して開き、上方が直立気味とする。復元口径は14cmを測り、地文は撚糸Ｌを充填する。１７

は横位に平行沈線地文は巡らし、撚糸Ｒを施す。１８は無文帯の頚部から口縁部下に付された環状把手を

欠く。□縁部文様帯は交互刺突文が施されている。１９は頚部を無文帯とし、沈線文で胴部文様を意匠す

る。２０はＲＬを施す。２１と22は背割り隆帯で文様を区画し、２１はＲＬ、２２は撚糸Ｌを施す。２３は二本隆帯

で文様を意匠し、胎土には金雲母を含む。２４は三本一組の懸垂文と蛇行懸垂文を交互に垂下させる胴部

片。地文はＬＲを充填する。２５は撚糸Ｌを施す。２６はＬＲを充填する。２７はＲＬを施す。２８は底部片を利

用した土製円盤。

２９～32は打製石斧。３３の凹石は片面の中央部に凹孔を３つ設けている。３４の凹石は半分が欠損し、表

裏面の中央に凹孔を有する。３５の凹石は表裏面と周縁に－カ所の敲打痕を設ける。

Ｊ３号住居跡出土遺物法量(長さ・幅･厚さの単位はcm､重さはg）

土製円盤 幅４．１ 重さ３４．２ 打製石斧 幅５．６長さ４．３ 厚さ１．７2８ 長さ１０．３ 厚さ１．７ 重さ９５ 石質無斑晶安山岩鵬

打製石斧 長さ７．６ 幅５．１ 厚さ１．８ 重さ９３ 石質無斑晶安山岩 打製石斧 長さ１０．１ 幅５．３ 厚さ２．３3０ 3１ 重さ１４６ 石質無斑晶安山岩

打製石斧 石質無斑晶安山岩長さ９．６ 幅４．３ 厚さ１．６ 重さ７］ 長さ２３．６ 幅１３．９凹石 厚さ８．６ 石質輝石安山岩躯 編 重さ３１９１

長さ(6.6） 幅８．０ 石質多孔質安山岩凹石 厚さ５．１ 重さ２５５ 凹石 長さ９．９ 幅７．５ 厚さ４．２ 重さ411 石質輝石安山岩3４ 蹄

Z, 

土製円盤

打製石斧

打製石斧

凹石

長さ４．３

焚さ７．６

長さ９．６
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Ｊ４号住居跡（第16図）

Ａ調査区の中央やや北寄りの標高133.45ｍに位置し、F24グリットに検出された。南方を古墳時代以

降の２号住居跡によって切られ、Ｊ５．６．８号土坑と重複する。

形状は２号住居跡の重複と－部が調査区外に及ぶ為に不明瞭であるが、隅丸方形を呈すると考えられ

る。規模は形状と柱穴から推定すると１辺が3.5ｍ前後と考えられる。床面は堅繊で平坦である。柱穴は

３カ所に検出され、Ｊ６号土坑内部にあるＰ,と２号住居跡の掘り方で検出されたＰ２が主柱穴と考えら

れる。炉杜は地床炉で、７０×40cmの楕円形の掘り込みで皿状の浅い窪みを呈し、周辺部にも焼土面が広

がる。遺物は中期中葉末と考えられる土器片と打製石斧、石匙が覆土中から出土した。

《出土遺物》

１は外反する口縁部片て口唇部を尖り気味とする。口唇部直下を無文とし、下方に平行沈線による横

Ｊ４号住居跡士層詳（Ａ－Ａ'）

１層礫、コンクリート破片等混入

２層暗褐色土砂質土層３層２届にＲ・Ｂ粒子点在

４層黒褐色土ＦＰ混入

５層黒褐色土４層に酷似、やや不均質

６層暗褐色土ローム土と４層構成土の混土

７屑暗褐色土ローム質土、不均質でやや鹿ノ子状を呈す

８屑暗褐色土７層より均質

９層暗褐色土粒度の揃った、やや粘質な層、締まり弱い

101画黒褐色士黒角十とＲ・Ｂの混土

１１屑黒褐色土１０層に酷似、黒色土とＲ・Ｂの混土

１２回暗褐色土締まり弱い鹿ノ子状を呈する層

１３層暗褐色土１０層に酷似、１０層よりやや明るい

１４層暗褐色土暗部の割合の大きい鹿ノ子状を呈する層

カーボン粒子点在

１５層暗褐色土Ｒ・Ｂ混入、鹿ノ子状を呈する、カーボン

粒子、焼土粒子点在

１６層暗褐色土ローム粒子混入、カーボン粒子

１７層暗褐色土ローム粒子混入、カーボン粒子

Ｒ・Ｂと粒子の混士

|＞ 

← 

￣ 

と

〕
⑭
吟
。
②

|産

にぶい黄褐色土Ｒ・Ｂと粒子の混土

にぷい黄褐色土ローム粒子混入、締まり弱い

暗褐色土ローム粒子、カーボン粒子、焼土粒子点在暗色部比率大の鹿ノ子状

暗褐色土椛成土は、２０層に同じ、カーボン粒子の比率が大きい

暗褐色土焼土Ｂ不均質に混入カーボン粒子点在

屑
屑
屑
層
屑

８
９
０
１
２
 

１
１
２
２
２
 

４
 

川刊ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ１が

,ＩＩＬ瀞lLll繕

～ 

８ 

7ニーー三

０８ 

０ 

５０， 
コ

10cｍ 
ＩＩ６ 

Ｊ４Ｈ平面図・ｆＨ十遺物

５ 

第16図

2０ 



位文を多段に巡らし、交互刺突文を上下に挟んで中央に半裁竹管による爪形刺突文を連続する。２は刻

み目を施す隆帯で横位区画文と楕円文を配し、楕円区画文内に半歓竹管による平行沈線を縦位に充填す

る。３は隆帯による横位区画文と懸垂文を配し、隆帯上にＲＬを施す。４はＲＬを施す胴部片。５～７は

打製石斧。８は横形石匙で刃部の一部を欠損する。

Ｊ４号住居跡出土遺物法鬘(長さ・幅･厚さの単位はc､､重さはg）

５
７
 '１ 

打製石斧 幅５．７長さ１１．７ 厚さ２．９ 重さ１８８ 石質無班晶安山岩 打製石斧 幅４．９長さ１０．２ 厚さ２．３ 重さ１１１ 石質無斑晶安山岩

打製石斧 長さ６．５ 幅４．６ 厚さ２.］ 重さ１０３ 石質無斑晶安山岩 石匙 幅３．２長さ３．７ 厚さｑ６ 重さ6.1 石質無斑晶安山岩

Ｊ５号住居跡（第17図）

Ａ調査区の中央付近の標高133.40ｍに位置し、Ｅ23.24グリットに跨がって検出された。中央部から

南方を３号住居跡によって切られ、東～北方部分の一部が調査された。

形状は隅丸方形を呈すると考えられが、規模は不明である。壁高は東辺で50cmが残存する。床面はほ
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ぼ平坦である。柱穴は５カ所に検出されたが主柱穴は不明瞭である。周溝と炉吐は検出されなかった。

３号住居跡の北辺では円形を呈すると考えられる土坑状の掘り込みがあるが規模は不明。遺物は前期中

葉の土器片が散在して出土した。

《出土遺物》

１～５は地文をＲＬとＬＲで羽状に施し、１．３．５は同一個体の可能性がある。１は直線的に開く口

縁部片で、平口縁を呈する。口唇部は内そぎ縁とする。２は直立気味の□縁部片、３は緩やかに内湾す

る胴部上半の屈曲部片。５は半裁竹管による平行沈線を横位に施す。

Ｊ６号住居跡（第18～26図）

Ａ調査区の中央やや南寄りの標高133.35ｍ付近に位置し、Ｅ２１．２２グリットに跨がって検出された。

調査区内で約半分程が掛かる。北東隅は古墳時代以降の５号住居跡によって切られている。

形状は南北に長い隅丸方形を呈すると考えられ、ほぼ北に長軸をとる。規模は南北長６２ｍ、検出され

た東西長は2.9ｍで、壁高は43～60cmが残存する。床面はほぼ平坦である。周溝は壁沿いに全周し、南辺

から間仕切り状に東西にも検出された。この間仕切り状の周溝（セクション面で偶然的に攪乱が入り込

んで当住居跡より新しい状態が観察される)は、南方に拡張した事を示唆している。その拡張幅はＬ３ｍ

前後である。壁沿の周溝幅は30cm前後、深さ20cm前後を測り、南壁下では二重に走行する部分がある。

柱穴は周構内に検出され、壁柱穴と考えられる。Ｐ,～Ｐ５の柱間は約1.2ｍ前後と規則性がある。

炉杜は検出されなかったが、北方の住居跡内に検出された土坑の脇に焼土分布が見られる。土坑は円

形を呈し、1.25ｍほどの径を測り、深さ90cmである。

遺物は、前期中葉の土器片、打製石斧、石錐、石匙、磨石、凹石等が中央部から土坑部分と間仕切り

状の周溝の南部に集中して出土した。

《出土遺物》

１は内湾する胴部を呈し、括れ部から直線的に外反する波状口縁とする。口唇部は内そぎ縁とし、口

端部には部分的に刻み目を施す。復元口径30.7cm､残存器高30cmを測る。半裁竹管による平行沈線で□

縁部文様帯を区画し、区画内に菱形文を施す。胴部の地文は無節ＬとＲを羽状に施す。２は外反する胴

部下位から上位で内湾し、括れ部から外反して開く口縁部に移行する。ロ縁部文様は半裁竹管による平

行沈線で菱形文を施すのであろう。胴部最大径は32cm。３の口縁部は直立気味に内湾し、口唇部を尖ら

せる。半裁竹管による平行沈線により区画し、区画内に鋸歯文を施す。４～６は波状口縁を呈し、口唇

部直下に刻み目を施す。文様は半裁竹管による平行沈線で菱形文を施す。７は括れ部から外反して開く

口縁部片。半裁竹管による平行沈線で菱形文を施文する。８は下膨れ状の胴部を呈し、半裁竹管による

平行沈線を横位に巡らせて文様帯を区画する。９～12は半裁竹管による平行沈線で横位区画文や菱形文

を施文するロ縁部片。１３は半裁竹管による平行沈線を施す。１４～16は半戴竹管による平行沈線に連続す

る爪形文を施す。１６は直立気味に内湾する胴部を呈し、口縁部は緩やかに外反して開く。平行沈線に連

続する爪形文で菱形文を構成する。

１７は直線的に開き４単位の波状口縁を呈し、口唇部を内そぎ縁とする。復元口径38.3cm､残存器高35.

2cmを測る。口縁部文様帯は半裁竹管による二条の平行沈線文で区画し、ロ縁部の波形に沿って多段に施

す。１８は平口縁を呈し、口唇部を内そぎ縁とする。１９は緩やかな波状口縁を呈するロ縁部片で、口端部

に刻み目を施す。２０は口唇部を外そぎ縁とする。２１と27は同一個体と考えられ、平口縁を呈し、口唇部

2２ 
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Ｊ６号住居跡士層詳（Ａ－Ａ'）

１層礫コンクリート破片等混入層

２層暗褐色土Ｒ・Ｂ粒子多量混入

３層暗褐色土白色軽石・ローム粒子中量混入カーボン・焼土粒子点在

４層黒褐色土白色軽石均質混入し、カーボン粒子点在

５層暗褐色土鹿ノ子状を呈するローム粒子・白色軽石均質混入カーボン粒子点在

６層暗褐色土鹿ノ子状を呈するローム粒子・白色軽石均質混入カーボン粒子点在

７層赤褐色土やや赤味を帯びたローム質土で粒度は比較的均質で細い。上層に近い部分では白色軽石の混入、

カーボン粒子を特徴的に点在し、やや鹿ノ子状を呈する。上層からは漸移的に変化

８層にぶい黄褐色土Ｒ・Ｂを特徴的に混入ローム粒子も多量に混入白色軽石・カーボン粒子点在

９層暗褐色士暗色面の多い鹿ノ子状を呈する白色軽石・ローム粒子・カーボン粒子点在

１０層暗褐色士鹿ノ子状を呈するＲ・Ｂ混入白色軽石点在

１１層暗褐色土粒度は比較的によく揃うやや鹿ノ子状を呈する

１２層にぶい黄褐色土ローム粒子混入

１３層暗褐色土粒度の揃ったローム質土やや粘質有り

１４層暗褐色土Ｒ・Ｂ粒子混入

１５層暗褐色土１４層に酷似やや均質

１６層暗褐色士非常に粒土の揃ったローム質土やや粘質

第18図Ｊ６Ｈ平面図

刻み目を伴う半裁竹管による平行沈線を横位に多段に巡らす。を角縁とする。する。刻み目を伴う半裁竹管による平行沈線を横位に多段に巡らす。地文は無節ＲとＬを羽状

26は直立気味に開く口縁部片で、半裁竹管による横位の平行沈線文を三本一組で併走させる。に施す。

地文はＲＬとＬＲを羽状に施す。２８は網目状文を施す大木８ａ式。

部下半から外反して「<」の字状に屈曲する胴部上半に移行し、括れ部から口縁部は大きく外

２３ 
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反する。屈曲部径は28.2cmを測る。地文は附加条を施す。

３０は平口縁を呈し、口唇部を角縁状とする。復元口径21.2cm、残存器高14cmを測る。３１は緩やかな波

状口縁を呈し、口唇部を内そぎ縁とする。３２は円筒形胴部からラッパ状に開くロ縁部に移行する。平口

縁を呈し、口唇部を外そぎ縁とする。口径22.8cm、残存器高20.2cm。３３は直線的に開きロ縁部に移行す

る。平口縁を呈し、口径326cm、推定器高34cm、底径10cmを測る。３４は緩やかに内湾する胴部から直立

気味でやや開く口縁部に移行する。平口縁を呈し、口径30.6cm、残存器高26.2cmを測る。３５は直線的に

開く口縁部で、口唇部を角縁とする。復元口径27.4cm。３７は円筒形胴部から大きく外反して開き、内湾

する口縁部へ移行する。38は底部から直線的に開く小型の深鉢でロ縁部は歪む｡口径116cm､高さ9.9cm、

底形5.7cmを測る。４３は補修孔を穿つ゜４５は波状口縁を呈し、口唇部を内そぎ縁とする。４６は平口縁で口

唇部を尖縁気味に丸くする。４８は緩やかな波状口縁を呈し、口唇部を内そぎ縁とする。５０は口唇部を角

縁とする。５２～65は胴部片。６６は括れ部に半裁竹管による平行沈線に爪形文を連続する。

７６は石錐。７７は打製石斧。７８と79は縦形石匙。８０は棒状を呈する。８１．８２は敲打痕の無い磨石。８３の

磨石は表裏面の中央に敲打痕による凹孔を有し、先端部を敲石として使用した敲打痕がある。８４の磨石

は３分の１を欠損し、片面に敲打痕を設ける。８５の磨石は３分の２程を欠損する。８６の凹石は片面の中

央部に大きな凹孔を有する。８７の磨石は片面の中央部分に敲打痕を設ける。８８の凹石は表裏面に２カ所

と１カ所の凹孔を有し、周縁にも敲打痕が認められる。８９．９０の凹石は表裏面の中央部分に敲打痕を設

ける。９１は砥石と考えられ、片面に溝状の窪みが８cmほど続く。

Ｊ６号住居跡出士遺物法量(長さ・幅･厚さの単位はcm､重さはg）

石錐 幅１．３長さ２．８ 石質無斑晶安山岩厚さ0.7 重さ１．８ 打製石斧 長さ１１．２ 幅５．４7６ 厚さ１．８ 重さ１１６ 石質無斑晶安山岩7７ 

石匙 幅３．１長さ４．５ 厚さ０．７ 軍さ８．７ 石質珪化流紋岩7８ 石匙 幅３．９7９ 長さ９．７ 厚さ１．２ 重さ３２ 石質無斑晶安山岩

棒状石器 幅３．７長さ１０．４ 厚さ２．８ 西さ１５８ 石質砂岩 磨石HIH 長さ８．７ 幅６．４ 厚さ３．７8］ 重さ２８４ 石質輝石安山岩

磨石 長さ１０．３ 幅７．４ 厚さ３．６ 軍さ４０７ 石質輝石安山岩躯 凹石 長さ(9.6） 幅６．９ 厚さ３．６ 重さ３２５18K！ 石質輝石安山岩

磨石 長さ(7.4） 幅(8.6） 厚さ４．５ 軍さ２８４ 石質輝石安山岩 磨石8４ 長さ(4.8） 幅８．５ 厚さ４－１ 噸多孔質１，石安山岩8５ 重さ１４５

長さ８．９ 幅７．３8６ 凹石 厚さ４．７ 重さ３２８ 石質輝石安山岩 長さ８．８ 幅８－］凹石8７ 厚さ4.0 軍さ１６６ 石質輝石安山岩

凹石 長さ１１．４ 幅９．２ 厚さ４．５ 重さ５５］ 石質多噸lii石安山岩 幅６．３8８ 凹石 長さ9.1 厚さ３－７ 軍さ２２０8９ 碩多孔質鮖安山岩

長さ９．８ 幅８．９ 厚さ４．９ 重さ４６５ 石質多孔質鮖安Ⅲ岩凹石 幅９．９9０ 砥石 長さ１１．３ 厚さ２」 軍さ１６６ 石質砂岩9］ 

Ｊ７号住居跡（第27～29図）

Ｄ調査区の中央やや南寄りの標高135.70ｍ付近に位置し､H45グリットポイントを中心に検出された。

南方に29.30号住居跡、北方に28号住居跡が隣接する。

形状は南北方向に長い楕円形を呈し、長軸長4.85ｍ、短軸長4.2ｍ前後を測る。壁高は30cm前後が残存

する。床面は中央部分がやや窪み、北方部分に地割れが及ぶ。周溝は検出されなかった。柱穴は総数１８

カ所が検出され、主柱穴はＰ,～Ｐ４の４本柱と考えられる。柱間は2.4ｍ前後を測る。炉吐は中央部分に

僅かに焼土粒子を含む浅い皿状の窪みと考えられる地床炉である。遺物は中期中葉末の土器片、磨石等

が出土した。

《出土遺物》

１は入り組み状突起で、沈線による渦巻き文を内外面に配する。内面には一部有節沈線を施す。２は

玉抱き三叉文風文様を施す把手片。３は口唇部に刻み目を施し、鋸歯状とする。４の口縁部片は口唇部

直下にコイル状隆帯を付す。５は玉抱三叉文を施す。６～９はペン先状刺突文を施す。６は円孔を有す

る突起部片で隆帯区画内、７は口唇部直下、８は隆帯上に刻み目を施し、横位に併走、９は隆帯に沿っ

て施す。１０は頚部に刺突を連続させ、胴部文様は隆帯で区画する。１１～13は平行沈線による横位文を巡

3２ 

器石

識罐織蔀歸酩蛎唾
長さ２．８

長さ４．５

長さ１０４

長さ１０，３

災さ(7.4）

長さ８．９

長さ１１．４

長さ９．８

幅1.3

幅３．１

幅３．７

幅７．４

幅(8.6）

幅７．３

幅９．２

幅８．９ ７７８６５７５９ ００２３４４４４ ささささささささ厚厚厚厚厚厚厚厚 ８７４８１５ ５０８２５６ １４２３５４ ささささささささ重重里正正重重近
石質鵜H{品安山岩

石賀珪化流紋岩

石質砂岩

石賀ｌ霞石安山岩

石賀輝石安山岩

石質ｊ蝋兀i安山岩

石質多噸fE1ﾖ;rllI岩

石質多順l妬安111岩

７ ７ 斧石

耀砿騨噸露噸蛎曄 ささささささささ長長長長奨長長長 胴幅幅幅福福幅幅 ささささささささ厚厚厚厚厚厚厚厚 ささささささささ重重兎重重里重近 州辨砕》啼鐇蠅鶴頭顕碩碩噸頭碩石多３質
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第27図Ｊ７Ｈ平面図

らし、１１は口唇下に平行沈線による横位文を多段に巡らす。１３は交互刺突文を挟んで施す。１４は隆帯に

沿って半隆起線文を巡らす。１５は隆帯に沿って半裁竹管による平行沈線を施す。１６と17は同一個体の可

能性があり、隆帯と半隆起線文で文様を意匠する。１８は隆帯による区画内に楕円文を配し、上部の隆帯
に刻み目と刺突を施す。１９は口縁部を無文帯とし、頚部に刻み目を施す隆帯と把手状隆帯を付す。２０は

胴部区画に刻み目を施す隆帯を巡らし、隆帯から懸垂文を垂下させ、両端に横位の刻み目を加飾する。

21は頚部を無文帯とし、口縁部文様帯を刻み目を施す隆帯で区画する。２２は隆帯による区画文に細かく

刻み目を連続させる。２３は隆帯上に指頭による押圧を施す｡２４は口縁部文様帯をヒグ状隆帯で区画する。
25は山形突起片で文様を半裁竹管による平行沈線で区画する。２６～28は同一個体で平行沈線により横位
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第28図Ｊ７Ｈ出土遺物(1)
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区画文や懸垂文、クランク文等を配す｡地文はＬＲを施す。２９は隆帯による枠状文等を配し､３０は平行沈

線により意匠文を配す。３１は底径22.5cmの浅鉢形土器と考えられ、平行沈線により円孤文等を施す。３２

はＬＲを充填する胴部片。３３は隆帯を垂下させる胴部片。３４は半裁竹管による爪形を縦位に併走させて

垂下させる胴部片で、地文はＲＬを施す。３５は底径10cmを測り、撚糸Ｌを施する。３６の底部片は底径8.5

cm。３７は早期条痕文系土器で鵜力島台式に比定される。３８は直立気味の口縁部辺で口唇部を尖り気味と

する。３９は付加条縄文を施す胴部片。４０は土製円盤。

４１は打製石斧｡４２は敲打痕が僅かに設けられている。４３の凹石は表裏面の中央部分に敲打痕を設ける。

44は深い凹孔を有する凹石。４５は片面に２カ所の凹孔を有する。

Ｊ７号住居跡出土遺物法量(長さ・幅･厚さの単位はcm､重さはg）
石質無班晶ガ
ラス質安山岩

重さ３９幅４．２ 厚さ１．５打製石斧 長さ５．１重さ１２．６ 4１ 幅３．２ 厚さ１．２土製円盤 長さ３．４4０ 

石質輝石安山岩重さ５６０幅８．８ 厚さ４．９長さ１０．４石質脈石安山岩 凹石璽さ５２７ 481 幅７．５ 厚さ４．８長さ12.0磨石4２ 

石質輝石安山岩厚さ４．９ 重さ９３０幅８．９長さ１７．７凹石石質＃孔質鮖安山岩 4５ 重さ６４６厚さ７．１幅８．６長さ12-0凹石4４ 
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Ｊ８号住居跡（第30図）

Ｅ調査区の北東隅で標高134.65ｍ付近に位置し、G36グリットに検出された。上面を６号溝が走行す

る。遺物は中期中葉末の土器片が出土した。

調査区内での検出は南辺寄りの極僅かな部分の為、形状・規模は不明である。壁高は26～38cmが残存

し、床面は平坦を呈する。周溝・柱穴・炉杜は検出されなかった。南辺に重複して楕円形の掘り込みが

検出されたが新旧関係は不明である。遺物は覆土中より中期中葉末～後葉の土器が出土した。

《出土遺物》

１は直立気味に内湾胴部より外反して開く小型の深鉢形土器で、条線文を施す。復元口径10.2cm、器

高12cm、底径6.8cmを測る。２と３は頚部に隆帯を巡らし、２は矢羽状の刻み目、３は縦位の刻み目を連

続する。４は括れ部に平行沈線を横位に巡らす。地文は撚糸Ｒを施す。５も平行沈線による横位区画文

を巡らし、下方に竹管による刺突を波状に連続させる。地文は撚糸Ｒを施す。６は平行沈線と交互刺突

文で区画する。地文はＲＬを施す。７と８は同一個体と考えられる胴部片で、ＲＬを充填する。９は燃糸

Ｌを施す胴部片。１０は底部片。

Ｊ９号住居跡（第31～33図）

Ｅ調査区の北方で標高134.40～､50ｍ間に位置し、Ｆ35．G36グリットに跨がり検出された。

33号住居跡が重複し、南東部分を６号溝が走行する。
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第33図Ｊ９Ｈ出土遺物(2)

形状は、南東～北西方向に長軸をとる楕円形を呈し、その長軸はＮ-43.-Ｗである。規模は、長軸長

4.73ｍ、短軸長4.12ｍ、壁高は重複のない部分で25cm前後が残存する。床面は僅かに南傾斜する。周溝

は検出されなかった。柱穴はＰ,～Ｐ５が検出され、主柱穴は４本柱である。Ｐ２とＰ３部分は建て替えが考

えられ､柱間はＰ,～Ｐ２＝2.1ｍ、Ｐ,～Ｐ３とＰ２～Ｐ４＝2.2ｍ、Ｐ３～Ｐ４＝２ｍ、Ｐ４～Ｐ５＝2.7ｍを測る。

炉杜は主柱穴に囲まれたほぼ中央部にある地床炉である。形状は楕円形を呈し、規模は長軸長93cm、短

軸長60cm、最深部で11cmを測る。底面は焼土化し、南方に33号住居跡の貯蔵穴が掘り込まれている。炉

杜の北西部分には焼土化面が広がる。遺物は中期中葉末の土器片、耳飾り、打製石斧、多孔石等が点在

して出土した。

《出土遺物》

１は直線的な胴部から短く外反する口縁部に移行する。平口縁を呈し、口唇部を角縁とする。体部に

は撚糸Ｌを充填する。口径15.3cm、器高18.8cm、底径7.8cmを測る。

２の楕円形を呈する大形突起はキャタピラ文や三叉文等を施す。３の□縁部片は偏平な板状隆帯から

下方斜めに放射状の隆帯と沈線を施す。４の突起部は円孔を中央に設け、沈線等で円孤文を施す。内面

には隆帯が施されている。５は無文の口縁部を呈し、突起を付すが欠損部分が多い為に形状は不明。頸

3９ 



部に付された環状把手は突起部に続く。把手には刻み目状の短沈線を左右に施す。頚部に横位沈線を巡

らして胴部文様帯を区画する。６の環状把手にも刻み目状の短沈線を施されている。７は直立気味に内

湾し、口唇部を短く外反させる口縁部片。８の口縁部片は渦巻き状の突起を付し、交互刺突文を挟む平

行沈線で繋ぐ。地文はＬＲを施す。９は隆帯で配された区画内に平行沈線を施す。地文は撚糸Ｒを施す。

10は平行沈線により横位区画文を巡らす。１１は横位沈線と交互刺突文で文様帯を区画し、区画内に波状

文？を配す｡地文はＲＬとＬＲを施す。１２～14は括れ部に隆帯を巡らし、１２は撚糸Ｒを施す。１５は相対重

弧文の間に渦巻き文を配す。１６は上下に相対するＵ字状文を配す。17.18はＲＬを施す胴部片。１９は撚糸

Ｌを施す胴部片。２０は撚糸文を施す底部片。２１は諸磯ｂ式期の所産で、半裁竹管による平行沈線文で文

様を意匠する口縁部片。２２は土製耳飾り。

２３～25は打製石斧。２６はスクレーパー。２７は表裏面を密に凹孔を設ける多孔石。片面にはススが付着

し、他面は被熱による変色が見られる。

Ｊ９号住居跡出土遺物法量(長さ・幅･厚さの単位はc､､重さはg）

耳飾り 幅２．４2２ 長さ２．４ 厚さ２．０ 重さ１１．８ 打製石斧 長さ１５．８ '幅６．６2３ 厚さ２．６ 重さ３５８ 石質無班晶ガ
ラス質安山岩

打製石斧 長さ９．８ 幅5.1 厚さ1.0 重さ７０ 石質無斑晶安山岩2４ 打製石斧 幅６．８長さ１９．７2５ 厚さ２．９ 重さ４２９ 石質輝石安山岩

長さ４．４ 幅５．９2６ ｽｸﾚｰﾊﾟｰ 厚さ１．１ 重さ３２ 石質無班晶ガ
ラス質安山岩

多孔石 長さ３４．３ 幅２８．７ 厚さ10.62７ 重さ１０５０ 石質輝石安山岩

Ｊ１０号住居跡（第34～36図）

Ｅ調査区の中央やや北寄りで標高134.05ｍ付近に位置し、Ｆ32～33グリットに跨がり検出された。

35～36号住居跡。１号掘立柱建物跡が重複し、東方でＪ１1号住居跡と接する。さらにJ20～22号土坑も

重複する。

形状は南東～北西方向にやや長い円形で、主軸をＮ－３７ｏ－Ｗにとる。規模は長軸長4.35ｍ、短軸長４

ｍ前後と推定される。壁高は14～25cmが残存する。床面は中央部に向かってやや傾斜する。周溝は検出

されなかった。柱穴は炉吐の北方に４カ所に検出され、北方部のＰ１ｏＰ２ｏＰ４に可能性が考えられるが、

1３４．１ A’ 
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第34図Ｊ１０Ｈ平面図
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耳飾り

打製石斧

スクレーパー

長さ２．４

長さ９．８

長さ４．４

幅２．４

１隅５．１

幅５．９

厚さ２．０

厚さ1.0

厚さ】､１

重さ１１．８

並さ７０

冠さ３２

冶質無jHIIM安山岩

石質無斑晶ガ
ラス質安山岩

打製石斧

打製石斧

多孔済

良さ１５．８

長さ19.7

長さ３４．３

幅６．６

幅６．８

幅２８．７

厚さ２．６

厚さ２．９

厚さ]０．６

重さ３５８

重さ４２９

茄さ１０５０

石賀無斑晶ガ
ラス質安山岩

石質輝石安山岩

石質16荷Z7安山岩



第35図Ｊ１０Ｈ出土遺物(1)
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南方は検出されなかった。Ｐ２とＰ４の柱間は2.3ｍを測る。

炉祉は中央やや北西寄りに設けらた埋設土器を伴う石囲い炉である｡形状は石と土器片で円形を呈し、

南東～南方に焼土が分布する。炉石は４石で弧状に配され、南東部には埋設された深鉢形土器を覆う様

に浅鉢形の土器片が設けられている。これらは56×51cmの円形の掘り込みに配されている。炉祉の南方

には55cm前後の円形で深さ50cmほどの土坑が検出された。遺物は炉杜の南前面に分布し、中期中葉末の

土器片、打製石斧、磨石等が出土した。

《出土遺物》

１と２は炉吐に埋設された土器。１は浅鉢形土器で復元口径45.8cm、残存器高16.9cmを測る。大きく

開き内湾し口縁部を直立気味に内傾させる。口縁部無文帯は口唇部直下の横位に巡る沈線と断面三角形

の隆帯で区画される。口唇直下の沈線からは対向する蕨手状文、隆帯上には縦位の沈線を４本施す。２

は口縁部を欠損し、底径8.2cm、残存器高209cmを測る。円筒気味の胴部を呈し、地文は撚糸Ｌを充填す

る。３と４は同一個体と考えられ、山形を呈する突起部片である。中央部分に円孔を有し、頂部から眼

鏡把手が付される。円孔に沿い沈線を施す。５も円孔を有する山形突起片で、隆帯を内外面に付し、口

唇部と－部の隆帯に刻み目を施す。６は緩やかに内湾し、括れ部から直立気味とする口縁部片で、沈線

と背割り隆帯で文様を意匠する。７は胴部下半を無文とし、文様帯を矢羽状の刻め目を施す隆帯で区画

する。８は復元口径14.7cmで、口縁部を無文帯とする。胴部文様は刻み目を施す隆帯で文様を区画し、

区画内に縦位の沈線や渦巻き文を施す。９は□縁部無文帯に刻み目を施す隆帯を付す。１０は内湾する平

口縁に突起を付すと考えられ、口唇部は外そぎ縁とする。口唇部直下に平行沈線を巡らし、地文は撚糸

Ｌを施す。１１は胴部上半片で平行沈による横位区画文等を巡らす。地文は撚糸Ｌを充填する。１２は平行

沈線による横位区画文等を巡らす。１３の胴部片も平行沈線による横位区画文等を施し、地文は撚糸Ｌを

充填する。１４は二本隆帯で口縁部文様帯を区画し、頚部を無文帯する。１５は頚部に隆帯を巡らし、ＲＬを

充填する。１６は矢羽状の刻み目を施す隆帯で文様を区画し、１７は隆帯を垂下させる胴部片。１８は底径９

cm、残存器高13cmを測り、地文はＲＬを施す。１９は無文の浅鉢形土器。２０は底径8.5cmを測る底部片。２１

と22は諸磯ｂ式期の所産で浮線文に矢羽状刻み目を施す。

２３～27は打製石斧。２８は板状石器。２９は多孔石で、図示しない面は僅かな凹孔を設ける。３０の磨石は

先端部に敲打痕を設け、被熱による変色部分が認められる。３１の磨石は表裏面の中央部分と周縁の一部

に敲打痕を設ける。

Ｊ１０号住居跡出＋遺物法量(長さ・幅･厚さの単位はc､､重さはg）

石質無斑晶安山岩打製石斧 長さ１０．０ 幅４．４ 厚さ２．１ 重さ１０２石質無班晶ガ
ラス質安山岩

重さ８９打製石斧 長さ１０．０ 幅5.0 厚さ１．５ 2４ 2３ 

石質無班晶安山岩1幅４．２ 厚さ１．６ 重さ４９打製石斧 長さ５．７石質デイサイト重さ５３幅４．５ 厚さ１．４ 鵬打製石斧 長さ７．６2５ 

幅５．２ 厚さ0.9 重さ８６ 石質雲母石英片岩仮状石器石質無斑晶安山岩 長さ１１．２幅５．０ 厚さ２．０ 重さ８６ 躯打製石斧 長さ６．２2７ 

軍さ１２９５ 石質輝石安山岩幅９．４ 厚さ４．９頭多孔間蝿安山岩 磨石 長さ１７．８幅19.1 厚さ10.1 重さ５０００ 3０ 多孔石 長さ２３．０2９ 

石質蝿石安山岩厚さ４.］ 重さ６７３幅１０．２長さ１２－３凹石3１ 

Ｊ１１号住居跡（第37～41図）

Ｅ調査区の中央やや北寄りで、G32グリツトにその主体を占める。西方でＪ20号土坑と重複し、さら

にＪ１0号住居跡と接し、南方では38号住居跡が接する。全体の３分の１程は調査区外に及ぶ。

形状は南東～北西方向に長い楕円形を呈すると考えられ、調査区内での形状から長軸長６ｍ、短軸長

4.6ｍの規模と推定される。壁高は19～25cmが残存する。床面はほぼ平坦である。周溝は検出されなかっ

た。柱穴は総数10カ所に検出されたが主柱穴は明確でない。炉祉は埋設土器を伴う石囲い炉と考えられ

4３ 

打製石斧

打製石斧

打製石斧

多孔石

凹石 ささささざ長長長長長 幅幅幅幅幅
厚さ1.5

厚さＬ４

厚さ2.0

厚さ10.1

厚さ４．１

重さ８９

重さ５３

重さ８６

重さ５０００

重さ６７３

石質無斑晶ガ
ラス質安山岩

石質デイサイト

石質無斑晶安山岩

噸多噸lmHr山岩

石質遡石安山岩

打製石斧

打製石斧

板状石器

磨石

長さ10.0

長さ５．７

長さ１Ｌ２

長さ１７．８

幅４．４

幅４．２

堀５．２

幅９．４

厚さ２．１

厚さ１．６

厚さ0.9

厚さ４．９

重さ１０２

重さ４９

重さ８６

麺さ１２９５

石賀無斑晶安山岩

石質無iii[品安山岩

石質雲母-石英H･岩

石貫j6H石安山岩
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１１百暗褐色土耕作土

２層黒褐色土ＦＰ混入砂質士

３層暗褐色土２層に酷似するがＦＰの混入が少

４層黒褐色土ＦＰ均質混入

５層暗褐色土やや黒ポクイヒしたローム質土混入物少

６層暗褐色土５層に酷似やや不均質

７層暗褐色土４層に酷似４層より不均質で締まり弱
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にぶい黄褐色士

ソフトなローム質土

８層よりややハードで色調不均質

鹿ノ子状の色調を呈する焼土粒子点在

ローム崩壊土締まり弱

ハードなローム質土やや鹿ノ子状

ハードなローム質土１２層よりやや暗く

10層より明るいカーボン粒子点在

第37図Ｊ１１Ｈ平面図

るが、西辺を構成する２石の縁石が残存する。埋設土器は42cm×31cmの楕円形で深さ14cmの掘り込みに

設けられている。遺物は中期中葉の土器片、土製円盤、棒状石器、打製石斧、凹石、石皿等がある。土

器辺は長軸方向に炉杜を中心として細長く分布し、石皿は３点出土し、北東隅では48と49の２個が重な

る様に出土した。

《出土遺物》

１は炉内埋設土器で、直立気味に内湾する胴部を呈する。地文は撚糸Ｌを充填する。２と７は平口縁

を呈する浅鉢形土器の口縁部片。２は口縁部を無文帯とし、大きく外反する。頚部には交互刺突文を施

す隆帯を巡らす。３と４の口縁部片は背割隆帯により文様を意匠し、４の口唇部は平坦とする。５は口

唇部を尖り気味とし、沈線文による楕円区画等を施す。６は突起を付す口縁部片で、隆帯による区画内

に短沈線を縦位に充填する。７の口縁部片は口唇部直下と頚部に半裁竹管による平行沈線文を巡らす。

孕型
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第41図Ｊ１１Ｈ出土遺物(4)

８は口縁部下に半裁竹管による平行沈線を三条巡らし、中央に連続爪形文を施文する。９は環状把手を

付す口縁部片。１０は中央部分に円孔を有する偏平な箱状把手で、頂部の両端に角状突起が伸びるのであ

ろうか。円孔の周りには沈線により加飾される。１１は把手片。１２は頂部に渦巻き文と刺突文を施す突起

で、頂部から二本の隆帯を垂下させ、両脇と側面の沈線文区画内に横位の短沈線を連続させる。１３は口

縁部文様帯を刻め目を施す隆帯で区画し、頚部に平行沈線を巡らす。地文は撚糸Ｒを充填する。１４は隆

帯による口縁部文様の空間に縦位の沈線を施す。１５は頚部に沈線を巡らし、地文は撚糸Ｒを施す。１６は

半裁竹管による平行沈線で横位文と鋸歯状文を施文する｡地文はＬＲを充填する｡17は偏平な隆帯で文様

を意匠する。１８は横位区画文に刺突文を施し、沈線により蛇行懸垂文を垂下させる。１９は背割隆帯によ

り口縁部文様を意匠する。２０は刺突を施す隆帯で胴部を区画し、沈線による円弧文と３～４本一組の懸

垂文を４単位で垂下させる。地文は撚糸Ｌを充填する。２１と22は同一個体で、平口縁を呈し、突起を付

すと考えられる。文様は刻め目を施す隆帯で区画文を配し、区画内に沈線で相対する釣り針状の文様を

施す。２３と24は胴部上半で<の字状に強く屈曲する浅鉢形土器片。２３は隆帯による楕円区画を施こし、

区画内を短沈線で充填する。２４の区画内には渦巻き文が施されている。２５は沈線による横位区画文を巡

らし、三木一組の懸垂文の交差部には円状のフック文を配し、蛇行懸垂文を交互に垂下させるのであろ

う。２６～30は胴部に沈線による懸垂文や鋸歯状文を垂下させる。３４は無文の浅鉢形土器で、大きく開き

直立気味に内湾し、口縁部は肥厚させてやや外反する。３５は浅鉢形土器の底部。３６と37は土製円盤。

３８と39は棒状石器。４０～43は打製石斧。４４は表裏面の中央部分に敲打痕を設け、周縁の一部に扶入部

と敲打痕がある。４５．４７の凹石は表裏面の中央部に凹孔、周縁には敲打痕を有する。４６の凹石は片面に

敲打痕を設ける。４８は完形の石皿で縁部はⅢ部の窪みで明瞭に区分される。皿部は滑らかな摩面を作り

出し、かき出し部は緩やかに傾斜する。裏面はほぼ平坦で安定している。表裏面に数は多く無いが敲打

痕による凹孔が設けられ、かき出し部にススが付着する。４９の石皿は、かき出し部分を欠損する。皿部

は広く、緩やかな窪みを作り、摩面は滑らかである。敲打痕による凹孔は表面に多く見られる。裏面は

4８ 



ほぼ平坦であり、この平坦面は作り出されている可能性がある。かき出し部分割れ□に被熱による変色

部分が見られる。５０の石皿はかき出し部を欠損し、３分割に割れている。縁部は左右の高まりに差異が

見られ、円弧文が刻まれている。皿部は湾曲して窪み、滑らかな摩面である。縁部と裏面には敲打痕に

よる凹孔を有する。裏面は平坦で安定している。皿部はススで変色し、被熱による赤褐色部分も認めら

れる。

Ｊ１１号住居跡出土遺物(長さ．幅･厚さの単位はcm､重さはｇ）

土製円盤 幅２．９ 厚さ１．２ 重さ１３長さ３．２幅３．１ 厚さ１．８ 電さ２１．４土製円盤 長さ３．５ 3７ 3６ 

石質緑泥片岩棒状石器 幅２．９ 重さ８１重さ４４５ 石質雲母片岩 長さ１１．２ 厚さ１．４棒状石器 幅６．０長さ１４．２ 厚さ２．７ 3９ 3８ 

石質無班晶ガ
ラス質安山岩

幅６．６石質無斑晶安山岩 打製石斧 長さ７．０ 厚さ１．５ 重さ７７幅４．３ 重さ１０］打製石斧 長さ１１．０ 厚さ１．６ 4１ 4０ 

幅３．９ 石質無Ⅲ品安山岩電さ３６重さ７８ 石質無斑晶安山岩 打製石斧 長さ４．０ 厚さ２．１幅４．７ 厚さ２．０打製石斧 長さ６．７ 4３ 4２ 

石質輝石安山岩石質輝石安山岩 長さ１１．３ 幅９．６ 厚さ５．５ 重さ６３３幅９．２ 重さ６６８ 凹石長さ１３．９ 厚さ４.］ 4５ 凹石4４ 

幅７．３ 厚さ３．３ 重さ２２２ 石質輝石安山岩石質輝石安山岩 凹石 長さ１０．２幅６．８ 重さ３１５厚さ３．８凹石 長さ１１．８ 4７ 4６ 

幅２５．２ 厚さ７．７ 重さ６５００ 碩多碩鮖安山岩長さ(32.4）幅２３．７ 厚さ７．９ 軍さ５０００ 碩多孔質I唖i蟹|Ⅲ岩 石皿石皿 長さ２８．７ 4９ 4８ 

石質1131石安山岩長さ(32.4） 重さ11000幅３８．０ 厚さ12.0石皿5０ 

Ｊ12号住居跡（第42～48図）

Ｅ調査区の中央部付近で標高133.90ｍ前後に位置し、その主体をＦ30.31グリットに跨がり検出され

た。北方に35～37号住居跡、北東に38号住居跡が隣接する。

形状は、明確な壁面や周溝の検出ができなかった為に不明瞭であるが、東西方向に長い楕円形が推定

される。規模は柱穴や遺物分布から東西長５ｍ、南北長４ｍ前後と考える。柱穴は総数13カ所を検出し

たが、主柱穴は不明確であるがＰ,～Ｐ５にその可能性が考えられる。

炉杜はほぼ中央部分に設けられた東西方向に長い楕円形の窪みが地床炉と考えられる。規模は東西長

66cm、南北42cm、深さ６～８cmを測り、北と北西方向に焼土分布がある。

遺物は中央部分の炉祉周辺に集中し、中期中葉末の土器片、打製石斧、棒状石器、磨石、多孔石等が

出土した。

《出土遺物》

１は復元口径53.3cm、復元器高48cmを測る大型の深鉢。直線的に開口し、胴部上半で「<」の字状に

屈曲する。口縁部は括れ部より大きく外反して開き、口唇部をやや肥厚させる平口縁とする。口唇部に

は２単位の突起を付すと考えられ、突起部に付随して橋状把手が屈曲部まで及ぶ。突起部は欠損し不明

瞭であるが､山形突起と考えられる｡遺物ＮＤ１－１は円孔を有する突起部片で同個体のものと考えられる。

橋状把手の橋脚部は突起部と括れ部、胴部屈曲部に付される。

文様帯は、横位に巡らす隆帯で括れ部と胴部の屈曲部張り出し部を区画し、括れ部の隆帯は刺突を連

続させ橋状把手の橋脚部と連結する。この把手部分の両端から突起部分に刻み目を加飾する。区画内は

隆帯で楕円区画文等を配する。区画文内は縦位の短沈線で充填する箇所と中央に交互刺突文を施す偏平

な小楕円文を配する箇所等がある。括れ部下の隆帯上には地文と同様に無節の縄文を施す。

２は円筒形に細長い深鉢形土器で口径16.7cm、推定器高29.4cm、底径8.8cmを測る。平口縁を呈し、口

縁部を無文帯とする。口縁部には突起を付すが欠損している。突起は山形と考えられ、頂部から隆帯を

貼付し､裾部の口唇部に刻み目を施す｡胴部は二本一組の懸垂文を８単位で垂下させる｡地文はＬＲを充

填する。

３と４は同一個体で、所謂「焼町土器」である。文様帯は口縁部と胴部上半に配され、文様区画を隆

帯で施し、胴部下半を無文とする。口縁部文様帯は４単位の構成が考えられ、把手部を欠損する。鍔状

4９ 

６！６２４６８０ ３３４４４４４５ 盤器斧斧円石石石鍵緋辨鰹酩岬麺瓢
長さ３．５

長さ１４．２

長さ11.0

長さ６．７

長さ１３．９

長さ１１．８

長さ２８．７

長さ(32.4） 福福幅幅幅幅幅幅 ささざささささざ厚厚厚厚厚厚厚厚
重さ２１．４

重さ４４５

虚さ１０１

虚さ７８

重さ６６８

重さ３１５

並さ５０００

重さ11000

石質雲母片岩

石Ｈ無H1[品安山岩

石ｌＨ無斑晶安山岩

石賀臓石安山岩

石質輝石安山岩

噸３噸鮖安１１１岩

石賀輝石安lu岩

土製円盤

棒状石器

打製石斧

打製

凹石

凹石

石皿

石斧 ２２００３２１ ．。．．。・４３１７４１０２ 
１ 

１１３ ｌ ささざささささ長長長長長長長 幅幅幅幅幅幅幅 さささささささ厚厚厚厚厚厚厚
重さ］３

虚さ８１

重さ７７

重さ３６

重さ６３３

重さ２２２

菰さ６５００

石賀緑泥片岩

石賀無斑晶ガ
ラス質安山岩

石賀無Ⅲ品安111岩

石質輝石安山岩

石質】6妬i安'U岩

石間多孔H1諏安雌
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第42図Ｊ１２Ｈ平面図

に突出する隆帯、縦位の短沈線を施す楕円区画文を配す。胴部上半の文様帯は隆帯により波状文を繋ぎ

空間には横位沈線文を充填する。

５と６は同一個体の胴部片で、５が胴部上半片、６が下半片である。沈線による横位区画文から三本

一組の懸垂文を垂下させ、左右の懸垂文には短沈線を枝状に施す。

７は復元口径46cm、復元器高61.6cm、底径14.8cmを測る大型の深鉢。底部より直線的に開口し、胴部

上位で「く」の字状に強く屈曲する。括れ部から無文の口縁部が外反して開き、口唇部を肥厚させる。

口縁は平口縁を呈し、口唇部直下と括れ部に円孔を有する一対の橋状把手を付し、先端部分は環状突起

とする。把手の円孔からは体部に８の字状貼付文が連結する。

文様は括れ部から胴部上半に施され、上中下の三段で構成される。上段は隆帯で区画され、区画内を

鋸歯状文を連続させる。空間部分には半裁竹管による平行沈線で加飾する。中段は上段の隆帯と横位沈

線文で区画し、区画内を楕円文等で加飾する。下段は平行沈線により羊角状の相対する渦巻き文を連続

して施すのであろう。地文は撚糸文を施す。

８は平口縁を呈し、小突起を付す口縁部片である。隆帯で口縁部文様帯を区画し、楕円区画文を配す

5０ 
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第43図Ｊ１２Ｈ遺物出土状況
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第44図Ｊ１２Ｈ出土遺物(1)
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第47図Ｊ１２Ｈ出土遺物(4)
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第48図Ｊ１２Ｈ出土遺物(5)

と考えられる。区画隆帯上の一部には刻み目を施す。９の山形突起片は円孔を有し、沈線文で加飾する。

10は平口縁を呈し、突起を付す口縁部片。隆帯により渦巻き文や枠状文等を施す。１１は短く外反させる

□縁部片で、口唇部下にひだ状隆帯を施す。１２は頚部を無文帯とし、口縁部文様を隆帯で施す。１３は無

文の浅鉢形土器で､緩やかに内湾して開く体部から口縁部はくの字状に弱く内傾する｡復元口径36.6cm、

残存器高14.3cmを測る。14は浅鉢形土器の口縁部片と考えられ、体部に撚糸Ｌを施す。１５は円筒形を呈

する胴部から無文のロ縁部を短く直立気味に外反させる。復元口径は15.6cm、残存器高12cmを測る。１６

は球形の体部を呈し、頚部で括れて口縁部が外反する。復元口径は13.6cm。１７は無文の浅鉢形土器の口

縁部片。１８～21は同一個体と考えられる底部から胴部片である。胴部文様は18に見られる隆帯で区画さ

れ、隆帯下に沈線文を波状に沿わせている。下方には二本一組の沈線による懸垂文を垂下させ、２０では

懸垂文から派生する横位文の一部に有節沈線とする箇所がある。２１の底部は復元口径10.5cmで、直立気

味に立ち上がる胴部へ移行し､二本一組の沈線を垂下される。地文はＲＬを充填する。22は隆帯に沿って

平行沈線を併走させる。２３は底径14.8cm、２４は8.6cm、２６は９cmを測る。２７は前期中葉の所産である。波

状口縁を呈し、口唇部を内そぎ縁とする。爪形文を連続して施す平行沈線で口縁部文様を意匠する。

２８～30は打製石斧。３１と32の棒状石器は、両先端部が丸い。３３は断面三角形を呈し、角部分を使用し

た敲打痕が見られる。３４の磨石は二つに割れ、表裏面の中央部分と周縁部に敲打痕を設ける。３５の磨石

は所謂「石鹸形」を呈し、表裏面の中央部分に浅い凹孔を有し、部分的にススの付着が見られる。３６の

凹石は表裏面の中央部分に凹孔を２カ所づつ有し、周縁の一部に敲打による扶入がある。３７の多孔石は

表裏面の中央部分に凹孔が集中する。３８も多孔石で、図示しなかった裏面は凹孔が僅かである。

5６ 



j12号住居跡出土遺物法量(長さ・幅･厚さの単位はc､､重さはg）

石質無斑晶安山岩幅５．２ 厚さ２．５ 萌さ１２９石質無班晶安山岩 打製石斧 長さ８．３重さ２４８ 2９ 幅６．３ 厚さ２．７打製石斧 長さ１３．２2８ 

幅２．９ 電さ１２１ 石質緑泥片岩厚さ２．０棒状製品 長さ１３．６石質無班晶安山岩軍さ１１０ 3１ '幅5.1 厚さ２．４打製石斧 長さ8.03０ 

石質輝石安山岩電さ４０５1幅６．４ 厚さ４．１石質緑泥片岩 岐石？ 長さ１１－８重さ７５ 3３ 幅２．６ 厚さ２．０棒状石器 長さ９．７3２ 

石質訊質鮖如岩重さ８４４長さ１６．６ 幅７．４ 厚さ４．３石質輝石安山岩 凹石重さ８００幅９．７ 厚さ4.1 3５ 長さ１４．６凹石3４ 

石質輝石安山岩幅２０．８ 厚さ11.5 重さ５０００石質多孔質鮖安山岩 多孔石 長さ２０．２重さ６５１ 3７ 幅(9.7） 厚さ４．７長さ１３．３凹石3６ 

石質輝石安山岩重さ６０００幅１９．５ 厚さ11.5長さ２５６多孔石3８ 

（２）土坑・集石。埋設土器

Ｊ１号土坑（第49図）

Ｄ調査区の北方、Ｊ１号住居跡の南東隅で重複してC17グリットに検出された。南方にＪ２号住居跡

が隣接する。形状は円形を呈する。規模は１～11ｍ前後の径で最深部で１２cmを測る。底面は皿状を呈す

る。出土遺物は皆無であった。

Ｊ２号土坑（第49.53図）

Ｄ調査区の中央やや北寄りのC16グリットポイントを中心に検出されたＪ２号住居跡と１号溝に重複

する。さらにＪ２号住居跡に伴う柱穴Ｐ,が重複する。形状は１号溝で切られている部分を推定すると東

西に長い卵形を呈する。規模は長軸長が推定で1.35ｍ、短軸最大長1.12ｍ、最深部で18cmを測る。遺物

は土坑上面から出土している為、Ｊ２号住居跡に伴うか本土坑に伴うかは不明である。遺物は前期中葉

の土器片が出土した。

《出土遺物》

１は口縁部と底部を欠損する。胴部最大径は26.2cmを測る。地文はＲＬとＬＲを羽状に充填する。２と

４は平口縁を呈し、２は緩やかに外反し、口唇部を角縁とする。４は直線的に外反し、口唇部を丸縁と

する。地文はＲＬとＬＲを羽状に充填する。３は波状口縁を呈し、口唇部を角縁とする。

Ｊ３号土坑（第49図）

Ｄ調査区の中央やや北寄りに検出されたＪ２号住居跡の南辺に重複する。新旧関係は不明である。形

状は円形を呈する。規模は1.10～1.15ｍ前後の径で、５０cm前後の壁高を測る。底面は北寄りにやや傾斜

する。出土遺物は皆無であった。

Ｊ４号土坑（第49.53図）

Ａ調査区の北方、E25グリットで検出されたＪ３号住居跡の北辺で重複する。新旧関係は当土坑が古

い。形状は円形を呈しする。規模80～85cm前後の径で、残存の良い北壁で80cmの壁高を測る。底面は平

坦である。遺物は覆土中から前期中葉の土器片が出土した。

《出土遺物》

１は平口縁を呈する口縁部片で、口唇部を外そぎ縁とする。

Ｊ５号土坑（第４９．５３図）

Ａ調査区の中央やや北寄り、F24グリットに検出されたＪ４号住居跡と重複し、Ｊ６．Ｊ８号土坑が

隣接する。Ｊ４号住居跡との新旧関係は当土坑が新しい。
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形状はその一部が調査区外となるが東西がやや長い円形と考えられる。規模は南北長1.17ｍで、北壁

で43cmの壁高を測る。遺物は覆土中より前期中葉と考えられる土器片が出土した。

《出土遺物》

１は撚糸Ｌを施す胴部上半片。

Ｊ６号土坑（第49図）

Ａ調査区のF24グリットに位置するＪ４号住居跡内に検出され、北西部でＪ８号土坑に接し、北西に

Ｊ５号土坑が隣接する。住居跡との新旧関係は不明。

形状は、やや歪んだ円形を呈し、９０cm～１ｍ前後の径を測る。掘り込みはほぼ垂直か下方がやや扶れ

る。その深さは中央部分で40cmで、底面には３つの柱穴状掘り込みが検出され、中央部の掘り込みはＪ

4号住居跡の主柱穴と考えられる。出土遺物は皆無であった。

Ｊ７号土坑（第49.53図）

Ａ調査区のE24グリットに位置し、北にＪ３号住居跡、東にＪ４号住居跡、南にＪ５号住居跡が隣接

する。形状はやや歪んだ円形を呈し、７５～86cmの径を測る。掘り込みは25cm程で、底面は平坦である。

遺物は東の立ち上がり部分の上面に中期中葉末の突起部片が出土した。

《出土遺物》

１の中空突起は外面に隆帯により上部を中空の円孔､下部を環状把手が付された８の字状文が配され、

隆帯上にＲＬを施す。周囲には短沈線を充填する。８の字状文の右には２つの円孔が施されている。

Ｊ８号土坑（第４９．５３．５４図）

Ａ調査区のF24グリツトに位置するＪ４号住居跡と重複し、南東部でＪ６号土坑と接する。形状はや

や歪んだ円形を呈し、規模は遺物は中期中葉末の深鉢形土器の口縁部片等が出土した。

《出土遺物》

１は平口縁を呈し、口縁部直下は無文の口唇部を短く外反させる。文様は併走する二本の沈線で円弧

文を連続させる。復元口径は20.8cmを測る。２の底部は底径10.8cm､残存器高11.9cmを測り、地文ＬＲを

充填する。３は緩やかな４単位の山形突起を付すと考えられる。口縁部文様帯は口唇直下に巡る三本の

横位沈線と隆帯で区画される。突起下には突出部があり、下段の沈線から突出部の左右に渦巻き文が派

生する。空間部分には縦位の短沈線を充填させる。

Ｊ９号土坑（第49.54図）

Ｄ調査区の最南方、標高135.05ｍ付近のG40グリットに検出した。本遺跡で検出された土坑で唯一の

長方形土坑である。上面には浅い不定形な掘り込みが見られるが､主体となる掘り込みは長方形を呈し、

長軸の主軸はＮ－６３ｏ－Ｗにとる。規模は長軸長1.52ｍ、短軸長64cm、深さ50cmを測る。出土遺物は中期

中葉の土器片と打製石斧、磨石があり、特に朱塗を施した浅鉢形土器が注目される。

《出土遺物》

１は内外面に漆と考えられる塗彩を施した浅鉢形土器片。塗彩は外面は沈線の窪みに僅かに残り、内

面は黒彩と赤彩が残る。直線的に開く体部からつの字状に屈曲させる。屈曲部に４単位の突起が付され

5８ 

’ 



ていたと考えられるが欠損する。突起部分から波状のうねりや渦巻き文等を隆帯で配している。部分的

にスリットで加飾を施す。（註自然科学分析付着物の分析を参照）

２は突起を付す口縁部片で、□縁に沿って連続刺突文を施し、平行沈線で文様を意匠する。３は口縁

部文様帯に円孔を施す把手を付し､沈線による渦巻き文等を施す｡地文はＲＬを施す。４は無文帯の口縁

部片で、突起を付す。５は隆帯を頚部に巡らす。６は隆帯による区画文等に沿って沈線を併走させる。

７は撚糸Ｒを施す頚部片で、平行沈線による横位区画文を巡らす。８の底部にも撚糸文を施す。

９は半分程を欠く打製石斧で、１０は打製石斧、１１の凹石は約半分が残存し、表裏面の中央部分に敲打

痕を設ける。

Ｊ９号土坑出＋遺物法彙(長さ・幅･厚さの単位はc､､重さはg）

10 石質無斑晶安山岩幅５．３ 厚さ３．１ 重さ１９２打製石斧 長さ１２．２石質無斑晶安山岩重さ５３幅４．４ 厚さ1.6打製石斧 長さ６．５Ｈ 

石質輝石安山岩軍さ３１３幅８．６ 厚さ４．３長さ(7.2）凹石1］ 

Ｊ１０号土坑（第50図）

Ｅ調査区の北西隅、Ｆ36.37グリットに跨がって検出された32号住居跡に切られている。形状は住居

跡と柱穴状の攪乱の重複で明確でない。長軸長90cm前後、壁高は15cm程残存し、底面は平坦である。出

土遺物は皆無であった。

Ｊ１１号Ａ・Ｂ土坑（第50図）

Ｅ調査区の北方で調査区の東辺に接し、標高134.40ｍ付近に位置し、G35グリットに検出された。南

方にＪ１2号土坑、西方にＪ９号住居跡が隣接する。ＡとＢ土坑が重複し、Ａ土坑が新しい。

Ａ土坑は１ｍ前後の円形を呈し、壁面は垂直気味である。深さ1.05ｍを測り、底面は平坦である。Ｂ

土坑の形状、規模は明確でない。深さ80cmを測り、Ａ土坑と35cm程の段差を生じている。掘り込みは下

部で大きく扶れる゜遺物は皆無であった。

Ｊ１２号土坑（第50.55図）

Ｅ調査区の北方で標高134.35ｍ付近に位置し、G34グリットに検出された。北方でＪ１1号土坑、南西

でＪ１3号土坑が隣接する。

形状は東西に長い楕円形を呈する。長軸長1.25ｍ、短軸長80cm、最深部で40cmを測る。壁面は西方で

低い段を有する。底面は中央部分がやや窪む。遺物は覆土中から中期中葉末の土器片が出土した。

《出土遺物》

１の口縁部片は交互刺突文を伴う横位沈線で文様帯を区画する。２は頚部から大きく外反する。地文

は撚糸Ｌを施す。３の底部片は底径8.1cmで、地文は撚糸を施す。

Ｊ13号Ａ・ＢｏＣ土坑（第５０．５５図）

Ｅ調査区の北方で標高134.30ｍ付近に位置し、G34グリットに検出された。北東方向にＪ１２．１３号土

坑、西方～南方に土坑が分布する。

３つの土坑の切り合いがあるが新旧関係は不明である。Ａ土坑は80～90cmの径を測る円形を呈する。

深さ94cmで、北壁の下部が扶れる゜Ｂ土坑は東西に長い楕円形を呈すると考えられ、長軸長Ｌ３ｍ、短軸

長95cm前後、深さは残存する底面で30cmを測る。Ｃ土坑は南北に長い楕円形を呈すると考えられ､､長軸
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長の推定1.3ｍ、短軸長80cm、深さ60cm前後を測る。

遺物は打製石斧と定形磨製石斧がある。磨製石斧は出土位置を止めているがＢかＣ土坑に伴うかは不
明である。

Ｊ１３号土坑出土遺物法量(長さ・幅･厚さの単位はc､､重さは虞）

11磨製石斧|長さ５８|幅261厚さＬ21重さ34β|石質蛇紋岩’21打製石斧|長さlL31幅５１|厚さ191重き1211碩無斑晶安山岩
Ｊ１４号土坑（第５０．５５図）

Ｅ調査区の北寄りで標高134.35ｍ前後に位置し、F34グリットに検出された。南方にＪ１5号土坑、南
東方向にＪ１3号土坑が、北方に集石が隣接する。

本土坑は円形土坑と柱穴状掘り込みが重複する。遺物の出土状況から推察すると円形土坑が新しいと

考えられる。円形土坑は77cm前後の径を測り、２０cm程の深さである。３０cm前後の角礫上に石皿２点と中

期中葉末の深鉢形土器の同一個体片が出土した。柱穴状掘り込みは40×44cmを測る楕円形を呈し、深さ
75cmである。

《出土遺物》

１は平口縁を呈する樽形の深鉢土器で、口径17.8cm､器高25.4cmで胴部上位に最大径を有する｡。底部

から直立気味にやや開いて立ち上がり、体部中位で内傾して口縁部に移行する。口唇部は肥厚させ角状

とする。口縁部と胴部下半を無文帯とし、隆帯で区画された文様帯は屈曲部で上下に分かれ、隆帯によ

る楕円区画文を配す。上部文様帯を横位に区画する隆帯には刻み目を施している。楕円区画内には縦位

の沈線文と渦巻き文が施され、下部文様帯の楕円区画内には縦位の沈線文に交互刺突文を施す。隆帯上

にも交互刺突で加飾される部分がある。２は完形の石皿。縁部は低く、Ⅲ部は浅いが滑らかな摩面を作

り出し、ススらしき変色部分が認めらる。敲打による凹部は裏面に僅かに見られる。３の石皿は３分の

２程が残存し、かき出し部を欠損する。Ⅱ部は深く窪み、縁部に凹孔を有し、右側の縁部にススの付着
が見られる。裏面は平坦で凹孔が多く設けられている。

Ｊ14号土坑出土遺物法量(長さ・幅･厚さの単位はcm､重さはｇ）

21石皿｜長さ2L21幅1411厚さ821重さ2791石質輝石安山岩'31石皿｜長さ(248)|幅2741厚さ，β|重さ55001頭３噸鮖安雌
Ｊ15号土坑（第50.56図）

Ｅ調査区の北寄りで標高134.30ｍ付近に位置し、F34グリットに検出された。東～南方の上面を６号

溝によって切られている。北方にＪ１4号土坑、東方にＪ１3号土坑、南方にＪ１6号土坑が隣接する。

本土坑は集石土坑であり、南北１ｍ×東西85cmの範囲に中期中葉末の土器片、石皿片、円礫が集中す

る。土坑は形状・規模など不明瞭であり、図示したプランは掘り過ぎの可能性がある。

《出土遺物》

１は無文の口縁部片。２は楕円区画内を縦位の沈線文で充填する。３は大きく外反する無文の口縁部

片で、頚部には横位に併走させる短沈線を施す隆帯を巡らす。４は底径9.8cm、残存器高10.8cmで、地文

はＲＬを施す。５の石皿は３分の２程が残存し、３つに割れている。縁部と皿部から内湾して高まりを作

り出している。皿部の摩面は粗く、平坦気味である。敲打痕による凹孔は表裏に設けられている。かき

出し部と皿部の一部にはススが付着する。

Ｊ１５号土坑出土遺物法量(長さ・幅･厚さの単位はcm､重さはｇ）

Ｉ
 

51石皿｜長さ(297)|幅(30.9)|厚さall重さ75001石質輝石安山岩
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Ｊ１６号土坑（第５０．５６．５７図）

Ｅ調査区の北寄りで標高134.05ｍ前後に位置し、F33グリツトに検出された。南方にＪ１8.19号土坑、

北に６号溝が隣接する。

形状は円形を呈し、1.05ｍの径を測る。掘り込みはほぼ垂直で、部分的に下部が扶れる゜深さは80ｃｍ

で、底面はほぼ平坦である。遺物は中期中葉末の土器片と多孔石が西寄りに集中して出土した。

《出土遺物》

１と２は同一個体。胴部下半を無文とし、文様帯を刻み目を施す隆帯で区画し、区画内に縦位の沈線

を施す。３の口縁部片は無文帯とし、隆帯による円弧文から垂下文を施す。４と９の多孔石は表裏面に

深い凹孔を多く設ける。５の口縁部片は背割り隆帯で区画文や楕円文を施す。６は短沈線等が施されて

いる。７は刻み目を施す隆帯で区画された区画内に縦位沈線文を施す。８は短冊形を呈する打製石斧片。

Ｊ１６号土坑出士遺物浅薑(長さ・幅･厚さの単位はcm､重さはg）

４
９
 

８ 多孔石 長さ２４．８ 幅２２．２ 厚さ12.8 重さ７５００ 石質輝石安山岩 打製石斧 長さ５．４ 幅４．８ 厚さ１．８ 重さ５３ 石賀無班晶安Ⅲ岩

多孔石 長さ２６．５ 幅１８－４ 厚さ1６．２ 寵さ６５００ 石質多孔質鮖安111岩

Ｊ17号土坑（第50図）

Ｅ調査区の中央やや北寄りの標高134.20ｍ付近に位置し、G33グリットに検出された。南方にＪ１1号

住居跡、西～南西方向にＪ１６．１８．１９号土坑が隣接する。

形状は円形を呈し、1.05ｍ前後の径を測る。掘り込みはほぼ垂直で、最深部で60cmを測り、底面はほ

ぼ平坦である。遺物は皆無であった。

Ｊ18号土坑（第50.57図）

Ｅ調査区の中央やや北寄りの標高134.05ｍ付近に位置し、F33グリットに検出された。南方にＪ１０号

住居跡、東方にＪ１9号土坑、北方にＪ１6号土坑が隣接する。

形状は円形を呈し、南北1.07ｍ×東西１ｍの径を測る。掘り込みは垂直気味で､最深部で85cmを測る。

遺物は覆土中より中期中葉の土器片が数点出土した。

《出土遺物》

１は頚部を無文とし、括れ部に隆帯を巡らす。２は浅鉢形土器の口縁部片で、円孔を有する双頭突起

を付す。内面には口縁部や円孔等に沿って縁取状の隆帯を施す。

Ｊ１９号土坑（第51図）

Ｅ調査区の中央やや北寄りの標高134.05ｍ前後に位置し、その一部が基礎コンクリートにより破壊さ

れている。周囲にはＪ１６～１８．２０号土坑と南西にＪ１0号住居跡が隣接する。

形状は南東～北西方向に長い楕円形を呈し、長軸長86cm、短軸長の推定65cmを測る。壁面は西方が中

位から上位に連れて開口するが他は垂直気味である。壁高測る東壁で43cmが残存する。底面は平坦で、

遺物は皆無であった。

Ｊ２０号土坑（第51図）

Ｅ調査区の中央付近でF32グリットに検出された。Ｊ１１号住居跡と北西部で重複し、住居跡等に伴う

可能性が考えられる柱穴も重複する。さらに、当土坑の南西部分では１号掘立柱建物跡のPit-4、Ｊ１０
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号住居跡とも重複すが新旧関係は不明。

形状はやや南北に長い円形を呈し、南北長1.13ｍ、東西長95cm、深さ66cmを測る。底面は平坦を呈し、

壁面は垂直気味である。遺物は皆無であった。

Ｊ２１号土坑（第51図．５７図）

Ｅ調査区の中央付近でF32グリットに検出され、３６号住居跡に切られている。また、Ｊ10号住居跡と

重複する。新旧関係は本土坑が古い。北東方向にＪ20号土坑、南東方向にＪ22号土坑が隣接する。

形状は円形を呈し、９８cm～1.06ｍの径を測る。壁面は垂直気味で、壁高は１ｍ前後が残存する。底面

は平坦ある。遺物は上面にＪ１0号住居跡が分布し、底面が前期後葉の土器片等と磨石が出土した。

《出土遺物》

１は諸磯ｂ式期の所産で、矢羽状に刻み目を施す浮線文で渦巻き文を意匠する。２は浅鉢形土器の□

縁部片。３は磨石で片面が光沢のある磨面を呈している。

Ｊ２１号土坑出士遺物法量(長さ・幅･厚さの単位はcm､重さはｇ）

31磨石｜長さlL31幅7β|厚さ511重さ5911石質輝石安山岩’

Ｊ２２号土坑（第51図）

Ｅ調査区の中央部でF32グリットに検出され、３５号住居跡に上面を切られている。北東方向にＪ21.

22号土坑、南東方向にＪ23号土坑が隣接する。

形状は円形を呈し、８３～88cmの径を測る。壁面は垂直気味で壁高は南壁で70cm前後が残存する。底面

は平坦である。遺物は皆無であった。

Ｊ23号土坑（第５１．５８図）

Ｅ調査区の中央付近でＧ３１ｏ３２グリットに跨がり、３８号住居跡によって東半分を切られている。形状

は円形を呈し、８５cm前後の径を測る。掘り込みは残存の良い西壁で70cmを測り、部分的に下部がやや扶

れるが他はほぼ垂直気味である。底面はほぼ平坦である。遺物は中期中葉末の土器片が南壁沿いに集中

して出土した。

《出土遺物》

１は平口縁を呈し、口径21cmを測る。口縁部を無文とし、二本一組と逆Ｕ字状の隆帯を２単位で口唇

部から頚部に巡る隆帯に連結する。無文の口縁部下は平行沈線を横位に施す｡地文は粗い撚糸Ｌを施す。

２は刺突を施す隆帯を横位に巡らす頚部片。地文は撚糸Ｌを施す。

Ｊ24号土坑（第51.58図）

Ｅ調査区の南方F28グリットに検出され、標高133.75ｍ付近に位置する。東部分で３号掘立柱建物跡

のPit3が接する。本土坑から南方に土坑が集中する。北方に8.5ｍ程離れてＪ１2号住居跡がある。

形状は円形を呈し、径は90cm前後である。壁面は中位部分がやや扶れ、壁高53～68cmが残存する。遺

物は覆土中より中期後葉前後の土器片が出土した。

《出土遺物》

１は口縁部の突起部片と考えられ、背割り隆帯で文様を意匠する。内面には沈線が口縁に沿い施文さ

れている。

6２ 
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Ｊ25号土坑（第51.58図）

Ｅ調査区の南方F28グリットにその主体を占め、標高133.70ｍ前後に位置する。内部に３号掘方杵建

物跡のPitlがスッポリと入る。北方にＪ24号土坑、南方にＪ27～31号土坑が隣接する。

形状は東西にやや長い楕円形を呈する。東西長1.45ｍ、南北長最大1.3ｍ、最深部で76cmを測る。壁面

は西方で半月状の有段を設け、垂直気味に立ち上がる。底面は平坦で、覆土中から前期後葉と中期中葉

末頃の土器片が出土した。

《出土遺物》

１は二本隆帯で文様を意匠する。地文はＲＬを施す。２は諸磯ｂ式期の所産で､矢羽状に刻み目を施す

浮線文で、渦巻き文を配す。

Ｊ２６号土坑（第５１．５８図）

Ｅ調査区の南方F27グリットに検出され、標高133.65ｍ付近に位置する。本土坑の北西に構築された

41号住居跡を切って作られた２号掘立柱建物跡のPit3により、一部が壊されている。

形状は円形を呈し、径は70cm前後の大きさと推定される。壁面は垂直気味で、最深部で30cmを測る。

底面は平坦である。遺物は底面より中期後葉前後の小土器片が出土した。

《出土遺物》

１は頚部を無文帯とし、括れ部に刺突文を施す隆帯を巡らす。２の胴部片は撚糸Ｌを施す。

Ｊ27号土坑（第51図）

Ｅ調査区の南方でF27グリットに検出され、南西部分がＪ28号土坑と重複するが新旧関係は不明であ

る。南東方向にＪ30号土坑、西方にＪ29号土坑が隣接する。

形状は東方がやや突出気味の円形を呈する。規模は東西長1.34ｍ、南北長1.2ｍ、深さ82cmを測る。床

面は平坦で、Ｊ28号土坑の底面と５cmの段差を有する。遺物は皆無であった。

Ｊ２８号土坑（第５１．５８図）

Ｅ調査区の南方でF27グリットに検出され、北東部分がＪ27号土坑と重複する。西方ではＪ29号土坑

が接する様に位置する。

形状はやや東西方向に長い円形を呈する。規模は東西長が95cm前後、南北長78cm、最深部で74cmを測

る。壁面は上方に連れてやや開口し、底面は平坦である。遺物は覆土下位より磨石が出土した。

《出土遺物》

１の磨石は表裏面の中央部分に浅い敲打痕を設ける。片面にはススが付着する。

Ｊ28号土坑出士遺物法量(長さ・幅･厚さの単位はcIn､重さはｇ）

111磨石｜長さａ71幅７３|厚さ３Ｊ|重さ2911石質砂岩

J２９号土坑（第５２．５８図）

Ｅ調査区の南方で44号住居跡の北東隅に隣接し、F27グリットに検出された。東方にＪ27.28号土坑

とＪ30号土坑、北方でＪ２６号土坑が隣接する。

南東部に柱穴状の掘り込みが伴い、この部分がやや突出気味となる円形を呈し､径は１ｍ前後を測る。

6３ 
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壁面は垂直気味で、西壁の下部がやや扶れる゜壁高は残存の良い西壁で57cmを測る。底面は平坦で、前

期中葉の土器片がやや浮いて出土した。

《出土遺物》

１は平口縁を呈し、口唇部を角縁とする。直立気味で緩やかなに内湾する胴部から□縁部は直線的に

やや開く。地文はＲＬとＬＲを羽状に充填する。復元口径40.5cm、残存器高31cmを測る。

Ｊ30号土坑（第５２．５９図）

Ｅ調査区の南方で42号住居跡の北辺で重複するF27グリットに検出された。北西方向にＪ27～29号土

坑、南方にＪ３１号土坑が隣接する。

形状はやや歪んだ円形を呈し、東方に柱穴状掘り込みを有する。規模は90×80cm、壁高は30cm前後が

残存する。遺物は覆土中から前期中葉の土器片が出土した。

《出土遺物》

１の体部片は直立し、口縁部を欠く。

Ｊ３１号土坑（第52.59図）

Ｅ調査区の南方で古墳時代以降の42号44号住居跡間に位置し、Ｆ26.27グリットに跨がって検出され

た。北方にＪ27～30号土坑が隣接する。

形状は南北が僅かに長い円形を呈する。規模は南北長1.08ｍ、東西長97cm、最深部で73cmを測る。壁

面はほぼ垂直を呈し、底面は平坦である。遺物は中期中葉末の土器片と石皿片が覆土下位と床面から出

土した。

《出土遺物》

１と２は同一個体の可能性がある。１は平口縁を呈し、復元口径17.8cm。□縁部文様帯は隆帯で区画

し、区画内を先端部を渦巻き状とする横Ｓ字状文等を施す。胴部中位で下膨れる。地文は撚糸Ｒを充填

する。３の口縁部片は口唇部の中央を突出気味とし、下方に横位平行沈線文を多段に巡らす。４は石皿

片で、皿部の窪みは滑らかな磨面を呈する。裏面には敲打痕による凹孔がある。

Ｊ３１号士坑出土漬物法量(長さ・幅･厚さの単位はcm､重さはｇ）

41石皿｜長さ(105)|幅(３４)|厚さ461重さ4181石質輝石安山岩

集石（第52.59図）

Ｅ調査区の北方でF35グリットの南に検出された。北方にＪ９号住居跡、南方にＪ１4号土坑が隣接す

る標高13435ｍ付近に位置する。

構成は、磨石３個・凹石１個と円礫の５個であり、他に小礫片が１点ある。集石に伴う掘り込みは検

出されなかった。

《出土遺物》

１の磨石はススの付着部分と周縁部には敲打による剥離部分がある。２の磨石は片面の中央部分が剥

離し、ススの付着部分と被熱による変色が見られる。３も磨石。４にもススの付着部分が見られ、僅か

に敲打痕を設ける。
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磨石 長さ９．８ 幅（8.3） 厚さ４．１ 石質輝石安山岩１ 重さ５０５ 磨石 長さ１２．４ '幅９．９ 厚さ４．８ 重さ８７８ 石質輝石安山岩

磨石 長さ(3.7） 幅（8.4） 厚さ(4.8）H１ 重さ１７４ 石質輝石安山岩 凹石 長さ１１．５ 幅７．３ 厚さ５－９ 重さ５７３ 石質輝石安山岩

埋設土器（第５２．５９．６０図）

Ｅ調査区で中央やや北寄りのＦ３３Ｇに検出され、東方にＪ１8号土坑、北東にＪ１6号土坑、南方にＪ１０

号住居跡が隣接する。３５cm前後の円形で深さ10cm程の皿状の窪みに２個体の土器片が埋設されている。

北方に浅鉢形土器の底部、南方に深鉢形土器の胴部下半片を使用している。

《出土遺物》

ｌの深鉢形土器の胴部文様は三本一組の隆帯による懸垂文で区画し、二～三本の隆帯で区画内をクラ

ンク文や食い違い十字文等を施文する｡地文はＬＲで充填する。２は浅鉢形土器の底部から胴部下半分片

で、外面は削りを施す。底径14.5cmを測る。

（３）遺構外遺物（第60.61図）

１～５は縄文前期諸磯ｂ式期の所産で、１は半裁竹管による平行沈線により文様を施し、２は木の葉

状入り組文等を配し、口唇部に刻み目を施す。３も半裁竹管による平行沈線により文様を意匠する。４

と５は浮線文に矢羽状に刻み目を施す。

６～4５（30を除く）は縄文中期中葉～後葉の所産である。６は隆帯による区画文を配し、７～９は刻
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第55図ＪＤ出土遺物(3)
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み目を施す隆帯で文様を意匠する。１０は頚部を無文帯とし、口縁部文様帯は刻み目を連続する隆帯で区

画される。１１の口縁部片は隆帯で文様を意匠する。１２は交互刺突文と沈線でつの字状文を施す.１３は緩

やかな波状口縁を呈し、波頂下に突起を付す。文様は平行沈線により横位文と波状文を施す。１４は突出

する屈曲部に渦巻き文を配し、文様帯を横位の平行沈線文と交互刺突く文を施す。１５は隆帯によりロ縁

部文様帯を意匠し、三本一組の沈線文を垂下させる。１６は渦巻き状突起を付す。１７と18は背割り隆帯で

文様を意匠する。１９は平口縁を呈し、背割り隆帯による波状文を施す。地文は撚糸Ｌである。２０は隆帯

によるクランク文、２１には渦巻き文を施す。２２は口縁部を短く外反させる。２３は浅鉢形土器の口縁部片。

24は口縁部文様帯を隆帯で区画し、コイル状の突起を付す｡２５は刻み目を施す隆帯で文様帯を区画する。

26は口縁部文様の区画文に交互刺突文、２７は隆帯を施す。２８は平行沈線による区画内に縦位の短沈線と

蕨手状文を施す。２９は沈線により波状文を施す。３０は前期中葉の黒浜・有尾式期の所産。３１は沈線によ

り文様を意匠する。３２～３５．４０．４４は沈線文による懸垂文を垂下させる。３６．３８～42は撚糸文を施す。

37は細かい条線文を施す胴部片。４３はＬＲを施す。４５は円孔を施す脚部片。

４６．４７は縄文後期の所産と考えられ、４６は称名寺式でＪ字文を施す。４７はキノコ形を呈する土製品。

48～50は打製石斧、５１と52は棒状石器、５３は磨石、５４．５５は多孔石。

遺構外遺物法量(長さ・幅･厚さの単位はc皿重さはg）

石斧 長さ９．７ 幅５－７4８ 厚さ２．６ 重さ１８６ 石賀ひん岩 棒状石器 長さ７．２4９ 幅２．６ 厚さ１．９ 重さ５１ 石質石英片岩

棒状石器 長さ１４．２ 幅３２5０ 厚さ２.］ 重さ１８２ 石質緑泥片岩 石斧 長さ５．８ 幅３．８5］ 厚さ２．１ 重さ６９ 石質無斑晶安山岩

長さ８．３ 幅４．５5２ 石斧 厚さ２．４ 重さ１３］ 日質無斑晶安山岩 磨石 長さ１５．１ 幅8.15３ 厚さ４．６ 重さ９０２ 石質輝石安山岩
石皿 長さ１４．３ 幅１７．８5４ 厚さ５．８ 重さ９８３ 石質多孔醗破|､岩 多孔石5５ 長さ１９．６ 幅１５．２ 厚さ９．４ 重さ２７６０ 石賀輝石安山岩

7９ 

石斧

棒状

石斧

何m

石器

奨さ９．７

長さ１４．２

長さ８．３

長さ１４．３

幅５．７

幅３．２

幅４．５

幅17.8

厚さ２．６

厚さ２.］

厚さ２．４

厚さ５．８

重さ186

危さ１８２

重さ１３１

重さ９８３

万質ひん岩

石質緑泥片岩

石衙無斑dlh安lll岩

石質鋼質鮖聾111岩

棒状石器

石斧

磨石

多孔石 長長長長
７．２ 

5.8 

15.1 

19.6 

幅２．６

幅３．８

幅8.1

11葛】5.2 厚厚厚厚
重さ５１

重さ６９

電さ９０２

重さ２７６０

石質

石貫

7頂

石賀

婿

麗石安山岩

輝石安｢｣岩



第２節古墳時代以降の遺構と遺物

（２）竪穴住居跡

１号住居跡（第63図）

Ａ調査区の北方でＥ２３．２４グリットに跨がって検出され、半分以上が調査区外の道路敦に及ぶ。北方

にＥ調査区の44号住居跡、南方に２，３号住居跡が隣接する標高133.40ｍに位置する。

形状は隅丸方形を呈すると考えられ、検出された東辺3.65ｍ、北辺（1.3）ｍ、南辺（95）ｃ､を測る。

主軸はＮ－９９ｏ－Ｓにとる。壁高は43～50cmが残存する。床面は南方部がやや窪む。周溝はカマド左袖部

分から北壁沿いに続き、1幅15～20cm、深さ５cm前後である。柱穴は検出されなかった。

カマドは東辺の南寄りに灰褐色粘質土によって構築されている。焚き口から燃成部は皿状の窪みを設

け、煙道部は直立気味に立ち上がる。焚き口から煙道部まで94cm、東辺から36cm張り出す。貯蔵穴は検

出されなかった。遺物はカマド内と左袖部の前面に坏、覆土中から縄文時代の凹石が出土した。

1号住居跡出土遺物(第63図）
備考完形。皿状の底部から、外反するロ縁部

に移行。ロ縁部横撫、底部へラ削り。
色調褐色～赤褐色｜胎土粗砂粒|焼成良好口径１７`２ｃｍ器高３．８ｃｍ坏（土師）１ 

備考〃丸底を呈し、ロ縁部は短く直立気
味とする。〃〃

備考〃〃〃〃

備考ほぼ完形。〃〃〃〃

備考〃〃ロ縁部を短く内傾す
る。〃〃

備考横撫成形。

備考表裏面の中央に凹孔を施す。

色調〃～黒褐色｜胎土微砂粒|焼成〃口径１３．０ｃｍ器高４．３ｃｍ２ 〃（〃）

熱繼纒』｜蝋鐘|蕊：
口径(13.8)cｍ器高４．４ｃｍ

口径１２．６ｃｍ器高３．５ｃｍ

口径(11.8)cｍ器高３．５ｃｍ

〃（〃）

〃（〃）

〃（〃）

3 

４ 

５ 

｜色調青灰褐色｜胎土〃｜焼成良好
長さ１２．４ｃｍ幅７．８ｃｍ厚さ５．２ｃｍ重さ６５６９石質輝石安山岩

壷（須恵）６ 

凹石７ 

２号住居跡（第64図）

Ａ調査区の中央やや北寄りのＦ22.23グリットに跨がって検出され、半分程が調査区外の東方に及ぶ。

南方から南西方向に３．４号住居跡が隣接し、標高133.40ｍ付近に位置する。

形状は隅丸方形を呈すると考えられる。規模は一辺の全体が検出された西辺で３ｍ、北辺(1.85)ｍ、

南辺（1.4）ｍを測る。壁高は44～52cmが残存する。床面は堅繊で平坦である。周溝・柱穴は検出され

ず、カマド・貯蔵穴は調査区外に及ぶ。遺物は床面で坏、編石、縄文時代中期の土器片が出土した。

2号住居跡出土遺物(第64図）

坏（土師）口径(18.4)Cｍ器高（３２}c、色調淡褐色～赤褐色胎土粗砂粒焼成良好備考皿状の底部から､外反するロ縁部に移行。ロ縁部横撫、底部へラ削り。

椀（〃）口径(14.5)cｍ器高（6.1}c、色調淡い榿色胎土微砂粒焼成〃備考丸底を呈し､体部は深く、ロ縁部は短い。〃〃

高坏（〃）色調<すんだ黒褐色胎土粗砂粒焼成〃備考坏部内面に放射状暗文を施す。脚部は縦位のへラ削り。

蓋（須恵）色調灰褐色胎土〃焼成〃備考天井部回転へラ削り。
純文時代中期中葉末頃の所産。上部が突出する現状把手で、刻み目で加飾する。

〃櫛歯状工具による刻み目を連続する隆帯で区画し、区画内を交互刺突文、頚部は縦位の平行沈線で充填。

］ 

閉

３ 

４ 

■
■
一

６ 

〃６と同一個体のロ縁部片。

〃櫛歯状工具による刻み目を連続する隆帯で楕円区画を施し、区画内に縦位の平行沈線で充坂する。
〃８と同一個体の胴部片。６～８は同一個体と考えられる。

縄文時代？｜長さ108cm幅５６cm厚さ2.6cm重さ２３１９石質多孔質安山岩

７ 

1８ 

９ 

１０ 

３Ａ・３Ｂ号住居跡｡,(第65～67図）

Ａ調査区の中央でその大半をE22グリットで検出し、北西部で道路敷が係る。東方に２．３号住居跡

が隣接し、標高133.40ｍに位置する。重複する３Ａ住居跡は３Ｂ住居跡を切って構築されている。

３Ａ住居跡の形状は南北方向に長い隅丸方形を呈し、主軸はＮ－６０ｏ－Ｅにとる。規模は東辺4.15ｍ、

南辺3.12ｍ､北辺(1.75)ｍを検出した。壁高は３Ｂ住居跡と重複のない東と北壁で60cm前後が残存する。

床面は平坦な堅繊面である。周溝は10～15cm1幅で５cm前後の深さを測り、南東隅から南西隅と北東か

8０ 

坪（..』2師）

〃（〃）

〃（〃）

〃（〃）

〃（〃）

壷（須恵）

凹石

１１ｕ１ｕ 
■全

径径径怪怪
さ

Ⅱロロロロ
長

ﾛⅡ器高３．８ｃｍ

ﾛ､器高４．３ｃｎｌ

'cｍ器高４．４口ｎ

ｃｍ器高３．５ｃｍ

１ｃｍ器高３`５ｃｍ

c、幅７．８ｃｍ厚さ５．２ｃｍＩ

色調褐色～赤褐色

色調〃～黒褐色

色調〃

色調〃

色調淡榿色

色調宵灰褐色

ざ６５６９石質脚

噸〃〃〃良蝕成成成成成成焼焼焼焼焼焼粒粒粒””〃〃”〃岩緋輝麩輝蜂熾割
臓糀鶴llI鵲儒灘P腫鱸輸艀部
備考殿とす艀雫し､口繕都は短く直立気〃

備考〃〃〃〃

備考ほぼ完形。〃〃〃〃

徽考〃〃ロ緑部を短く内煩す
る。〃〃

備考横撫成形。

備考表襲而の中央にFII孔を施す。

１二十佳民跡HLI＋遣物（第63図）

ﾜﾆｲ主星Ｉ財hI+I＋i昔』3ｍ（策６４図）



1号住居跡十個謙（Ａ－Ａ'）

１層掲剥.＋

２層砂質暗褐色土

３層砂質暗褐色土２層よりやや粘質

４層黒褐色土Ｒ・Ｂ均質に含み、焼土粒子少量点在

５層暗褐色土Ｒ・Ｂ混入やや砂質

６層暗褐色土Ｒ・Ｂ点在、ローム粒子均質混入、焼土Ｂ点在

７層暗褐色土５層に酷似Ｒ・Ｂ点在、ローム粒子均質混入

８層暗褐色土ローム粒子均質混入、Ｒ・Ｂ焼土粒子点在

９層黒褐色土砂質で均質

１０層暗褐色土ローム粒子均質混入、Ｒ・Ｂ少景点存

１１層暗褐色土ローム粒子均質混入、焼十耕子少迅点在

１２層にぷい黄褐色土Ｒ・Ｂと暗褐色土の混土

１３層にぶい黄褐色土ローム粒子多虹均質混入鶴Ｒ・Ｂ点在

列

Ｉ 

［
》
巾
［

￣ 

う

－ 

Ｂ’ 
一

う

Ｚ 

Ｂ 之’ B’ く’

1号住居跡カマド土層註（Ｂ－Ｂ'）

１層暗褐色士やや砂質で均質、焼土粒子微量点在

２層赤褐色土焼土粒子（粒土が細かく均質）多量混入

３層暗褐色土１層よりやや明るい、焼土粒子混入

４層暗褐色土粘質ローム土混入

５層赤褐色土焼土Ｂ点在焼土粒子多量均質混入

６層黒褐色粘質土焼土粒子少量点存

７層にぶい黄褐色土ローム粒子多量均質混入

日Ｂ 133.5 

脚
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０ １０ｃｍ 

第63図１号住居跡・出土遺物

ら北壁沿いに検出された。柱穴は検出されなかった。

カマドは東辺の中央やや南寄りに灰褐色粘土で構築され、袖部先端に袖石を据える。焚き口から煙道

部まで97cm、東辺からの張り出しは32cm前後、袖石間は下方で30cm前後、上方で24cmを測り、袖石は内

傾する。この袖石には遺物NO1の長胴甕が架かり、鳥居状とする。焼成部には２個体の長胴甕が据えら

れ、遺物NO2は支脚石に乗っている。焚き口から燃成部は皿状に窪み、煙道部は東辺を深さ50cm程掘り

8Ｚ 



￣｣一

2号住居跡十層詫（Ａ－Ａ'）

１層榴刮十コンクリート破砕クズ混入

２層暗褐色砂質土

３屑暗褐色砂質土Ｒ・Ｂ粒子点在

４層暗褐色土３層に酷似、Ｒ・Ｂ粒子の量が多い

５層暗褐色土４層に酷似、４層よりＲ・Ｂが多い

６層暗褐色土やや砂質ローム粒子多量混入

７層暗灰褐色土灰褐色粘質土Ｂを主とし、暗褐色砂質土を混入

８層暗褐色土Ｒ・Ｂ粒子混入、焼土粒子点在

９層暗褐色土８層よりやや砂質

１０層暗褐色土８層よりＲ・Ｂ粒子の混入少なく９層より多い

１１層暗褐色土Ｒ・Ｂ点在、ローム粒子少量均質混入

１２層暗褐色土Ｒ・Ｂ多量混入

１３層暗褐色土Ｒ・Ｂ多量均質混入

１４層暗灰褐色土灰褐色粘質土ブロック

１５層黒褐色土Ｒ・Ｂ粒子混入

１６層黒褐色土１５層に酷似、ややＲ・Ｂ多い

１７層暗灰褐色土灰褐色粘土粒子、Ｒ・Ｂ混入

１８層黒褐色土砂質、覆土中最も暗い

１９層にぷい黄褐色土Ｒ・Ｂ粒子を多量に混入する

２０層黒褐色土Ｒ・Ｂ点在、やや砂質

L」
Ａ 1３４３Ａ’ 
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第64図２号住居跡・出土遺物

込んで張り出し部を造る。貯蔵穴は南東隅に設けられ、形状は南北に長い隅丸方形を呈し、内部に有段

を設け、下部に楕円形の掘り込みを有する。上部の隅丸方形は長軸長58cm、短軸長38cm、深さ５～８cm、

下部の楕円形は33×26cm、上部からの深さ55cmを測る。遺物はカマド内、左袖脇に長胴甕、貯蔵穴前面

に二枚重ねの坏等が出土した。

8２ 



Ｃｌ １３３５ＡＩ Ａ 

;;讓臺蕊

rLpllIiIE:jＬ 3号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）

１層黒褐色土ハードに締まり、小Ｒ・Ｂ、ＦＰ含む

２層暗褐色土ソフトでＲ・Ｂ多く含む

３層黒褐色土小Ｒ・Ｂ１層よりソフト

４層黒褐色土多量のＲ・Ｂを含む

５層黒褐色土少量の小Ｒ・Ｂ、ローム粒含む

６層暗褐色土Ｒ・Ｂ含む

７層灰褐色土Ｂ

８層黒褐色土５層より密

９層黒褐色土大きめのＲ・Ｂ含む

ご鑿
,蛎

§騨騨Ａ 3Ｈ－Ａ 

潔
マ

弾罪轆､』

臼

〔つ〔つ ０ 1３３５ Ｃ 

３Ｈ－Ｂ 
ｏｌ 

露
133.5Ｒ’ Ｂ 

3号住居跡カマド土層註（Ｂ－Ｂ'）

１層撹乱

２層

３層黒褐色土小Ｒ・Ｂ、ＦＰ含む

４層暗褐色土少量のローム粒含む

５層灰褐色耕十

６層暗褐色土黒褐色土多く含みソフト少量ローム粒含む

７層暗褐色土ソフトな暗褐色土で少量ローム粒含む

８層暗褐色土斑点状に焼土Ｂ含み、ローム粒、Ｒ・Ｂ多し

９層暗褐色土７層に類似

１０層焼土粒・焼土Ｂ・灰の混合土

１ 

2－５ ４ 
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第65図３号住居跡

８ヲ



￣－－－ 

１〒r：

「

、 ／Ⅲ 

￣￣－－－－－－－－－－－－－－ 

J」
、_＿

田

iｆ 
１１］ 
"い’
－－－－－－ 

10ｃｍ 
＝ 

10cｍ 

、３ 

ロ ４ 

第66図３号住居跡出十漬物（１）
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第67図３号住居跡出十遺物（２）

３Ｂ住居跡の形状・規模は、その大半を３Ａ住居跡に破壊されているので明確を欠く。検出された南

辺は（3.2）ｍ、東辺（90）ｃmを測る。残存する壁高は40cm前後である。床面はほぼ平坦を呈する。周溝

は残存する南壁下で僅かに検出され、柱穴・カマドは検出されなかった。貯蔵穴は南東隅に設けられ、

東西に長い楕円形を呈する｡規模は東西長48cm､南北長34cm､深さ37cmを測る。出土遺物は皆無であった。

３号住居跡出土遺物(第66.67図）
口径２３．２ｃｍ器高{41.0)cnl色調淡褐色～赤褐色胎土粗砂粒焼成良備考砲弾状の胴部､口縁部は外反して開く。

底部を欠・口縁部横撫､体部へラ削り。

口径２１．０ｃｍ器高３７．３ｃｍ底径（3.6)cｍ色調淡褐色～黒褐色胎土微砂粒焼成良好備考底部が絞れる瓜形で、頚部は括れる。
底部を欠・〃〃

ﾛ径２１．０ｃｍ器高３７．０ｃｍ底径４．０ｃｍ色調褐色～黒褐色胎土粗砂粒焼成〃備考ほぼ完形。胴部に歪み、ロ縁部は大き
く外反。〃〃

口径１７．５ｃｍ器高２４．６ｃｍ底径４．３ｃｍ色調褐色～<すんだ灰胎土〃焼成〃備考完形。寸胴形を呈し、ロ縁部は緩やか
褐色に外反。胴部中位～下半に粘土付着。

長胴甕（土師）］ 

〃（〃）２ 

〃（〃）６１ 

〃（〃）４ 

色調淡褐色
胎土微妙粒|焼成〃|備考議繼 ロ縁部

ラ削り。
坏（〃） 口径１１．２ｃｍ器高３．５ｃｍ、

口径(14.1)cｍ器高｛4.3}c、色調褐色～黒褐色胎土〃焼成〃備考ロ縁部と体部との境に段。ロ縁部は直
立。〃〃

色調<すんだ暗褐色胎土粗砂粒焼成〃備考ロ縁部欠。浅い休部で口縁部との境に
段。〃

口径１２．７ｃｍ器高５．１ｃｍ色調淡褐色～赤褐色胎土〃焼成〃備考完形｡深い体部で、ロ縁部との稜弱い゜
〃〃

口径(14.3)c、器高（5.0)c、色調褐色～<すんだ黒胎土〃焼成〃備考体部とロ縁部の境に弱い稜。口縁部横
褐色撫、底部へラ削り、内面研磨。

口径１０．３ｃｍ器高７．３ｃｍ色調赤褐色胎土微砂粒焼成良備考ほぼ完形｡ロ縁部と体部との境に段｡ロ
縁部内傾。口縁部横撫､体部へラ削り。

長さ（6.4)cｍ幅４．６ｃｍ厚さ１．３ｃｍ重さ５３９石質無斑晶安山岩

長さ１２．４ｃｍ幅９．４ｃｍ厚さ５．１ｃｍ重さ８８５９石質石英斑岩

〃（〃）

由
Ⅲ

〃（〃）７ 

椀（〃）８ 

坏（〃）

５
，
 

直口壺（〃）10 

打製石斧

磨石

11 

12 

４号住居跡（第68図）

Ａ調査区の中央付近でＦ21.22グリットに跨がって検出され、その主体は東方の調査区外に占める。

北方で２号住居跡、西方で３号住居跡が隣接し、標高133.40ｍに位置する。

形状は検出された部分から隅丸方形を呈すると考えられ、検出された西辺3.27ｍを測る。壁高は40ｃｍ

前後が残存する。床面は平坦で、周溝は北西隅に僅かに検出され、柱穴は検出されなかった。カマド・

貯蔵穴は調査区外に及ぶ。遺物は南西隅で坏が出土した。

４号住居跡出土遺物(第68図）

'１ 
色調<すんだ褐色 口縁部横

の剥がれ。
坏（土師） 口径(13.1)c、器高３．６ｃｍ 胎土微砂粒 焼成良好 備考

8５ 

艮胴艶（上師）

〃（〃）

〃〈〃）

〃（〃》

坏〈〃》

〃〈〃）

〃（〃〕

椀（〃）

坏（〃）

直[]壷（〃）

打製石斧

磨石

軸鋤榴罹辮旛辮弛辨辨鶴繩鐸弛
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4号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）

１層榴荊十コンクリート破砕クズ等混入

２層暗褐色土砂質均質士

３層暗褐色土２層に酷似ローム粒子均質混入

４層暗褐色土Ｒ・Ｂ点在ローム粒子均質混入

５層暗褐色土Ｒ・Ｂ点在

６層暗褐色土ローム粒子均質混入Ｒ・Ｂ点在

７層にぶい黄褐色土Ｒ・Ｂ粒子混入

△ 

Ａ 1３４３ Ａ’ 

－ＬＷ Ｌ－－Ｗ 

＜ 

111 Ｕ １０ｃｍ 

第68図４号住居跡・出土i貢物

５号住居跡（第６９．７０図）

Ａ調査区の南方でF20グリツトにその主体を占め、約半分程が調査区外に及ぶ。北方に３．４号住居

跡、道路を隔てて南西方向に６号住居跡があり、標高133.30ｍ前後に位置する。

形状は検出した部分から隅丸方形を呈すると考えられる。規模は西辺5.6ｍ、南辺の一部（2.4）ｍと

北辺の一部（1.85）ｍを測る。床面は平坦を呈し、周溝は西辺の中央部分で途切れ、南西部分と北西部

分から北辺沿いに検出された。幅15～20cm、深さ10cm以下で浅い。柱穴は検出されなかった。カマド・

貯蔵穴は調査区外に及び検出できなかった。遺物は南壁沿いに集中して坏等が出土した。特に当町では

初見である４と５の螺旋状暗文を施す坏があり、４の底部には「居｣？の墨書がある。

５号住居跡出士遺物(第70図）

坏（土師）口径(116)cｍ器高３．３ｃｍ色調<すんだ褐色胎土微砂粒焼成良好備考歪んだ平底を呈し、ロ縁部は内湾気味と
する。口縁部横撫、底部へラ削り。

〃（〃）口径(12.3)cｍ器高｛3.4}c、色調〃胎土〃焼成〃備考口縁部は直立気味とする。〃〃
〃（〃）口径(12.0)clll器高（3.0}c、色調〃胎土〃焼成〃備考皿状の底部から口縁部は外反し、境の稜

は弱い。〃〃

〃（〃）口径('３７)"鶚高…色調褐色胎土〃焼成〃備考鰯職綴鮴織懸譲：
〃（〃）口径(13.9)cｍ器高４．３cｍ色調<すんだ褐色胎土〃焼成〃備考やや歪んだ皿状底部でロ縁部は外反。

〃（〃） 底径８．８ｃｍ色調黒褐色胎土〃焼成〃備考ロ縁部欠｡平底を呈し､底部Iまへラ削り、
７mmの円孔を施す。

坏（須恵）口径(12.4)cｍ器高３．３ｃｍ底径（8.1)cｍ色調灰褐色胎土〃焼成〃備考轆轆水引き成型｡底部回転糸切り未調整、
重ね焼き痕。

〃（〃）口径(11.9)cｍ器高３．４ｃｍ底径（6.7)cｍ色調<すんだ灰褐色胎土粗砂粒焼成〃備考〃口唇部外反。〃
〃（〃）口径(11.7)cｍ器高３．５ｃｍ底径（6.8)cｍ色調灰白色胎土微砂粒焼成〃備考〃〃
壷（〃）口径(10.3)cｍ 色調灰褐色胎土〃焼成〃備考長頚壷のロ縁部片と考えられ、ロ縁部は

水平に強く外反。

縄文時代中期橋状把手片で、半裁竹管による平行沈線文の両端を爪形文で閉じ、端部に刻み目を施す。

驚霞｜難iMl:鵜鱸，薩灘議鴬
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６号住居跡（第71図）

Ｂ調査区の最北部でE18グリットに検出され、その大半は調査区外の道路敷に及ぶ。南方に１号柱穴

列と７．８号住居跡があり、標高132.00ｍ前後に位置する。

形状は方形を呈すると考えられ、規模は南辺2.3ｍ、東辺1.15ｍを検出した。壁高は40cm前後が残存す

る。主軸はＮ－６９ｏ－Ｅであろう。床面は堅く締まり、平坦である。周溝は幅10cm、深さ２～５cmと浅く、

南東隅から南辺に沿って検出された。柱穴は南周溝沿いにＰ,～Ｐ４を検出した。

カマドは東辺に設けられているが、右袖部と燃成部の一部が検出された。貯蔵穴は明確でないが土器

の集中と規模｡形状からＰ２に可能性が考えられる。遺物は南東隅部でカマド右袖部脇に長胴甕、丸底壷

がＰ２の上面、編石が周溝内で出土した。

8６ 

１２３４５６７８９川、吃旧皿
坏（:上師）

〃（〃）

〃〈〃）

〃（〃）

〃（〃）

〃（〃）

坏（叙恵）

〃

壷

弼文

汀製
!｣製

偏石

（〃）

（〃＞

（〃〕

時代中期オ

石斧

石斧

醗蝋；｜籔藏苧ＷＷ護繍鑿騨董墓
ｐ掻く13.7)cln器高４．２口Ⅱ，色調褐色胎土〃焼成〃備考休部下位は外反し、ロ縁部は直立気lHto

体部内面に放射状、内部に螺jlE状暗文。

口径(13.9)cｍ器高４．３cｍ色調くす゛んだ褐色胎土〃焼成〃備考やや歪んだ皿状底部で、縁部は外反。

底径８．８ｃＩｎ色調黒褐色’|胎土〃焼成〃備考、縁部欠｡平底を呈し､底部はへう削り、

ﾛ径(12.4)clll器高３．３ｃｍ底径〈8.1)cnl色調灰褐色胎土〃焼成〃僧考轆植水引き成型｡底部回転糸切り未調整、

:辮鯛艤剛|議灘…警側議議''鵜…:艫糯鰯鮎,㈱
状把手片で、半裁竹管による平行沈線文の両端を爪形文で閉じ、端部に刻み目を施ｊ･･



6号住居跡出士遺物(第71図）

鑿鰡催:〕翼{…滕欝.lllH:ｻﾞ1鰯|灌騨騨欝
細文時代中期半歓竹管による平行沈線文で重弧文を鱗状に配す。
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1１ 

； 

４ 

7号住居跡（第72図）

Ｂ調査区の北方でＥ16.17グリットに跨がって検出され、その主体は東方の調査区外に及ぶ。南方で

９号住居跡に接し、西方に８号住居跡が隣接する標高132.75ｍ付近に位置する。

形状はその大半が調査区外の東方にその主体を占める為、明確でないが方形を呈すると考えられる。

規模は検出された西辺で2.53ｍ、北辺（1.52）ｍを測り、壁高は25cm前後が残存する。床面は平坦で、

周溝・柱穴は検出されず、カマド・貯蔵穴は調査区外に及び検出されなかった。遺物は覆土中から坏片

が出土した。

７号住居跡出土遺物(第72図）

色調灰褐色

色調淡い褐色

胎土微砂粒

胎士〃

焼成良好

焼成〃

備考内湾する体部から口縁部は短く外反。

備考体部と口縁部に稜。ロ縁部は外反。ロ縁
部横撫、底部へラ削り。

口径(16.5)Ｃｍ器高（4.8)cｍ

口径(12.4)cｍ器高（3.1)cuT1

坏（須恵）

〃（土師）

］ 

Ｚ 

八

一一升一

134.2Ａ’ Ａ 

Ｉ ０ J１ ０ 

5号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）

１圃姻舌'十コンクリート破砕クズ混入

２層暗褐色砂質土締まり良く、ＦＰ多量混入焼土粒子微竝点在

３層暗褐色砂質土２層に酷似する

４層暗褐色士２層に酷似２に比して軽石の粒度が大きい

５層暗褐色士灰褐色粘土Ｂ、焼土粒子、カーボン粒子点在

６層暗褐色土ＦＰ少埜混入ローム粒子、カーボン粒子、焼土粒子点在

７層暗褐色土ローム粒子を多迂に混入（均質）やや粒土の大きいＦＰ点在、カーボン粒子微、点在

８層暗褐色土７層に酷似するがローム粒子の風が少ないＲ・Ｂカーボン粒子点在

９層暗褐色土７層に酷似７，８層より粒度の大きいＲ・Ｂ点在焼土粒子微量点在

１０層暗褐色土ローム、カーボン、焼土粒子均質混入混入物は少ない

１１個暗褐色土１０層に酷似１０層よりローム粒子の混入少ない

１２屑灰褐色土ラミナを呈する床面（数次）を椛成するローム土、灰Ｆ１角耕土の混土

１３回黒褐色土覆土中最も暗い均質層ローム粒子少且混入

第69図５号住居跡

８７ 

長胴瓢（土師）

丸底壷（〃）

編石

縄文時代中期』

口径19.3ｃｍ器高{19.8}、ｌ

口径１４．４ｃｍ器高ｌ６－２ｃＩｎ |罰襲g…に鰯，蝋|鰯|鰹蕊潔議鱗謬!:：
長さ12.0ｃｍ幅６．５ｃｍ厚さ５．１Ｃｌ】t重さ

減竹管による平行沈線文で重弧文を鱗状に配す。

3９５９石質脚石安11｣岩

坏（須恵）

〃〈ﾆﾋ師）

ﾛ径(16.5)c、器高（4.8)ﾛ、

口径(12.4)Ｃｌ、器高（3」)c、

色調灰褐色

色調淡い褐色

胎二{二微砂粒

胎土〃

焼成良好

焼成〃

備考内湾する体部からロ緑部は短く外反。

備考休部とロ緑部に稜。、縁部は外反。［~i緑
部横撫、底部へラ削り。
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第70図５号住居跡出土遺物
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6号住居跡土層註（Ａ－Ａ'・Ｂ－Ｂ'）

１層黒褐色土ＦＰ、ローム粒子点在砂質

２層黒褐色土１１面に酷似１層より締まり弱い

３層暗褐色土１層に酷似１層よりやや明るいＲ・Ｂ点在

４層黒褐色土粘質を帯び、混入物も比較的少ない焼土粒子、ローム粒子点在

５層黒褐色土４層に酷似するが粘性が強い暗灰色粘土混入

６層黒褐色土ローム粒子均質混入

７層暗紫褐色土暗灰色粘土、焼土粒子均質混入

８層黒褐色土暗灰色粘土混入焼十紡干点在

９層暗赤褐色土暗灰色粘土焼土粒子混入

１０層黒褐色土暗灰色粘土混入焼土粒子点在８層に酷似するがやや明るい

１１層黒褐色土ローム粒子混入やや砂質

３ 

1、
０ １３３．０ Ｃ 

好
I臼

１
 

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
川
Ⅲ

髪簿

４
 

山川ⅡⅡⅡ皿川㈱田

(. 

Ⅱ宍

、○口

も(、‐・
呉■

１
１
．
 

●
ｐ
■
．
 

、 100ｍ 

第71図６号住居跡・出土遺物

８号住居跡（第73図）

Ｂ調査区の北方でE17グリットポイントの南方にその主体を占め、半分以上が西方の道路敷に及ぶ。

北東隅で２号柱穴列のＰ,が重複する。東～南東方向に７．９号住居跡が隣接し、標高132.70ｍ前後に位

8９ 
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７．９号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）

１層攪計十

２層黒褐色土砂質、ＦＰ、ローム粒子少量、焼土粒子微量点存

３層暗褐色土ＦＰ、ローム粒子、焼土粒子微量・カーボン粒子点在

４層暗褐色土３層に酷似、３層よりやや暗い

５層暗褐色土ローム粒子多量混入、Ｒ・Ｂ点在

６層暗褐色土ローム粒子少量混入

７層黒褐色土ローム粒子均質に混入

８層暗褐色土ローム粒子混入、Ｒ・Ｂ混入、カーボン粒子点在

９層暗褐色土８層に酷似でやや不均質、覆土中最も明るい

１０層黒褐色土ローム粒子混入、粘質あり

１１層暗褐色土砂質でＦＰ多量、ローム粒子少量、Ｒ・Ｂ、焼土粒子点在

層
層
屑
層
層
層
層
層
層
層
層

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
 

１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
 

暗褐色土１１層に酷似、１１層より混入物の粒度小さい

暗褐色土Ｒ・Ｂ多量混入

暗褐色土１１層に酷似、１１層より混入物のＦＰ多い

暗褐色土微細粒度、ローム粒子少量混入、焼土粒子微量占存

暗褐色士Ｒ・Ｂ不均質に少量混入

にぷい黄褐色土覆土中最も明るくローム粒子多量、Ｒ・Ｂ混入

暗褐色土ローム粒子、ＦＰ、焼土粒子、カーボン粒子点在

暗褐色土Ｒ・Ｂ少量不均質に混入

黒褐色土粒度は小さく均質な層、ローム粒子混入

暗褐色土２０層に酷似、さらに粒度小さく均質、やや粘度あり

にぶい黄褐色土ローム粒子Ｂ多量混入

二二（トー￣／ 

Ｉ
 

＝-－－ ２ 

、 1０ ｎｍ 

第72図７．９号住居跡、７号住居跡出土遺物

置する。

形状は検出部分から隅丸方形を呈すると考えられ、主軸はＮ－９０ｏ－Ｅにとる。規模は東辺3.32ｍ、南

辺（１２）ｍ、北辺（95）ｃ､を測る。壁高は15cm前後が残存する。床面は平坦で、周溝は北辺と南東部分

に検出された。柱穴は４ヶ所に検出されたが後世の所産であり、主柱穴ではない。

カマドは東辺の中央やや南寄りに灰白色粘土を主体として構築されている。焚き口から煙道部まで８５

cmで張り出しは50cmを測る。焚き口幅は40cm前後で、燃成部は皿状に窪む。貯蔵穴は明確でないが、南

東隅に設けられた掘り込みが考えられるが、掘り方の可能’性もある。遺物はカマドの焚き□部に甕片、

他は覆土中の出土である。

８号住居跡出土遺物(第73図）

要（土師） 器高(22.6)c、１ 色調褐色 胎土微砂粒 焼成良好 備考ロ縁部と底部欠損。胴部上半横位一下半
斜～縦位のへラ削り。内面撫調整。

〃（〃）

壷（須恵）

２ 口径(21.8)C、

口径(22.6)cｍ器高（9.8)c、

色調淡褐色

色調暗灰褐色

胎土微砂粒

胎土〃

焼成〃

焼成〃

備考所謂「．の字｣状口縁を呈するロ縁部片。
F１ 備考ロ縁部は頚部から大きく外反。口唇部を

短く直立気味とし、突帯巡る。

備考轆轆水引成型。還元炎焼成、体部は大き
く外反。付高台、回転糸きり未調整。

高台付椀（〃） 口径(14.3)cｍ器高6.1ｃｍ底径（6.3)c、４ 色調灰褐色～黒褐色 胎土〃 焼成〃

坏（〃） 底径（5.8)c、５ 色調暗灰褐色

色調灰褐色

胎土粗砂粒

胎土微砂粒

焼成〃 備考〃底部回転糸きり末調整。

備考〃体部は底部から丸みを帯
びて外反して開く。

〃（〃） ﾛ径(13.3)cnl器高｛3.3)c、６ 焼成〃

9０ 

蕊（土師）

〃（〃）

壷（須恵）

I奇台付椀（〃）

坏（〃）

〃（〃）

口径(2ﾕ.8)ﾛ、

器高{22.6)c、

ｕ掻く22.6)c、器高（9.8}(、

ﾛ経(14.3)ﾛ、器高６.Ｙｃｍ底径（6.3)ﾛＩ

底径（5.8)c、

口径(13.3)cｍ器高（3.3}ﾛ、

色調褐色

色調淡:褐色

色調暗灰褐色

色調灰褐色～黒褐色

色調暗灰褐色

色調灰褐色

胎IZ微砂澗

胎卍上微砂粒

胎上〃

胎土〃

胎土粗砂勅

胎土微砂粒

焼成良好

焼成が

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成〃

備霊鱗灘獺鶏b獺隷雛;下辮
備考所謂「。の字]状、縁を呈するロ縁部片。

続報鱗鑑灘麓蕊識::口唇部糧
備考轆蝋水引成型。還元炎焼成、体部は大き

く外反。付I奇台、'且I転糸きり未調整。

硝老〃底部回転糸きり未調整。

備考〃休部は底部から丸みを粥
ぴて外反して開く。
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９号住居跡（第72図）

Ｂ調査区の北方でＥ15.16グリットに跨がって検出され、その主体は調査区外に及ぶ。北方で６号住

居跡が接し、南方には10号住居跡が隣接し、標高132.65ｍ前後に位置する。

形状は方形を呈すると考えられ、西辺（4.75）ｍ、北辺（1.1）ｍを測る。壁高は北西部で50cm前後が

残存する。床面は平坦である。周溝は西辺の北寄りの途切れる部分を除いて検出された。幅20cm前後、

深さ５cmを測る。柱穴は北西隅に１ケ所に検出されたが、主柱穴とは考えられない。カマド・貯蔵穴は

調査区外に及び検出できなかった。遺物は土師器の小片のみであった。

---≠｣ﾄー
Ａ Ａ’ 

10号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）

１層暗褐色土砂質耕作土

２層黒褐色土ＦＰ均質混入、焼土粒子点在

３層暗褐色土ＦＰ、焼土粒子均質混入

４層暗褐色土３層より混入物の粒度が大きく、

量もやや多い

５層暗褐色土ローム粒子、焼土粒子均質混入、
1332（ Ａ 

灰白色粘土粒子点在

にぷい黄褐色土ローム粒子均質混入

灰褐色土やや粘質Ｒ・Ｂが少量点在

Ｖレー＿し－Ｗ＿し

層
層

６
７
 

。
芒

〒 「

～＿ 

繍議 １ 
２ 

５ 

、
Ｉ 

３
 

』』》辨》》檸辨鍋》》

○６ 
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０ ５ｃｍ 
＝ 

10cｍ 

６ 

、

第74図１０号住居跡・出土遺物
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10号住居跡（第74図）

Ｂ調査区の中央やや北寄りＥ13.14グリットに跨がって検出され、その主体は調査区外に及ぶ。北方

に９号住居跡、南方に１１．１２号住居跡が隣接し、標高132.50ｍ前後に位置する。

形状は方形を呈すると考えられ、西辺4.75ｍ、北辺（1.65）ｍを測る。壁高は20cm前後が残存する。

床面はほぼ平坦である。周溝は北西隅を除いて検出され、幅25cm、深さ５cm前後を測る。柱穴は３ケ所

に検出されたが、主柱穴は不明である。カマド・貯蔵穴は調査区外に及び検出できなかった。遺物は床

面付近で高台付椀と覆土中から坏・耳皿・土錘が出土した。

10号住居跡出土遺物(第74図）
備考約2/3残存｡底部回転糸きり未調整｡内

面黒色処理後、研磨。

備考糠imli水引成型｡還元炎焼成｡体部1/3残
存。付高台、底部回転糸きり未調整。

備考〃底部擦れ、内面黒色処
理後、研磨。

備考〃体部欠損。底部回転糸
きり未調整。

備考〃還元炎焼成｡体部欠損。
付高台、底部回転糸きり未調整。

備考両端部が細くなる円筒形を呈する。

:識:M1霧:::霞(:!):|爵震基鮠|鮭繍ＶＷ『
坏（土師）１ 

高台付椀（須恵）２ 

胎土粗砂粒|焼成良好底径（7.6)cml色調淡褐色〃（土師）３ 

胎土微砂粒l焼成〃底径６．３ｃｍl色調灰褐色坏（須恵）４ 

底径５．７cml色調灰褐色~iji黒褐色｜胎土〃｜|焼成〃耳皿（〃）５ 

重さＬ４Ｒ長さ２．７ｃｍ幅０．８ｃｍ士錘H１ 

11号住居跡（第75.76図）

Ｂ調査区の中央付近でＤ・E12グリットに跨がって検出され、北西部分で12号住居跡と重複する。新

旧関係は11号住居跡が新しい。北方に10号住居跡、南方に13号住居跡が隣接し、標高132.30ｍ前後に位

置する。

形状はやや東西に長い隅丸方形を呈し、東辺3.6ｍ、南辺3.8ｍを測る。主軸はほぼ東にとる。壁高は

残存の良い西壁で43cmである。床面はほぼ平坦である。周溝は検出されなかった。柱穴状掘り込みのＰ１

は後世のものである。

カマドは東辺の南寄りに暗褐色粘土で構築されている。焚き口から煙道部まで1.4ｍで､９０cm程張り出

す。焚き口幅は35cm前後で、左袖部分に68×35cmの楕円形の礫が存在する。貯蔵穴と考えられる掘り込

みは南東隅に２ヶ所ある。コーナー部分の掘り込みは45×50cmの歪んだ円形を呈し、深さ12cmである。

西寄りは60×43cmの楕円形を呈し、深さ７cmである。遺物は土師器の小片のみであった。

12号住居跡（第７５．７６図）

Ｂ調査区の中央付近で検出され、Ｂ調査区の中央付近で検出され、その大半をD12グリットに占める。

南東部～南方の上面を11号住居跡に切られ、北～西方部分は道路敷に及ぶ。

形状は南北に長い隅丸長方形を呈すると考えられ、南辺(3.8)ｍ、東辺3.05ｍを測る。壁高は重複部

分で30cm前後、東壁で45cmが残存する。主軸はＮ－７ｒ－Ｅにとる。床面は平坦で堅繊面である。周溝は

調査部分で全周し、|幅25cm前後、深さ５cm程である。柱穴Ｐ２は南辺の中央やや東寄りで周溝に重複して

検出された。

カマドは東辺の中央付近に灰褐色粘土で構築され､焚き口から煙道部まで1.1ｍ､張り出しは50cmを測

る。焚き口幅は50cm程で左袖部には礫を設けている。遺物は南壁下の周溝部分に坏と編石、カマド周辺

では甕等が出土した。

１１．１２号住居跡出土遺物(第76図）

雪驚:Zjii:.|鷺纐iil霧iil醗議ｉ１ｉ瀞i'丁
;|操胴蕊（亨)|口罎,24cm器高…
３１〃（〃）｜口径１２．４ｃｍ器高３．８ｃｍ

且３

坏（二{:師）

高台付椀（須恵）

〃（土師）

坏（須恵）

耳皿（〃）

士錘

口径(14.0)ﾛ、器高６．３ｃｍ底径（7.0)cnl

口径(14.5)cｍ器高５．６ｑｎ底径６．７ｃｎｌ

底径（7.6)ﾛ、

底径６．３ｃｍ

底径５．７口、

噸〃旗成焼焼
粒

砂〃
微

上上胎胎

噸〃〃成成成焼焼焼鰄”〃粗微土土土胎胎胎

黒色くへす淡 だ褐ん黒

褐色鰯一色色色餘叉鎚鼬蝿辮蠅噸４１ 

鋼調訓調調色色色色色ざ
備考約2/3残存｡底部回転糸きり未調整｡陵

面黒色hjL璽後、研磨。

側考概蝋水引成型｡還元炎焼成｡体部1/3餓
存。付高台、底部回転糸きり未調整。

〃底部擦れ、内面黒色処
備考理後、研磨。
備考〃体部欠損。底部回転糸

きり未調整。

徽考付高台､底部回議鋳蕊蝋欠損‘
備考両端部が細くなる円筒形を呈ブ･ろ。



榊
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〃
〃
〃
〃
高
蓋
繍
〃
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〃
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４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
⑫
咀
叫

（〃）

（〃）

（〃）

（〃）

（〃）

(須恵）

（〃）

口径(12.3)cｍ器高４．４ｃｍ

口径(12.4)cum器高（3.4)cm

p径(14.7ｋｍ器高３．３ｃｍ

口径(14.0)cum器高（3.8)cｍ

口径(14.7)cｍ器高（3.4}cｍ

口径(16.6)cｍ器高（4.0)cｍ底径(10.2)c、

色調褐色

色調〃

色調〃

色調淡褐色

色調赤褐色

色調<すんだ灰褐色

色調青灰褐色

胎土〃

胎土〃

胎土微砂粒

胎土粗砂粒

胎土〃

胎土粗砂粒

胎土微砂粒

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成良

焼成良好

焼成〃

焼成〃

備考１/3欠損。〃直立気味。〃〃
備考１/3残存。〃〃〃

備考ロ縁部2/3欠損。〃内湾。〃〃
備考１/3残存。〃〃〃

備考１/3残存。皿状底部から口縁部は外反。
〃〃

備考轆轤水引成型。体部は外反。底部回転へ
ラ削り。

備考〃所謂「上野型有蓋壷」の
蓋部分。

長さ１１．７ｃｍ幅５．８ｃｍ厚さ

長さ１２．３ｃｍ幅６．９ｃｍ厚さ

長さ１３．４ｃｍ幅６．５ｃｍ厚さ

長さ１２．２ｃｍ幅６．３ｃｍ厚さ

さ
さ
さ
さ

重
重
重
重

叩
叩
叩
、

８
３
６
０
 

４
４
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５
 

3949石質輝石安山岩

3909石質輝石安山岩

6199石質輝石安山岩

4399石質多孔質輝石安山岩

マド

|日

Ｉ目 日1３２．６ 

０ 1ｍ 

且’

マド

Ａ A’ 1３２５ 
Ｃ Ｃ’ 1 

２ 

４ 

;;i鱗繍/鰄蓼蓼j蓼 笏

11.12号住居跡十眉許（Ａ－Ａ'）

１層暗褐色土ロームＢ含む

２層黒褐色土少量ローム焼土粒カーボン粒

３層暗褐色土ロームＢ多く含む

４層暗褐色土ローム粒焼土粒

５層暗褐色土４層より暗い

６層褐色士暗褐色土ローム粒多く含む

７層褐色土暗褐色土ローム粒多く含む

８層暗褐色土少量のロームＢ、ローム粒含む

９層暗褐色土ローム粒、焼土粒、灰褐色土

Ｃ ０ 132.4 

12号住居跡カマド土層註（Ｃ－Ｃ'）

１層暗褐色土砂質でさらさらしている、粘土粒子均質混入

２層暗褐色土粘土Ｂと焼土Ｂ粒子の混土

３層暗褐色土粘土Ｂと焼土Ｂの混土

４層黒褐色土カーボン粒子混入

５層赤褐色土焼土粒子混入

６層暗褐色土１層に酷似、粘土の混入少なく、焼土粒子点在

11号住居跡カマドナ層詳（Ｂ－Ｂ'）

１層暗褐色土Ｒ・Ｂ点在、焼土粒子少量点在

２層暗褐色土焼土Ｂ混入、ローム粒子点在

３層にぶい黄褐色土ローム粒子を均質混入、焼土粒子点在

４層にぶい黄褐色土焼土Ｂ点在

第75図１１．１２号住居跡

9４ 
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第76図１１．１２号住居跡出土遺物

13号住居跡（第７７．７８図）

Ｂ調査区の中央付近のD10グリットで検出され、カマドが構築されている東辺から南東隅の部分が調

査された。北方に11.12号住居跡、南方に14号住居跡が隣接し、標高132.15ｍ前後に位置する。

形状は方形を呈すると考えられ、東辺（4.7）ｍ、南辺（12）ｍを測る。壁高は50cm前後が残存する。

床面は堅繊な平坦面である。周溝はカマド右袖脇から南壁下に続き、１０～15cm幅で深さ４～７cmを測る。

9５ 
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Ａ Ａ１ 

７ 

Ｂ B’ 

ｌｉｄ、

Ａ A’ 1３２．６ 
0 Ｕ Ⅲ 山 山

Ｂ 日1３２２ 

３ 

５ 

13号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）

１層暗褐色土砂質だがよく締まっているＦＰ、カーボン粒子点在、焼土粒子を均質に混入Ｒ・Ｂ点在

２層暗褐色士１層より明るいＦＰ、カーボン粒子、焼土粒子、ローム粒子均質混入

３層暗褐色土１層に酷似１層より締まりが弱い

４層暗褐色士Ｒ・Ｂ、ローム粒子を均質に混入焼土の小Ｂ混入カーボン粒子、灰白色粘土Ｂ点在

５層暗褐色土４層に酷似４層より混入物の粒度が小さい遺物混入

６層暗褐色土灰白色粘土Ｂの混入が顕著な層ローム粒子均質混入Ｒ・Ｂ点在焼土Ｂ混入遺物混入

７層暗褐色土ローム粒子を多量に混入するやや砂質な層Ｒ・Ｂ少量点在灰白色粘土Ｂ、焼土Ｂを微量点在

８層暗褐色土ローム粒子、Ｒ・Ｂ均質混入焼土粒子、灰白色粘土点在

９層暗褐色士Ｒ・Ｂ、ローム粒子均質混入焼土粒子箔灰白色溌十耕子均質に点在

１０層暗褐色土Ｒ・Ｂ混入焼土粒子、カーボン粒子点在

１１層黒褐色土Ｒ・Ｂを点在する他は粘質で均質な黒褐色土

１２層黒褐色土ローム粒子、焼土粒子、カーボン粒子微量点在粘質で均質な点は11層に酷似

１３層暗褐色土ローム粒子を多量均質に混入

１４層暗褐色土砂質で均質な混入物の少ない層ローム粒子、焼土粒子を微量点在

１５層にぶい黄褐色土ローム粒子を非常に多量混入

１６層にぶい黄褐色土ローム粒子を多量に混入

13号住居跡カマド土層註（Ｂ－Ｂ'）

１層暗褐色土ロームＢ、焼土Ｂ、黒褐色土Ｂ、淡黄白色粘士含む

２層黒褐色土少量の淡黄白色耕土Ｂと焼土Ｂ含む

３層淡黄白色粘土

４層紫灰淡赤褐角粘十

５層暗褐色土灰褐色粘土、焼土、ローム粒、小Ｒ・Ｂ含む

６層焼土、炭化物、灰の互層

第77図１３号住居跡

柱穴は検出されなかった。

カマドは東辺の中央付近に灰白色粘土で構築されている。焚き口から煙道部まで1.2ｍで､６５cm程張り

出す。焚きロ幅は50cmを測る。貯蔵穴は南東隅に設けられ、半分程が検出された。径85cm程の円形を呈

し、深さ60cmを測る。遺物は長胴甕・坏・編石等がカマドや貯蔵穴周辺に点在して出土した。

13号住居跡出土遺物(第78図）

長胴甕（土師）口径(22.8)cln器高(31.2)c、色調褐色～淡黒褐色胎土粗砂粒焼成良好備考底部欠。体部中位でやや膨れる砲弾形を
呈し、ロ縁部横撫、外面縦位へラ削り。

〃（〃）器高(25.2)c、色調褐色胎土〃焼成〃備考胴部上半～下半片。外面縦位へラ削り。
壷（〃）口径(22.0)c、色調淡褐色胎土〃焼成〃備考ロ縁部1/3残存。口縁部は外反して開く。

ロ縁部横撫、外面へラ削り。

坏（〃）口径１０．１ｃｍ器高２．９ｃｍ色調淡褐色～褐色胎土微砂粒焼成〃備考ほぼ完形｡休部とロ縁部に稜｡ロ縁部～内
面横撫、外面へラ削り。

〃（〃）口径(11.2)cｍ器高３．７ｃｍ色調褐色胎土粗砂粒焼成〃備考１/2残存。ロ縁部は短く内湾気味。
〃〃

編石長さ１０．８ｃｍ幅６－２ｃｍ厚さ４．５ｃｍ重さ３１６９石質多孔質輝石安山岩
長さ２２．７ｃｍ1幅９２ｃｍ厚さ５．１ｃｍ重さ９３３９石質輝石、角閃石デイサイト

縄文時代前期半裁竹管による平行沈線に連続する爪形文を連続させて文様を意匠する。

１ 

２
３
 

４ 

５ 

６
７
８
 

9６ 

ｺﾞ乏Ｈｑ鐘（上Hll1）

〃（〃）

壷（〃）

坏〈〃）

〃〈〃）

細石

縄文時代前期２

ロロJﾛ]：U｣」・凸」しＵｕ

器商{25.2)c、
口径(22-0)c､】

口径10.IC、器高２．９Ｃｕ】

、径(１１．２〕cｍ器高３．７ｃｍ

長さ10.8

長さ２２．７

醸竹管によ

c１，幅６

ｃｍ幅９
る平行沈

6-2口、厚さ

9-2ｃｍ厚さ
上線に連続する

４．５ｃｍ重さ【

5,1ｃｍ重さ【

爪形文を連続さ

鐵驫r…'農苧|鑿了’
色調淡褐色～褐色胎｣:微砂粒'焼成〃

|色…蝿:…鱗戯Ⅷ
重さ３１６９石質多孔質輝石安山岩
重さ９３３区石質輝石、角閃石デイサイト
直連続させて文種を意匠する、

ｌ１ｉｌｌＰごｌＰ毎i可1)入。１午司)LlPmub上学Ｆ下H野刀しっＩＩ型5半J修包

呈し、ロ緑部横撫．外面縦位へラ削り。
備考胸部上半～下半片。外面縦位へラ削り。

備考礁鵜溌繭叔潔殿反して開く。
備考ほぼ完形｡休部と口縁部に稜｡ロ緑部～内

面横撚、外面へラ削り。
備考１/2残存。、織部は短く内湾気味。

〃 〃
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第78図１３号住居跡出土遺物

14号住居跡（第79～81図）

Ｂ調査区の中央やや南寄りのＤ８グリットにその主体を占めて検出された。北方に13号住居跡、南方

に15号住居跡が隣接し、標高132.00ｍ前後に位置する。

形状は一辺が3.5ｍ前後の隅丸方形を呈し、主軸はＮ－２７ｏ－Ｗにとる。壁高は34～57cmが残存する。床

面は堅繊でほぼ平坦である。周溝は全周し、北東部分と東辺中央付近でやや歪む。歪み部分を除いて幅

15cm、深さは浅く３cm前後である。柱穴は検出されなかった。

９７ 



カマドは北辺の東寄りに灰褐色粘土で構築され、焚き口から煙道部まで1.05ｍ、張り出しはほとんど

無く北辺上で煙道部とする。焚き口幅は35cmで、右袖部先端には礫を据えている。燃成部分に円礫が据

えられ、支脚に使用した可能性がある。貯蔵穴は検出されなかった。遺物は東方の半分に多く、特にカ

マド前面に長胴甕・坏・壺等が出土した。

14号住居跡出土遺物(第80.81図）
焼成良備考胴部下半欠損。ロ縁部は短く外反。ロ縁

部横撫、外面へラ削り。

焼成〃備考〃直立する胴部からロ縁部
は強く外反。〃縦位。〃

焼成良好備考ロ縁部1/2残存｡ロ縁部緩やかに外反して
開く。口縁部横撫、〃

焼成〃備考粘土付着。底部～胴部へラ削り。

胎土粗砂粒色調淡榿色～赤褐色口径(18.2)cｍ器高(26.4)c、長胴誕（土師）１ 

胎土微砂粒色調赤褐色口径１９．８ｃｍ器高(22.3)c、〃（〃

凹
一

色調淡黄褐色 胎土微砂粒口径(22.6)c、〃（〃

卍
Ｐ
■
’

器高('16}Ｃｌ､底蟄Ocmll舗魑ん潜灰褐色
胎土微砂粒

胎土粗砂粒
〃（〃）

壷（〃）

４
５
 焼成〃|備考砺鄙:繍鰕辮鵬Ｍ１艀状に口径(21.6)c、

焼成〃備考下膨れの球形胴部｡外面斜位のへラ削り、
内面撫。

焼成〃備考丸底を呈する。底部～胴部へラ削り、内
面横撫。

焼成〃備考やや外反気味の胴部上半からロ縁部は直
立。ロ縁部横撫、外面斜位のへラ削り。

焼成〃備考皿状の底部から稜を有し､ロ縁部は外反。
ロ縁部横撫、外面へラ削り。

焼成〃備考１/4残存｡ロ縁部は短く直立｡ロ縁部横撫、
外面へラ削り。

焼成〃備考約1/2残存。〃〃〃
焼成良備考ほぼ完形。〃〃〃
焼成〃備考完形。〃〃〃外面荒れ。
焼成良好備考体部1/2残存。〃外反気味。

〃〃

焼成良備考１/4残存。〃内傾。〃〃
焼成良好備考１/2残存。〃〃〃〃

色調褐色～黒褐色 胎土微砂粒〃（〃）Bｉ 

胎土粗砂粒色調<すんだ褐色〃（〃７ 

胎土〃色調淡褐色麺（〃）８ 

色調淡褐色～赤褐色 胎土微砂粒口径(19.6)cｍ器高４．４ｃｍ盤（〃）

Ｔ
四

色調褐色 }冶土〃口径(11.1)cJn器高３．３ｃｍ

ｊ
ｊ
１
ｊ
ｊ
１
１
 

坏

Ｉ
く
く
く
く

１０ 

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

胎土粗砂粒

胎土微砂粒

胎土粗砂粒
胎土〃

色調褐色

色調淡褐色

色調淡褐色～黒褐色
色調褐色～赤褐色

口径１３．３ｃｍ器高４．２ｃｍ

口径１１．２ｃｍ器高３．７ｃｍ

口径１５．１ｃｍ器高４．０ｃｍ
ﾛ径(13.1)cnl器高（3.7)c、

11 

12 

13 

14 

〃

〃

〃

〃

胎土微砂粒

怡土〃

色調淡褐色

色調淡赤褐色
口径(12.7)cｍ器高３．９ｃｍ
口径(13.4)cｍ器高３．８ｃｍ

1５ 

１６ 

ﾉノ

〃

|ロ 割
副

|＞ 

〆 B’ Ｂ 

蝿乱

１３２，１Ｂ’ Ｂ 

く’|崖

14号住居跡カマド土層註（Ｂ－Ｂ'）

ｌ層褐色土多量のローム粒、ロームＢを含む

２層灰暗褐色土少量のローム粒を含む

３屑灰暗褐色土Ｂ

４層灰暗褐角十粒Ｂ、焼土粒Ｂ

５層褐色土でソフトローム粒、焼土粒含む

６層褐色士焼土Ｂ、灰褐色対＋ＢＢ含む

14号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）

１層褐色土サラッとしている

２層褐色土ローム粒混

３層暗褐色土

４層黒褐色土ローム粒ローム粒Ｂ

５層黒褐色土少量のＦＰ、ローム粒、小ローム粒混

６層褐色士ローム粒焼土粒

７層黒褐色土焼土Ｂ、少量のＦＰ

８層にぷい黄褐色土

９層にぷい黄褐色土

１０屑８層に似る

１１層暗褐色土ローム粒小ロームＢを多く含む

第79図１４号住居跡

9８ 

ｂ１Ｊ１Ｊｓｌｊ、Ｉ〃＆１ＪＬＩＪｑ０Ｊ屯１ＪしⅡ』、』、一Ｊ〃、ＪＰｔＪ〃ＧⅢ』ＧⅡＪ・１Ｊ
ｉ 

渦〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
－ 

くくＩＪｋくくくノ、くくＩＩＩＩｌＩ
璽

胴〃〃〃
艮

壷〃〃艶盤坏〃〃〃〃〃〃

口径(18.2)c、器高(264)仁、

ロ径19.8cItI器高(22‐3)[、

Ｕ径(22.6)Ｃｍ

ｐ筏(21.6)c、

器高(11.6}cJn底径４．０ｃｎｌ

口径(19.6)cｍ器高４－４ｃｍ

[-1径(11.1)cｍ器高３．３ｏｎ

口径１３．３口、器高４．２ｍ

口径１１．２ｃｍ器高３．７cnl
口径１５」ｃｍ器高４．０ｃｍ
口径(13.1)CHI器高｛3.7}cuII

口径(12.7)cｍ器高３．９ｃｍ
F1径(13.4)Cu】器高３．８ｃｍ

色

色

色

色

褐

褐色

噸鑓繩

禍赤

赤

黒褐

へ

色だ風だ
一

一赤色

色色褐ん

一ん色色

色色｝色褐棯栂黄す色色す褐褐色色禍褐色褐赤淡赤淡く褐禍く淡淡褐褐淡淡褐淡淡調訓割調調訓調調訓調調調調調調調色色色色色色色色色色色色色色色色 籾””””蝿””〃砂〃”””〃”〃
粗微微微組微粗
微

粗微籾微土士士上土土土士士土土土土土土土冶治治治冶冶治治治拾治治捻惜怡怡 良〃球〃〃〃〃〃〃〃〃良〃噸成成成成成成成成成成成成成成塊廃焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼
焼成良

焼成良好

l1jiiよら「’１１M日hrlzZAuj員ｌｏｌｌｌＩ可【句》OｴﾊﾞLLヘブＭＸｏトI栂

部横撫、外面へラ削り。

備考〃直立する胴部からrJ緑笥
は強く外反。〃縦位。〃

備考ロ織部l/2残存｡、緑部緩やかに外反して
開く。口緑部横撫、〃

備考粘上付着。底部～脳部へラ削り。

備考|M瀞M灘i;,Ｎｉ]蝿|i;J;Ml9識に
備考下膨れの球形胴部｡外面斜位のへラ削り、

内而撫。

臘老丸底を呈する。底部～胴部へラ削り、内
面横撫。

備考やや外反気味の胴部上半からロ縁部は直
立。ロ織部横撫、外面斜位のへラ削り。

備考IⅡl状の底部から稜を有しロ織部は外反‘
ロ縁部横撫、外面へラ11りり。

備考１/4残存｡口縁部は短く直立｡ロ緑部横撫．
外面へラ削り。

備考約1/2残存。〃〃〃

備考ほぼ完形。〃〃〃

臓考

備考

鮒考
俄考

完形。〃

休部1/2残存。
〃〃

1/4残存。〃
1/2残存。〃

〃〃外面荒れ。

〃外反気味。

内傾。
〃
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第80図１４号住居跡出十遺物（１）
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第81図１４号住居跡出土遺物(2)

15号住居跡（第82図）

Ｂ調査区の南寄りＤ６．７グリツトに跨がってその一部が検出された。主体は東方の調査区外に及美、

北西方向に14号住居跡、南方に16号住居跡が隣接し、標高132.00ｍに位置する。

形状は隅丸方形を呈すると考えられ、西辺5.15ｍ、北辺（1.6）ｍを測る。壁高は62～69cmが残存し、

壁面は垂直に立ち上がり、上方で開口する。床面は平坦である。周溝は南西隅を僅かに欠いて連続する。

柱穴は検出されず、カマド・貯蔵穴は調査区外に及び検出できなかった。遺物は覆土中から長胴甕・等

が出土した。

15号住居跡出土遺物(第82図）

壷（土師） 口径(22.4)cnl色調褐色胎土粗砂粒焼成良好備考頚部より直立し、口唇部下より水平気味
に外反。ロ縁部横撫、外面へラ削り。

口径(14.5)c、色調褐色～赤褐色胎土微砂粒焼成〃備考１/3残存。ロ縁部は「<」の字状に強く屈
曲。〃〃

口径(12.6)cｍ器高（7.6)c、色調淡褐色胎土粗砂粒焼成〃備考１/4残存｡頚部に括れを有し、ロ縁部は直
線的に外反。〃〃

口径(12.8)cｍ器高（3.0)cn1色調褐色胎土微砂粒焼成〃備考１/4残存。体部とロ縁部の境に段を有す。
ロ縁部～内面横撫、底部へラ削り。

口径(13.8)cnl器高（4.6)c、色調褐色胎土〃焼成〃備考〃ロ縁部は短く内湾気味。
〃〃

口径(13.0)cｍ器高（3.1)c、色調赤褐色胎土〃焼成〃備考１/5残存。〃〃〃

色調暗青灰褐色胎土粗砂粒焼成〃備考頚部片。波状文を施す。

長さ１２．８ｃｍ幅６．６ｃｍ厚さ４．１ｃｍ重さ５１４９石質輝石安山岩

１ 

〃（〃）Ｚ 

小型翌（〃）３ 

坏（〃）４ 

〃（〃）５ 

〃（〃）

喪（須恵）

編石

６ 

７ 

８ 

16号住居跡（第83～89図）

Ｂ調査区の南寄りＣ・Ｄグリットに跨がって全容が検出された。北東方向に15号住居跡、南方に17号

住居跡が隣接し、標高132ｍ前後に位置する。

形状は南北がやや長い隅丸方形を呈し､南北長3.25ｍ､東西長2.8ｍを測る｡主軸はＮ－７９ｏ－Ｅにとる。

壁高は60cm前後が残存する。床面は平坦を呈し、周溝・柱穴は検出されなかった。

カマドは東辺の中央やや南寄りに暗褐色粘質土で構築され、焚き口から煙道部まで85cmで、張り出し

は30cmを測る。袖部先端に礫を据え、袖長45cm、焚き口１幅35cm程を測る。火床は６cm程の窪みを呈し、

25cmの段を設けて煙道部に移行する。貯蔵穴は検出されなかった。遺物はカマド内とカマド前面の南東

部分に床面より浮いた状態で長胴甕・甑・坏・須恵器丸底壷等が大量に出土した。

ZＯＯ 

壷（土師）

〃（〃）

小型灘（〃）

坏（〃）

〃（〃）

〃（〃）

喪（須恵）

編石 ２４２２３３２ ２１１１１１１ くくくくくく隆径掻径径径さロロロロロｎ長
cｍ器商｛7.6}ｃｌｎ

ｃｍ器商（3.0ｉｐｎ

ｃｍ器高｛4.6}pn

cn1器高（3.1)C]、

ﾛｎ幅６．６ｃｍ｣豆さ４」ｃｍＺ

色調褐色

色調褐色～赤褐色

色調淡褐色

色調褐色

色調褐色

色調赤褐色

色調暗宵灰褐色
さ５１４９石賀 卿

脂土柤砂江腕灰旦灯蝋考鋤都より凰立し、口J百部「より水子気喝
に外反。ロ縁部横撚、外面へラ削り。

胎土微砂拉|焼成〃備考１/3残存。ロ緑部は「<」の字状に強く｣ｌｌ
ｌＭＩ。〃〃

胎土粗砂粒'焼成〃備考１/4残存｡頚部}こ括れを有し、ロ縁部は直
線的に外反。〃〃

胎土微砂粒焼成〃備考１/4残存。休部とロ縁部の境に段を有す。
ロ緑部～内面枇撫、底部へラ削り。

胎土〃焼成〃備考〃ロ緑部は短く内濟気味。
〃〃

胎土〃焼成〃備考１/5残存。〃〃〃

胎｣f:粗砂粒焼成〃備考頚部片。波状文を施す。
了安山岩
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15号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）

１層耕作土

２層褐色土小ローム粒焼土粒

３層褐色土１層より暗く小ロームＢ、ローム粒多い

４層褐色土焼土Ｂ、小ロームＢ多い

５層暗褐色土斑点状に小ロームＢ、黒褐色土Ｂ

６層黒褐色土Ｂ、ロームＢ

７層褐色土２層より焼土Ｂ、ロームＢ、ローム粒多い

８層５層に似る

９層褐色土３層に似るが、少量の黒褐色土Ｂ含む

１０層黒褐色土

１１層暗褐色土斑点状に小ロームＢ、ローム粒、小黒褐色土Ｂ４層より小黒褐色土少量

１２層暗褐色土９層に似る

１３層暗褐色土ロームＢ混

〔
’ 

２ 

（ １ 

iiliFlljj 
5１ 

=二《 アン
１′ 

二二二二

Bｉ 

0 1 0cｍ 

第82図１５号住居跡・出土遺物
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16号住居跡出土遺物(第85~89図）

(土師)口径204cm器高…c､底径５６cm色調鷆芭<すんだ胎土粗砂粒焼成良好備考騨譲:鍵鶴駕]籍;i鑑琵､蕊iiV胃
（〃）口径(２２．５)c、器高３７．４ｃｍ底径２．５ｃｍ色調褐色胎土〃焼成〃備考ロ縁部1/4欠損｡胴部は下位に連れて細み

となり、頚部で括れ、ロ縁部は外反。

(〃）口径2LOC､器高('９８)c、色調褐色胎土〃焼成〃術考騨襲醸:脅瀦藻轌珠面懸範
ラ削り。

（〃）口径(16.8)c、器直｢(11.2)c、色調褐色～<すんだ胎土〃焼成良備考ロ縁部1/2欠損｡括れのない頚部からロ縁
赤褐色部は短く外反。〃〃

（〃）口径(22.0)c、器高{11.5)clll色調赤褐色～くすん胎土〃焼成良好蹄考口縁部l/3欠損｡括れのない頚部から口縁
だ灰褐色部は大きく外反。〃〃

(〃）口径139cm器高(108).、色調鮠~くすんだ胎土〃焼成〃締考胴部上位~口縁部残存｡弱い括れから口縁部は外反。〃〃

（〃）器高（８．８}c、底径５．１ｃｍ色調褐色～黒褐色胎土〃焼成〃備考底部～胴部下半へラ削り。
（〃）色調淡掻色胎土〃焼成〃術考胴部片。縦位のへラ削り。

(〃）口径(188)cm器高{3LO)c、色調褐色~黒褐色胎土〃焼成〃締考号鶯勢/認鴎懸|ﾂ綴ii鱸鑑匝蟄
削り。

(〃）口径254cm器高258cm孔径lq6cm色調褐色~漆赤褐色始士〃焼成〃術考蕊蕊鵠鑪瀞臘轤莅ﾐ露
横位へラ削り。

（〃）口径２４．０ｃｍ器高ｒ２８－７ｃｍ孔径９．３ｃｍ色調〃～黒褐色胎土〃焼成〃備考〃〃内湾し、
〃胴部縦位へラ削り。

(〃）口径126cm器高18.3cm底径13.7cm色調〃～赤褐色胎土〃焼成〃硫考顕艤禦静呂識纈臘獣2鐇笙
半へラ削り。

裂胴
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

長
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２
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１１:,10 
16号住居跡カマド土層註（Ｂ－Ｂ'）

１層暗褐色土ローム粒子、焼土粒子点在

２層暗褐色土１層よりローム粒子の量が少ない

３層暗赤褐色土粒度はさらに小さく、焼土粒子が主

４層暗褐色土ローム粒子均質混入、焼土粒子混入

５層暗赤褐色土３層に酷似、粘質有り

６層にぶい黄褐色土ローム小Ｂ多量均質混入

1３ 

131.9ＣＤ 1３１８、’Ｃ 

。/＝夢淨へ ，mＣＣ５Ｄｌ ２０ 

16号住居跡上層註（Ａ－Ａ'）

１層黒褐色土ＦＰ、ローム粒子、焼土粒子均質混入

２層暗褐色土１層より明るいカーボン粒子、粘土粒子点在

３層暗褐色土２層より混入物少ない、焼土Ｂ点在

４層暗褐色土３層よりややＦＰの量多い混入物等２層に同じ

５層暗褐色土ＦＰ、焼土、粘土粒子均質点在、カーボン粒子少量点在

６層暗褐色土砂質、焼土粒子点在

層
屑
層
層
層
層
層

７
８
９
ｍ
ｕ
皿
⑬

暗褐色土カーボン粒子点在、焼十紡干混入

暗褐色土ローム粒子、カーボン粒子、焼土粒子少量点在

暗褐色土８層に酷似するが、焼土Ｂ・粒子をやや多く混入

暗褐色土ローム粒子均質混入カーボン粒子点在

暗褐色土やや砂質で均質な層、ローム粒子少量混入

注記漏れ

にぶい黄褐色土Ｒ・Ｂ粒子混入

第83図１６号住居跡
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第88図１６号住居跡出十遺物(4)
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第89図１６号住居跡出土遺物(5)
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色
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鷲圖~~に
〃ｌｊ尭成 〃｜研行考 完形。やや偏平な球形胴部を呈し、ロ縁

部は直立気味で外反。〃胴部～底
部へﾗ削り。

ロ縁部～底部の一部欠損。イ本部とロ縁部
の境に稜を有す。ロ縁部は内偵し、口唇
部を外反。

昂蕊ﾋﾟﾖ鵠』i辮謡F鴇;＃i亟甕鱒
ちへラ削り。

１/4残存。緩やかに内湾してロ縁部に移

寝射轤昆賓部直下までへﾗ削り､内面

鱗騨露露鑛違鶴驫藺鼎
晋鍵i露鎧j籍i:日露:Ｉｉ２籍慧繍葛球
面へラ削り。

１/3残存｡丸底を呈し、ロ縁部はﾀ豆く直立。
〃"〃

１/3銭7字。〃体部とロ縁部の境に稜。
〃〃〃

露蕊r勺鱒と□糯部の霧で屈嚥し、
１/2残存。体部は外反して開き、ロ縁部は
短く直立。〃〃〃

罐霊｡体部ＩＦﾛ雫の境に祷｡ロ縁部
置豐蕊iﾐで外反。〃〃〃

〃 段。〃

完形。""〃
直立。"""

は外反。〃〃零口縁部｜
〃 〃

魁饗存。〃〃〃〃〃〃
1/4残存。〃〃〃
〃〃〃〃

ロ縁吝H1/3欠損。〃〃〃
〃〃〃〃

完)膠。〃〃〃
外反して開く。〃〃〃

ロ縁部1/2欠損。頚部に波状文。胴部屈曲
部に刻み目、下方外面組い叩き目、底部
穿孔。

高鍵擢督鵠i置緯､鶉鐙鍵甜
き目。

ロ縁部～肩部残存。口縁部は頚部から外
反して開く。頚部に二段の波状文、内面
青海波文。

ロ縁部片。内外面ji黄撫･
肩部片。外面自然細付着。内面当て目。

鰻ｹで､外面に平行叩慧目､内面青海
胴部下半片。外面へラ削り調整。内面当
て目。

３７と同一個体。

微砂粒l焼成 〃Ｉ術考

皆褐色~暗灰褐|胎土 微砂;將立|焼成 良好|備考

１１台± I擁成 備考

褐色～黒褐色｜胎土 粗砂粒|焼成 〃｜侃r考

褐色 胎土 〃｜焼成 〃｜､廠考

赤褐色｜胎十 微砂粒|焼成 〃｜係葡考

淡褐色ｌ胎土 粗砂>位|焼成 〃１０１M了考

褐色 １１台± 微砂粒l焼成 〃Ｍ１了考

淡褐色～赤褐色l胎士 〃Ｍ尭成 〃ｌ備考

淡褐色｜階＋ 微砂粒I焼成 〃’0桁者

褐色～赤褐色ｌＨ台土 〃｜焼成 〃｜併葡者

褐色 H台土 微砂粒|焼成 〃’0桁考

赤褐色～褐色ｌ胎土 〃｜j廃成 〃｜侭7審

淡褐色’1治土 〃ｌ】完成 〃lOWi考

くすんだ褐色ｌ胎土 〃’2完成 〃’０欝考

淡褐色｜胎土 〃Ｍ完成 〃｜緒f考

灰白色ｌ胎土 〃｜）完成 良ｌ０ｈ７考

胎土〃 〃｜ﾒ完成 良好Ilifr考

::|:… 
l宕灰褐色ｌ胎土 微砂粒|焼成 〃｜l満考

（〃）｜口径２３．２ｃｍ

暗灰褐色~黒褐|始土色
粗砂粒llX完成 〃lmii考

〃
〃
〃
〃
〃

く
く
く
く
ｒ
、

ｊ
ｊ
ｊ
』;;Ｉ 

色調

色調

色調

1蔓

土
土
士

胎
胎
胎

色
色
褐
色

褐
灰
褐

無
暗
灰 麟『繼艤 ;|霧

黒褐色ｌ始士 粗砂粒|焼成 良友子l僻i者

鵬
胎土 〃llj擁成 〃’0情考

〃

長さ13.7cm幅5.7ｃｍ厚さ4.6cm
長さ11.3cm幅7.4ｃｍ厚さ5-0ｃｍ

石質6０９石便〔料f石安山岩

679石質多孔質lIdR石安山岩5.Ｏｃｍｍさ４６７

17号住居跡（第90～92図）

Ｂ調査区の南方でＣ３．４グリットにその主体が跨がって検出され、北西部で18号住居跡を切ってい

る。北方で16号住居跡、南方に19号住居跡が隣接し、標高131.40～､80ｍに位置する。

形状は方形を基調とし、南辺の中央付近がやや南方に突出する。規模は東西辺が5.35ｍ、北辺が5.6ｍ

で、南辺は北辺より85cm程張り出す。主軸はほぼ東にとる。壁高は残存の良い北西隅で50cmを測る。床

面は平坦で、周溝は北辺の中央部分と南東部分に検出され、幅15cm前後、深さ５～８cmを測る。柱穴は

床面検出時に主柱穴であるＰ,～Ｐ４の４本柱が調査され、掘り方で18号住居跡を含め20ケ所が検出され

た。主柱穴は各コーナーの対角線上に位置し、柱間は2.7ｍ前後を測る。形状は円形を呈し、４０cm前後の

深さである。掘り方で検出された柱穴状態から建て替えが考えられる。

カマドは東辺の南寄りに灰色粘土で構築されている。調査区内で焚き口部から燃成部にかけて検出さ

ZＯ８ 



れ、焚き口幅は37cmを測る。貯蔵穴はカマド右袖脇に半分程検出され、上部が楕円形を呈し、内部に方

形気味の掘り込みを設ける。上部からの深さは50cmである。遺物はカマドの右袖部脇と中央部分、北西

隅に少量点在する。特出すべきは石製紡錘車が２点出土している。

１７．１８号住居跡出土遺物(第92図）

ﾛ径(12.3)cnl器高（7.0)c、色調褐色胎土粗砂粒焼成良好備考ロ縁部～体部上半残存。球形状の胴部を呈
すると考えられ、口縁部は外反して開く。

底径４．２ｃｍ色調淡褐色胎土〃焼成〃備考長胴麺の底部片。

ﾛ篠('2』)Ｃｌ､鵜高“．Ⅲ色調褐色胎土微妙粒焼成〃徽考蝋f目鰯2繍撫口灘辮蠣
口径１０．３ｃｍ器高３．４ｃｍ色調褐色～黒褐色胎土〃焼成〃備考完形。緩やかに内湾して開く体部からロ縁

部を短く内傾。〃〃

ﾛ径(10.4)cｍ器高３．４ｃｍ色調褐色胎土〃焼成〃備考体部と口縁部の境に弱い段。ロ縁部は外反
気味。〃〃

口径(17.9)c、器高（5.1}CITI色調褐色胎土〃焼成〃備考大型の坏で、緩やかに内湾して開く体部か
らロ縁部を短く内傾。〃〃

口径(11.8)cｍ器高｛4.2)c、色調褐色～赤褐色胎土〃焼成〃備考体部と口縁部の境に段。ロ縁部の中位に稜
を有し、直立する。〃〃

上径２．８ｃｍ下径４．６ｃｍ高さ１．６ｃｍ孔径0.7ｃｍ重さ５２．５９石質滑石

上径２．１ｃｍ下径３．８ｃｍ高さ１．９ｃｍ孔径0.7ｃｍ重さ３７．８９石質滑石

壷（土師）I 

蕊（〃）

坏（〃）

２ 

３ 

〃（〃）４ 

〃（〃）５ 

椀（〃）

届
、

坏（〃）７ 

紡錘車（石製）

〃（〃）

日
一

Ｈ 

18号住居跡（第90～92図）

Ｂ調査区の南方でＢ・Ｃ４グリットに跨がって検出され、その一部は道路敷に及び、東部分が17号住

居跡によって切られている。

大半を17号住居跡によって破壊されている為に形状、規模は不明瞭である。形状は南西隅部と北辺の

残存する部分から推定すると方形と考えられ､南北長2.7ｍ前後を測る。壁高は50～55cmが残存し、床面

はほぼ平坦である。調査区の西壁で64×52cmの楕円形、深さ36cmの土坑状の掘り込み（Ｐ１８）が伴う。

周溝・柱穴・カマド。貯蔵穴は検出されなかった。遺物は土師器の小片が少量出土した。

19号住居跡（第93.94図）

Ｂ調査区の最南方に検出され、その主体はＣ２グリットに占める。南東部分に近現代に使用された道

路社、北西部で20号住居跡と重複する。重複関係は本住居跡が20号住居跡より新しい。北方に17.18号

住居跡が隣接し、標高131.40～５０ｍに位置する。

形状は隅丸方形を呈し、南北辺5.1ｍ、東西辺4.9ｍの規模を測る。主軸はＮ-89.-Ｅにとる。壁高は

道路社と重複しない部分で30～50cmが残存する。床面はほぼ平坦である。周溝は全周すると考えられ、

平均幅20cm、深さ５cmを測る。柱穴は各コーナーの対籔角線上に位置するＰ,～Ｐ４の４本柱が主柱穴であ

る。規模は40～50cmの径を測る円形を呈し、深さ45～72cmで柱間は2.6ｍ前後を測る。Ｐ５とＰＧは後世の

所産である。

カマドは東辺の中央やや南寄りに灰褐色粘土で構築されている。焚き口から煙道部まで1.85ｍで60ｃｍ

ほど張り出す。焚き□幅は50cm前後、袖長80cm前後を測る。焚きロから焼成部は皿状に窪み、煙道部で

20cm程の段差を設けている。貯蔵穴は南東隅に設けられ、南北に長い楕円形を呈する有段の掘り込みで

ある。上部は95×55cm、下部は65×35cmで１０～15cmの段差を設け、上部からの深さ80cm前後を測る。遺

物はカマド内と北西部分に散在し、長胴甕。甑・丸底壷。坏・編石等が出土した。

20号住居趾（第９３．９４図）

Ｂ調査区の南方でＢ２．３グリットに跨がって検出され、その大半は道路敷に及ぶ。南東部分が19号

住居跡によって切られている。

形状は方形を呈すると考えられ、検出された東辺(2.3）ｍ、南辺（1.1）ｍを測る。壁高は重複の無い

、９

壷（土師）

艶（〃〕

坏〈〃）

〃（〃）

〃（〃）

椀（〃）

坏（〃》

防錘車（伍製）

〃（〃）

口径('２３)､器高(7J)c､’色調褐色｜胎土粗砂粒焼成良好|備考蕊震蕊椿鶴寵耀B鰯需
底径４．２ｃｍ色調淡褐色胎土〃焼成〃’備考長胴璽の底部片。

ﾛ樋('2』)c､鶴高…，色調褐色膿上微妙粒焼成〃備考騨沼灘2鵜鶴P欝電ｉｊｌＷザ
､径ｌｑ３ｃｍ器高３．４ｃｍ色調褐色～黒褐色胎土〃焼成〃備考完形。緩やかに内湾して開く休部からロ緑

部を短く内傾。〃〃

口径(1Ｍcm'鵜高3』叩色調褐色胎上〃焼成〃階考騨fp縁濁１，境に弱『段｡１ｺ縁部'よ外反
口径(17.9)C、器高（5.1)c、色調褐色胎土〃焼成〃備考大型の坏で、緩やかに内湾して開く体部か

ら口縁部を短く内傾。〃〃

口径(11.8)Cn1器商（4.2)clll，色調褐色～赤褐色胎土〃焼成〃備考休部と、緑部の境に段。ロ緑部の中位に私
を有し、直立する。〃〃

上径２．８Ｃｌ、下径４．６ｃ､]高さ１．６ｃｍ孔径0.7ｃｍ重さ５２．５１９石質滑石
上径２ユｃｍ下径３．８cnl高さ１．９ｃｍ孔径0.7mｕ亜さ３７．８９石質滑石
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18号住居跡土層註（Ｄ－Ｄ'）

１１iIj黒褐色土砂質で堅繊な層

２層黒褐色土１回に酷似１個よりＲ・Ｂの点在が目立つ

３層褐色土Ｒ・Ｂ、ローム粒子多迩混入焼土粒子点在

４厨暗褐色土ローム粒子帝Ｒ・Ｂ均質混入

５回暗褐色土ローム粒子、Ｒ・Ｂ混入４層に比してやや不均質

６層暗褐色土ローム粒子、Ｒ・Ｂを混入するやや不均質

７回暗褐色土ローム粒子、Ｒ・Ｂを混入

８層暗褐色土ローム粒子を均質に混入

９個暗褐色土

１０回暗褐色土ローム粒子均質混入

１１個灰褐色土やや粘質な灰褐色土

１２層暗褐色土ローム粒子均質混入Ｒ・Ｂ微最貞存

１３層暗褐色土砂賀ローム粒子均質混入Ｒ・Ｂカーボン粒子点在

１４個黒褐色土カーボン粒子を多戯混入

１５層暗褐色土微細で均質な層、やや粘性有り

１６層にぷい黄褐色土ローム粒子を多量に混入

１７届にぶい黄褐色土１６層よりやや明るい

１８価にぶい黄褐色土Ｒ・Ｂ混入１７層よりもさらに明るい

１９層榿褐色土焼土層粒度は微細

２０回暗褐色土ローム粒子均質混入

17号住居跡土層註（Ａ－Ａ'・Ｂ－Ｂ'）

１層暗褐色土ＦＰ、焼土粒子点在

２層暗褐色土ローム粒子、Ｒ・Ｂ少量混入カーボン粒子、焼土粒子点在

３層暗褐色土ローム粒子均質混入ＦＰ、焼土粒子点在

４層暗褐色土ローム粒子均質混入ＦＰ、焼土粒子、Ｒ・Ｂ点在

５層暗褐色土ローム粒子均質混入ＦＰ点在

６層黒褐色土ＦＰローム粒子均質混入焼土粒子点在

７層暗褐色土６層に酷似６層より混入物の粒度が大きい

８層暗褐色土暗灰色鈷十Ｂ混入

９層黒褐色土ローム粒子点在焼土粒子、カーボン粒子点在

１０層暗褐色土ローム粒子混入

１１層暗褐色土ローム粒子混入灰白色軽石焼十栽子点在

１２層暗褐色土灰色粘土粒子混入焼土粒子点在

１３層にぷい黄褐色土ローム漸移層士Ｂ

１４層暗褐色土ローム粒子不均質に混入焼土粒子点在

１５層暗褐色土ローム粒子、Ｂ均質に混入

１６層暗褐色土ローム粒子混入Ｒ・Ｂ点在

１７層暗褐色土ローム粒子瀞Ｒ・Ｂ不均質に混入

１８層にぷい黄褐色土ローム粒子、Ｒ・Ｂ多趾不均質に混入

１９層暗褐色土ローム粒子やや不均質に混入

２０層暗褐色土黒色土のＢを特徴的に点在させるローム粒子、ＦＰ均質に

混入Ｒ・Ｂ、焼土粒子点在

２１層暗褐色土２０層に比してＲ・Ｂの点在は認められず、黒色土のＢの混入

も少ない

２２層暗褐色土ローム粒子、Ｂやや不均質に混入

第91図１７．１８号住居跡(2)
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19号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）

２層暗褐色土ＦＰ、ローム粒子混入カーボン粒子、Ｒ・Ｂ点在

６層暗褐色土ＦＰ少量、ローム粒子均質混入ロームＢ点在

７層黒色土カーボン粒子混入、焼土粒子少量点在

１６層暗褐色土ローム粒子混入、焼土、カーボン粒子、ＦＰ点在

１７層黒褐色土ＦＰ、ローム粒子均質混入

１８層暗褐色土ローム粒子、ＦＰ均質混入カーボン粒子点在

１９層黒褐色土ローム粒子、ＦＰ中量均質混入Ｒ・Ｂ点在

２０層黒褐色土１９層に酷似、ロームＢは認められず

２１層暗褐色土ローム粒子多量均質混入

19号住居跡カマド跡土層註（Ｃ－Ｃ'）

１層灰褐色士灰白色粘土を多量に混入焼土粒子少量混入

２層明灰色土灰白色粘土の層焼土粒子微量点在

３層暗褐色土灰白色粘土を中量混入覆土中最も暗い

４層暗灰褐色土灰色粘土、灰白色粘土を混入焼十糀干点在

５層灰褐色土灰白色粘土Ｂと焼土Ｂの混土層非常に不均質

６層灰褐色土灰白色粘土Ｂと灰白色粘十織干焼土粒子の混土

７層暗灰褐色土灰白色粘土粒子、焼土粒子の混土

８層暗赤褐色土７層に酷似、構成土の粒度が小さく均質

20号住居土層註（Ｆ－Ｆ'）

１層暗褐色土ローム粒子混入焼十紡干、カーボン粒子混入

２層暗褐色土１層よりＲ・Ｂ微量に点在

３層暗褐色土１層に酷似１層より混入物の粒度が小さい

４層黒褐色土黒色土との砂質暗褐色土の混土焼十粉干点在

５層暗褐色土ローム粒子均質混入Ｒ・Ｂ、カーボン粒子点在

６層暗褐色土ローム粒子均質混入焼土、カーボン粒子点在

７層黒褐色土４層に酷似焼土Ｂ、粒子点在ローム粒子混入

８層にぶい黄褐色土ローム粒子、ロームＢ多量混入

19号住居跡土層註（Ｂ－Ｂ７

１層暗褐色土ＦＰ、ローム粒子混入カーボン粒子、Ｒ・Ｂ点在

２層暗褐色土ＦＰ、ローム粒子混入カーボン粒子、Ｒ・Ｂ点在

３層黒褐色土ＦＰ混入Ｒ・Ｂ、灰白色粘土粒子点在

４層黒褐色土ＦＰ均質混入ローム粒子点在

５層黒褐色土４層に酷似４層より暗い

６層暗褐色土ＦＰ、ローム粒子均質混入Ｒ・Ｂ点在

７層黒色土カーボン粒子混入焼土粒子少量点在

８層にぶい黄褐色土Ｒ・Ｂ、粒子混入

９層暗褐色土ＦＰ、ローム粒子均質混入

１０層暗褐色土ローム粒子均質混入ＦＰ点在

１１層黒褐色土黒色土と暗褐角＋との混土黒色土中にＦＰ混入

１２層暗褐色土ローム粒子多量混入

１３層黒褐色土ＦＰ少量混入Ｒ・Ｂ点在

１４層暗褐色土やや砂質ローム粒子、焼土粒子点在

１５層黄褐色土ハードプロック

東辺の北部分で58cmが残存する。床面はほぼ平坦で、周溝．柱穴．カマド。貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は土師器の小片が僅かに出土した。

19.20号住居跡出土遺物(第94図）
長胴喪（土師） 口径(2Ｌ１)cｍ器高(34.0)cｍ底径（6.4)cｍ色調灰褐色～黒褐色胎土粗砂粒焼成備考体部中位を欠・二次焼成を受ける。体

部縦位のへラ削り。
口径(11.0)cｍ 色調淡褐色胎土微砂粒焼成良好備考内湾する体部から口縁部は直立気味に

外反。外面に斑点状剥がれ、口縁部横
撫、体部へラ削り。

口径１８．６ｃｍ器高１２．８ｃｍ孔径３．６ｃｍ色調淡褐色～紫赤褐色胎土〃焼成〃備考ほぼ完形。摺鉢状を呈し、単孔式。ロ
縁部横撫、体部中位へラ削り。

口径(19.4)cｍ器高{10.2}c、 色調くすんだ褐色胎土粗砂粒焼成〃備考ヘルメット形を呈し、体部とロ縁部の
境に段。ロ縁部は外反。ロ縁部横撫、
体部へラ削り。

色調淡褐色胎土微砂粒焼成〃備考体部下半欠。口径(16.8)c、〃〃

口径(14.4)cｍ器高｛3.3)cｍ 色調褐色～赤褐色胎土粗砂粒焼成〃備考体部と口縁部の境に段を有し、ロ縁部
は短く直立気味。〃〃

口径(11.5)cｍ器高｛3.4)cnl 色調褐色～黒褐色胎土微砂粒焼成〃備考体部とロ縁部の境に段を有し、ロ縁部
は内傾気味に直立。〃〃

長さ１４．５ｃｍ幅７．４ｃｍ厚さ４．８ｃｍ重さ８４０９石質輝緑岩
長さ１３．６ｃｍ幅７．３ｃｍ厚さ５．５ｃｍ重さ７８７９石質ひん岩

長さ15.0ｃｍ幅７．７ｃｍ厚さ５．６ｃｍ重さ８３７９石質輝石安山岩
長さ１４．８ｃｍ幅７．２ｃｍ厚さ６．０ｃｍ重さ７８８９石質輝石安山岩

１ 

小型壷（〃２ 

甑（〃）３ 

鉢（〃４ 

〃（〃）

坏（〃）

、
６

〃（〃）

編石
〃

８
９
ｍ
Ⅱ
 

〃

〃

21号住居跡（第９５．９６図）

Ｃ調査区の最北方でC18グリットに検出され、東方を１号溝によって切られている。南方には22号住

居跡が隣接し、標高133.00ｍ前後に位置する。

形状は検出部分から隅丸方形と考えられ、南北長3.15ｍ前後、北辺(1.1)ｍを測る。壁高は23～32ｃｍ

が残存する。床面は堅繊面で平坦である。周溝は北辺に検出され、１幅15cm、深さ３cmを測る。柱穴・カ

マド・貯蔵穴は検出されなかった。遺物は覆土中から坏等が出土した。

21号住居跡出土遺物(第96図）

驫礪蕊|ﾂﾘﾛ径(…鶚高…Ⅲ
…儀灘|醗繩鵜鱒iiii鑿：

Ｚ 

要（須恵)｜
縄文時代前期附加条縄文を施すロ縁部片。

３ 

４ 

ZＺ４ 

艮胴艶（土師）

小型壷（〃）

甑（〃）

鉢〔〃）

〃（ノノ）

坏（〃）

〃（〃）

隔石

口慌(2Ｌ１)Ｅｍ器高(34.0)cｍ底径（6.4)cml色調灰褐色～馬褐色，胎土粗砂粒焼成備考休部中位を欠・二次焼成を受ける。体
部縦位のへラ削り。

u径(,Lo)“色調瀧褐色｜胎上微妙粒焼成良好備辮鵬７繍樫鶴臘辮音識隠
撫、体部へラ削り。

[]径１８．６ｃｍ墨l奇１２．８ｃｍ孔径３．６ｃｍ色訓淡褐色～紫赤褐色胎土〃焼成〃備考ほぼ完形。摺鉢状を呈し、単孔式。「
緑部横擁、休部中位へラ削り。

口径(19‐4)cｍ器高:10.2)c、色調<すんだ褐色胎土粗砂粒焼成〃燗考ヘルメット形を呈し、体部とロ緑部⑫
境に段。ロ縁部IljE外反。ロ緑部樹撫、
体部へラ削り。

口径(]6.8)c、，色調淡褐色胎・lz微砂粒焼成〃備考体部下ＷＥ。〃〃
Ｕ侭(14.4)cｍ器高：3.3}cln’色調褐色～赤褐色胎二Ⅲ（粗砂粒焼成〃備考休部と、縁部の境に段を有し、【.緑剖

は短く直立気味。〃〃

｜色調褐色~…膿;微妙錘鶴成〃繍欝繩鬮｜ﾋﾛ朧…膳駿舘し､､纒認口径(11.5)cｍ器高（3.4}c、

，は内傾気味に直立。〃〃
長さ１４．５ｃｍ【旧７．４ｃｍ厚さ４．８ｃｍ重さ840座石賀輝緑岩
長さ１３．６CUI1幅７．３ｃｍ厚さ５．５ｃｍ重さ７８７尺石質ひん岩

長さ１５.Ocnl幅７．７ｃｍ厚さ５．６ｃｍ重さ８３７９石質輝万安山岩
長さ１４．８cIuIlm１７．２ｃｍ厚さ６．０ｃｍ重さ７８８９石賀蝿街安山岩

長胴璽（土師〕

坏（〃）

翌

縄文

(須恵）

時代前期Ⅱ

､径〈12.8)〔.、器高４．２ｃｍ

加条縄文を施すI｣禄部片。

底径４．８ｃｍ

欝鷺灘|鷺:霞|鑿禰鱒轤1讓iiiiiiiiil



22号住居跡（第９５．９６図）

Ｃ調査区の北方でCl8グリットポイントの南方が主体を占める。２１号住居跡と同様に東方を１号溝に

よって切られ、西壁は調査区外に及ぶ。北方に21号住居跡、南方に23号住居跡が隣接、標高132.95ｍ前

後に位置する。

形状は方形が考えられ、南北辺の一部（南辺1.7ｍ、北辺1.4ｍ）が検出され、南北長325ｍを測る。

壁高は35～48cmが残存する。床面はほぼ平坦であるが、部分的に緩やかな凹凸がある。周溝。柱穴・カ

マドは検出されなかった。貯蔵穴は１号構内に検出された45×40cmの楕円形で深さ56cmの掘り込みが考

えられる。遺物は南壁下に集中して出土し、長胴甕の胴部片と坏等がある。

22号住居跡出土遺物(第96図）

長胴喪（土師）色調褐色～黒褐色胎土粗砂粒焼成良備考体部中～下半片。体部縦位～斜位のへラ削
り、内面横撫。

坏（〃）口径１４．９ｃｍ器高４．４ｃｍ色調黒褐色胎土微砂粒焼成良好備考皿状底部を呈す｡体部と口縁部の境とロ縁部
中位に段を有し､ロ縁部横撫､体部へラ削り。

〃（〃）口径(13.2)cｍ器高４．７ｃｍ色調黒褐色胎土粗砂粒焼成〃備考体部とロ縁部の境に段を有し、口縁部は直
立気味に外反。〃〃

編石長さ１３．４ｃｍ幅５．２ｃｍ厚さ４．８ｃｍ重さ５１４９石質無斑晶安山岩
縄文時代前期黒浜・有尾式期に比定される口縁部片。半裁竹管による横位平行沈線文を多段に施す。
〃〃〃連続刺突文を施す。

〃〃〃平行沈線文で波状文を施す。

〃〃〃ＲＬとＬＲで羽状縄文を施すロ縁部片。

〃〃〃附加条縄文を施す。

〃諸磯式期の胴部片。

縄文時代中期半裁竹管による平行沈線文で横位区画文を施す。
〃隆帯による意匠文を施す。

磨石｜長さ７，cm幅6.5cm厚さ４．３cm重さ２６４９石質輝石安山岩
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暗褐色土６層に比して、ローム粒子の粒度がやや大きい

暗褐色土ＦＰローム粒子均質に点在カーボン粒子点在

にぷい黄褐色土ローム粒子均質混入

暗褐色土ローム粒子均質混入

暗褐色土１０層に酷似１０層よりやや暗い

にぶい黄褐色土ローム粒子混入Ｒ・Ｂ点在

黄褐色土Ｒ・Ｂとローム粒子の不均質な混土

層
層
屑
層
層
層
層

７
８
９
ｍ
ｕ
胆
咀

２１．２２号住居跡十層詫（Ａ－Ａ'）

１層黒褐色土現耕作土

２層暗褐色土Ｒ・Ｂ混入ＦＰ点在

<21号覆土＞

３層暗褐色土ＦＰ・ローム粒子均質混入Ｒ・Ｂ点在

４層暗褐色土ＦＰ、ローム粒子点在

５層暗褐色土ＦＰ・ローム粒子均質混入Ｒ・Ｂ、カーボン粒子点在

６層暗褐色土ＦＰ・ローム粒子・カーボン粒子点在

第95図２１．２２号住居跡

ZＺ５ 

１２３４５６７８９Ⅱ。Ⅲ正
川騏':ｗ，讓蕊…騰鬮蝋蕊lllIIi鱗iIlili曇iiiｌ
縄文時代前期黒浜・有尾式期に比定されるロ緑部ﾊﾞｰ。９１昌畝竹管による横位平行沈線文を多段に施す。



〈22号覆土〉

１４層暗褐色土

１５層暗褐色土

１６層暗褐色土

１７層黒褐色土

１８層暗褐色土

191面

20掴

21屑

22層

にぶい黄褐色土

にぷい黄褐色±

にぶい黄褐色土

にぷい黄褐色土

Ｒ・Ｂローム粒子混入

Ｒ・Ｂローム粒子暗褐色土の混土

Ｒ・Ｂローム粒子暗褐色土の混土

21層に酷似２１層よりＲ・Ｂの量が多い

ＦＰ・ローム粒子均質混入焼土粒子点在

ＦＰ・ローム粒子混入Ｒ・Ｂ点在

15層に酷似１５層よりやや均質

ＦＰ均質混入

ＦＰローム粒子均質混入Ｒ・Ｂ点在
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第96図２１．２２号住居跡出土遺物

ZＺ６ 



一十一
23号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）

１層暗褐色土現耕作土

２層暗褐色土ＦＰ均質混入ローム粒子、焼土粒子点在締まり弱い

３層暗褐色土ＦＰ、ローム粒子焼土粒子点在

４層暗褐色土ＦＰ、ローム粒子均質混入焼土粒子、カーボン粒子点在

５層黒褐色土ＦＰ、ローム粒子カーボン粒子焼土粒子点在締まり弱い

６層黒褐色土ＦＰ均質混入、ローム粒子焼土粒子ローム粒子点在

７層暗褐色土ローム粒子均質混入ＦＰ焼土粒子点在締まり弱い

８層黒色土カーボン粒子均質混入焼成灰を本層上位面にラミナ状に堆菰

９層黒褐色土ＦＰ均質混入焼成灰Ｂ少量点在

１０層灰褐色土焼成灰混入層

１１層暗褐色土暗褐色粘土Ｂ混入ＦＰ、焼土粒子点在

１２層暗褐色土混入物が少なく均質な層ローム粒子焼土粒子点在

１３層暗褐色土ＦＰローム粒子焼土粒子カーボン粒子点在

１４層暗褐色土ローム粒子混入

１５層暗褐色土Ｒ・Ｂローム粒子黒色土の混土カーボン粒子焼土粒子点在
１６層暗褐色土（J2H紐土）暗褐色ローム質土の粒子の均質混士

Ａ’ Ａ 

Ｌ’／ 

1３３．４Ａｌ Ａ 

ﾚーーー

1２ 

第97図２３号住居跡

23号住居跡（第97図）

Ｃ調査区の北方でその主体をB16グリットに占め、僅かに南東隅の一部を検出した。標高132.85ｍ付

近に位置し、調査区内で当住居跡の南方には住居跡は検出されなかった。

形状・規模は不明瞭で、壁高は45cm程が残存する。周溝・柱穴。カマド゜貯蔵穴は検出されなかった。
遺物は皆無であった。

24号Ａ・２４号Ｂ住居跡（第98図）

Ｄ調査区の北方でＪ54.55グリットに跨がって検出された。当住居跡は２軒の重複で、２４号Ａが24号

Ｂを切って構築されている。南西方向に25号住居跡が隣接し、標高136.60ｍ前後に位置する。

２４号Ａ住居跡はやや南北に長い隅丸方形を呈する焼失住居跡である。形状は南北長４ｍ､東西長3.5ｍ

前後を測る。壁高は13～20cmが残存する。床面は中央部分に向けて緩やかに傾斜し、炭化材が多く分布

する。東辺の中央付近の床面から西方に焼土分布が広がる。周溝は東辺の中央付近から左回りに西辺の

南寄りまで連続する。柱穴は検出されなかったが、南西隅部に歪んだ楕円形を呈する掘り込みがある。

規模は、長軸長66cm、短軸長60cmで深さ32cmを測る。カマド・貯蔵穴は調査区外に及ぶと考えられる。
遺物は羽釜と甕片の２点が出土した。

２４号Ｂ住居跡は24号Ａ住居跡の南東部分に重複し、半分以上が調査区外に及ぶ。形状は検出部分から

方形が推定され、北辺（2.2）ｍ、西辺（1.65）ｍを測る。壁高は重複部分で20cm前後が残存する。床面

は平坦を呈し、柱穴・カマド゜貯蔵穴は検出されなかった。出土遺物は皆無であった。

24号住居跡出土遺物(第98図）

羽釜（土師）１ 口径(23.3)cｍ器高{16.6)c、 色調.褐色～黒褐色 胎土粗砂粒 焼成良好 備考ｌ/2残存。 体部下半より
鍔は雑、体部
削り。

内湾し､上半は直
上～中位縦位、下こ

う

味
へ
気
斜

立
位

瓢（〃）Ｚ 色調赤褐色 胎土〃 焼成〃 備考体部上半は直立気味とし、頚部で括れ、
ロ縁部は短く外反。

25号住居跡（第99図）

Ｄ調査区の北方でその主体が１５３．５４グリットに跨がって検出され、南東部と西方の半分程が調査区

外となる。標高136.60ｍ前後に位置市、北東方向に24号住居跡が隣接する。

ZＺ７ 

羽釜（土師）

瓢（〃）

口径(23.3)cxll器高{16.6)c、 色調.褐色～黒褐色

色訓赤褐色

胎土粗砂粒

胎土〃

焼成良好

焼成〃

備考 1/2残存｡体部下半より内湾し､上半は直

蕊建舗鑛俸郡上~中鹸位下
Mi老体部上半は直立気味とし、頚部で括れ、

、縁部は短く外反。



24号住民跡十層註（Ａ－Ａ'）

１層黒褐色土ＦＰ、ローム粒子均質混入

２屑暗褐色土ＦＰ均質混入、焼土・カーボン粒子点在

３層暗褐色土ローム粒子混入焼土粒子点在

４層暗褐色土ローム粒子、焼土粒子点在

５層暗褐色土ローム粒子混入、焼土粒子点在

６層黒褐色土１層に酷似、ローム粒子少なく、Ｒ・Ｂ点在

７層黒褐色土ローム粒子混入、カーボン粒子、炭化材、Ｒ・Ｂ点在

８層暗褐色土ローム粒子混入、カーボン粒子、Ｒ・Ｂ点在

９層暗褐色土４層に酷似、４層よりやや均質

10層暗褐色土ローム粒子均質混入、焼土粒子点在

１１層暗褐色土ローム粒子、焼土粒子混入

121画暗褐色土ローム粒子均質混入、Ｒ・Ｂ点在、砂質

１３層暗褐色土１２層に酷似、１２層よりさらに砂質

１４屑にぶい黄褐色土ローム粒子混入

１５層暗褐色土砂質土混入物少ない

１６層暗褐色土焼十粒子と黒褐色土との混土、ローム粒子点在

１７層暗褐色土１６層に酷似、やや均質

１８層暗褐色土ローム粒子均質混入

１９層黒褐色土砂質で均質な層

２０層にぷい黄褐色土ローム粒子混入

丙⑩

1９1２ A’ ３１２１３６７ Ａ 

１８ 

24号住民跡士屑註（Ｂ－Ｂ'）

１層暗褐色土現耕作土

２層黒褐色土ＦＰ均質混入、ローム・焼土粒子点在

３１１２１暗褐色土ローム粒子・ＦＰカーボン・焼土粒子・炭化材点在

４層灰褐色土焼成灰、焼土粒子混入、カーボン粒子点在

５１国黒褐色土炭化材、カーボン粒子混入、焼土粒子点在

６層暗褐色土ローム粒子混入、カーボン粒子点在

７層暗褐色土ＦＰ均質混入、Ｒ・Ｂ点在

８屑暗褐色土カーボン粒子均質混入、ＦＰ、ローム粒子点在

９層暗褐色土ローム粒子混入、Ｒ・Ｂ点在

１０層にぷい黄褐色土Ｒ・Ｂ、ローム粒子混入、締まり強い

１１層暗褐色土８層に酷似、８１画よりローム粒子多く明るい

１２層にぷい黄褐色土ローム粒子混入、焼土粒子点在

１３層暗褐色土ローム粒子均質混入、Ｒ・Ｂ混入

１４層にぶい黄褐色土Ｒ・Ｂ混入

１ ７ 

Ｂ’ 

》一Ｂ 
0 Ｉ 

２ 

0 １０cｍ 
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第98図２４号住居跡・出土遺物

形状は検出された部分から方形が推測され､東西南北長４４ｍ前後を測る｡壁高は２～10cmが残存する。

床面は平坦を呈し、堅繊面が中央部分に広がり、西調査区壁の部分に焼土面がある。周溝は東辺に検出

され、1幅10cm、深さ８cmである。柱穴状の掘り込みは７カ所に検出されたが、主柱穴は不明である。炉

ZZ8 
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第99図２５号住居跡・出土遺物

社は検出されなかったが、西調査区壁で検出された焼土部分に可能性がある。貯蔵穴は検出されなかっ

た。遺物は手握ね土器と樽式土器、石田川式土器の破片等が出土した。

25号住居跡出土遺物(第99図）

１
２
 

口径（4.1)cln器高３．６ｃｍ底径４．０ｃｍﾐニチュア 色調褐色～黒褐色 胎土微砂粒 焼成良好 備考輪積整形で円筒形を呈する。ロ縁部に櫛
歯状工具による調整痕。

璽（土師） 色調褐色 胎土〃 焼成ノノ 備考樽式土器に比定される。簾状文､内面研
磨２と３は同一個体。

備考〃〃〃〃

備考石田川式土器に比定される。ハケ目によ
る整形痕。

麺（土師）

麺（土師）

Bｉ 色調〃

色調黒褐色

胎土〃 焼成〃

焼成〃４ 胎土〃

26号住居趾（第100図）

Ｄ調査区の中央やや北寄りのH51グリットに主体を占めて検出され､北西部の一部が調査区外となる。

北方に25号住居社、南方に27号住居社があり、標高136.50ｍ付近に位置する。

形状は方形を呈すると考えられ、規模は一辺が3.7～3.8ｍ前後を測る。東辺の中央から北には長さ１

ｍ、最大1幅16cmの半月状のテラスを設けている。壁高は38～53cmが残存する。床面は平坦を呈し、周溝

はカマド左袖部から北西隅に連続し、南辺中央やや東から南西隅にＬ字状に検出された。幅20cm前後で

深さ５cm程である。柱穴は南壁下にあり、主柱穴は検出されなかった。

カマドは東辺の中央やや南寄りに暗褐色粘質土で構築されている。焚き口から煙道部まで1.4ｍ､張り

出し80cmを測る。焚き口幅は55cmで焼成部に向けて浅い皿状の窪みを設け、煙道部は垂直気味に立ち上

がる。貯蔵穴は南東隅に設けられ、３０cm前後の円形で深さ25cmである。遺物は南壁下に甕、覆土中から

坏が出土した。

ZZg 

ﾐニチュア

奥（土師）

頚（土師）

麺（土師）

ﾛ径（4.1)c、器高３．６ｃｍ底径４.Ｏｃｎｌ 色調褐色～黒褐色

色調褐色

色調〃

色調黒褐色

胎土微砂粒

胎土〃

胎土〃

胎[：〃 率〃〃〃成成成成焼焼焼廃
備考輪澱整形で円筒形を呈する。ロ縁部に楢

歯状工具による調整摸。

備考樽式土器に比定される。藤状文、内面研
磨２と３は同一個体。

備考

備考

ノノ""〃

石田川式土器に比定される。ハケ目によ
る整形痕。



26号住居跡出土遺物(第10o図）

麺（土師）

坏（〃）

１ 口径２１．７ｃｍ器高(28.4)cｍ

口径１２．２ｃｍ器高２．９ｃｍ

色調褐色 胎土微砂粒

胎士〃

焼成良好

焼成〃

備考
、 色調淡褐色 備考平底気味の底部から緩やかに内湾するロ縁

部へ移行。ロ縁部横撫、底部へラ削り。
〃（〃） 口径(12.4)cｍ器高３．１ｃｍ３ 色調褐色 胎土〃 焼成〃 備考〃〃〃〃
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26号住居跡土屈註（Ａ－Ａ'）

１層暗褐色土ＦＰ、ローム粒子均質混入、焼十粒子点在

２層にぶい黄褐色土Ｒ・Ｂ多丘混入、焼十粒子混入

３層暗褐色土Ｆ・Ｂ均質混入、ＦＰ点在、ローム粒子混入

４層暗褐色土Ｒ・Ｂ粒子の混入鉦やや多い、焼土粒子Ｂ点在

５層暗褐色土Ｒ・Ｂローム粒子、暗褐色土の混土、焼土Ｂ粒子点在

６層暗褐色土Ｒ・Ｂ、ローム粒子混入、焼土粒子点在

７層褐色土やや乱れたローム質土

８層暗褐色土ローム粒子、Ｂ均質混入、焼土粒子点在

９層黒褐色土ローム粒子均質混入、Ｒ・Ｂ点在、焼土粒子点在

１０層にぶい黄褐色土ローム粒子Ｂ均質混入

１１層暗褐色土やや砂質、ローム粒子均質混入

１２層暗褐色土Ｒ・Ｂ粒子混入、焼土Ｂ、黄白伍粘十Ｂ点在

１３層暗褐色土ローム粒子均質混入、Ｒ・Ｂ、焼＋鈴子点在

１４層暗褐色土ローム粒子、黄白色粘十粒子、焼土粒子点在

層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
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６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
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７
 

１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
 

赤褐色土～黄褐色土黄白伝粘十Ｂと焼土Ｂ混土

暗褐色土ローム粒子均質混入焼土粒子点在

にぷい赤褐色土焼十続子、ローム粒子混入

暗褐色土Ｒ・Ｂ、焼土Ｂの混土

にぷい黄褐色土Ｒ・Ｂ粒子の混土

暗褐色土Ｒ・Ｂ粒子混入、焼土粒子点在

暗褐色土Ｒ・Ｂ粒子、暗褐色土の混土、焼土粒子点在

にぷい黄褐色土１９層に酷似、１９層よりやや暗い

にぶい黄褐色土Ｒ・Ｂと暗褐色土との混土、焼十対子点在

暗褐色土焼土粒子均質混入、焼土Ｂ点在

暗褐色土ローム粒子玲焼土粒子均質混入

暗褐色土黒褐色土、ローム粒子の混土、焼土粒子点在

にぷい黄褐色土Ｒ・Ｂ点在するやや不均質のローム質土

第100図２６号住居跡・出土遺物

27号住居跡（第101～103図）

Ｄ調査区の中央付近でＧ47.48グリットに跨がって－部が検出され、その主体は道路敷に及ぶ。標高

136.10ｍ前後に位置し、南東隅部が28号住居跡と重複する。新旧関係は本住居跡が新しい。

形状は検出部から方形を呈すると考えられ、東辺（4.95）ｍを測る。壁高は40～45cmが残存する。床

面はほぼ平坦を呈する。周溝は南東隅に検出され、1幅25cm前後で深さ10cm程を測る。柱穴は２ヶ所にけ

ZZU 

喪（土師）

坏（〃〕

（〃）

、径２１．７ｃｍ器高(28.4)ﾛ、

口径１２．２ｃｍ器高２．９ｃｍ

口径(12.4)ﾛ、器高３．１ｃｍ

色調

色調

褐色

淡褐色

色調褐色

胎土微砂粒

胎土〃

胎土〃

焼成良好

焼成〃

焼成〃

備考

備考 味の底部から緩やかに内湾するロ緑
行。ロ緑部t9Q撫、底部へラ削り。

備考〃〃〃〃
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27号住民跡十層註（Ａ－Ａ'）

１層暗褐色土現耕作土

２層暗褐色土砂質で均質

３層暗褐色土ローム粒子、Ｒ・Ｂ混入

４層暗褐色土ローム粒子混入Ｒ・Ｂ点在

５層暗褐色土４層に酷似４層より混入するＲ・Ｂが少ない

６層にぶい黄褐色土Ｒ・Ｂ混入層

７層暗褐色土ローム粒子均質混入Ｒ・Ｂ点在

27号住居跡カマド土層註（Ｂ－Ｂ'）

１層暗灰褐色粘十少量のＦＰ、ローム粒焼土Ｂ含む

２層暗褐色土焼土Ｂ粒を含むカーボン粒暗

灰褐色粘十

３層焼土Ｂ褐色土含む

４層灰少迅の焼土粒

５層焼土Ｂ、灰の混土

６層暗褐色土９層に似るロームＢ少量

７層焼土Ｂ灰褐色土の混土

８層焼土Ｂ多量に含み、少丘のロームＢ混

９層暗褐色土少量の紡十対とロームＢ

１０層焼土Ｂ、灰層を斑点状に含む

１１屑注記漏れ

暗褐色土ローム粒子均質混入Ｒ・Ｂ点在

暗褐色土８層に酷似８層よりＲ・Ｂの量が多い

暗褐色土粒度の揃った均質層やや砂質Ｒ・Ｂ点在

暗褐色土１０回に酷似１０層より不均質でＲ・Ｂの量が多い

暗褐色土ＦＰ、ローム粒子、焼土粒子均質混入カーボン粒子点在

暗褐色土１２届に酷似１２層より混入物の粒度が小さい

にぶい黄褐色土ローム粒子均質混入

暗褐色土１２回に酷似混入物の粒度が大きい炭化材点在

黒褐色土ＦＰ均質混入Ｒ・Ｂ点在

暗褐色土揃った均質な層やや砂質焼土粒子点在

暗褐色土１６，１７層との境にＲ・Ｂを混入する

暗褐色土ローム粒子均質混入Ｒ・Ｂ点在

暗褐色土ローム粒子均質混入粒度の揃った均質な層Ｒ・Ｂ点在

層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
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第101図２７号住居跡

されたが、主柱穴は不明である。

カマドは東辺の中央やや東寄りに暗灰褐色粘土で構築され、袖部先端には礫を据えている。焚き口か

ら煙道部まで1.3ｍを測り、張り出しは45cmを測る。焚き口幅は40cmで､袖石の前面には長胴甕が潰れて

いる。中央部分には支脚に転用された長胴甕胴部下半片を伏せ、上部に台付甕を被せている。焚きロか

ら火床部分は窪み、煙道部は直線的に立ち上がる。貯蔵穴は南東隅寄りに設けられ、－部撹乱が及ぶ｡

規模は60×50cmの楕円形を呈し、内部に-段低い掘り込みがある。遺物はカマド内と貯蔵穴に集中し、

長胴甕．坏．編石等があり、カマドの補強材として使用された礫には刃研ぎ痕が残る｡

27号住居跡出土遺物(第102~103図）
１１長胴墾（土師)||口径２３．３ｃｍ器高(33.1)qｎ 色調褐色 胎土微砂粒焼成良好硫考底部を欠・直立気味に内湾する胴部を呈し、

ロ縁部は外反し開く。ロ縁部横撫、胴部縦
位へラ削り。

胎土粗砂粒焼成〃備考ロ縁部2/3,胴部下半欠。直立する胴部から
ロ縁部は外反し大きく開く。〃、〃

胎土〃焼成良好術考口縁部から胴部上半残存。頚部で括れ、ロ

囑蟄鑑人鍋;1勵く。〃、胴部
llll蓋(鯛薫liMl:：

色調赤褐色

色調褐色:Ⅱ 
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４〃（〃）

５〃（〃）

６壷（〃）

７台付聖（〃）

８坏（〃）

９〃（〃）

１０〃（〃）

,，〃（〃）

１２〃（〃）

１３〃（〃）

１４〃（〃）

１５〃（〃）

１６〃（〃）

１７坏（須恵）
１８ 

１９ 

２０編石

２１編石

２２カマド補強石

２３縄文時代中期催

色調〃

色調褐色～黒褐色
色調褐色～黒褐色

色調淡灰黄褐色

色調褐色

色調淡褐色～黒褐
色

色調褐色

色調淡褐色

色調<すんだ黒褐
色

色調褐色～黒褐色
色調褐色

色調褐色～黒褐色

色調淡榿色

色調〈すんだ灰褐色
さ２３３ｊｚ石厄學
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備考胴部中～下半残存｡胴部斜～縦位へラ削り･
備考底部～胴部下半。底部、外面へラ削り･

備考繍括鰯艤:繍弓i;M〕P字状に
備考胴部下半～脚台部残存｡二次焼成受け、器

面荒れ。休部内面研磨。

備考驚鶴識語諭艤欝璽今､帯
備考ほぼ完形。〃ロ縁部は短く内湾。

〃 〃

､肯考２/3残存。〃〃〃〃

備考1/2残存。〃ロ縁部は短く直立。
〃 〃

備考約1/2残存。平底気味で、〃内湾気味。
〃 〃

備考約1/2残存。丸底を呈し、〃〃〃
備考１/3残存。〃〃直立。

〃 〃

備考ｌ/3残存。平底気u末で、〃内湾･
〃 〃

i荷考１/2残存。やや歪んだ丸底、〃
〃 〃

備考轆鰄水弓l成型。底吝ドヘラ起こし。

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
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４
５
５
６
 備考端部に刃研痕が残る。

隆帯で区画された口縁部文様帯の区画内を縦位の沈線で充填する。

28号住居跡（第104～106図）

Ｄ調査区の中央付近でその主体をＧ46.47グリットに占めて検出された。標高136.00ｍ前後に位置し、

南西隅が僅かに調査区外となる。

形状は東西南北長が５ｍ前後を測る正方形を呈する。壁高は北壁が50cm弱、南壁が20～25cmが残存す

る｡床面はP17の西から南方部分にＬ字形の緩やかな傾斜面があり、中央部分から北東部分がやや窪む。

周溝は調査区外を除いてほぼ連続し、僅かに北東隅に途切れ部分がある。幅15cm前後、深さ５cm前後を

測る。柱穴は住居跡内に16ケ所、壁に重複して５ヶ所に検出された。内部に検出されたＰ,。Ｐ４・Ｐｕが

50cm前後の深さで、他は10～20cm程を測る。壁と重複するものは後世の所産と考えられる。

カマドは東辺の中央付近に灰褐色粘土で構築されている。焚きロから煙道部まで90cm、張り出しは５５

cmを測る｡焚き□1幅は40cm前後である｡貯蔵穴は検出されなかった｡遺物はP17の周辺に集中して長胴甕・

高坏・甑・坏等があり、覆土中から嘉祐通寶・鉄鍍が出土した。

28号住居跡出土遺物(第105~106図）

１壷（土師）口径(22.6)c、器高{17.3)c、

２長胴甕ｉ（〃）口径(20.4)c、器高(13.3)c、

３壷（〃）

４高坏（〃）ロ径１０．５ｃｍ器高５．４ｃｍl底径

５甑（〃）口径１９．１ｃｍ器高８．４ｃｍ孔径

色調淡褐色～淡赤褐胎土粗砂粒焼成良好備考胴部下半欠｡ロ縁部は｢<」の字伏に屈曲し
色て外反。ロ縁部横撫､胴部斜位へラ削り。

色調醤赤褐色~黒褐胎土微砂粒焼成〃備考口縁部'/4残存｡直立気味の胴部から口縁部は外反。〃〃横～斜位へラ削り。

色調褐色~<すんだ胎土〃焼成〃備考目欝底腰薔醤除F鵠鼠騨鵜黒褐色
部斜～横へラ削り。

6.3ｃｍ色調くすんだ褐色胎土〃焼成〃備考ほぼ完形。浅い坏部は体部とロ縁部の境
に稜。ロ縁部～内面横撫、坏部繊位、脚
柱部縦位へラ削り。

20cm色調褐色胎土〃焼成〃備考喜形E,灘ほ課題禦蠣灘｣E関
面横撫、外面へラ削り。

色調褐色胎土微砂粒焼成良好備考ロ縁部'/5欠・やや大振りの坏・丸底を呈
し、ロ縁部は短く内湾。〃〃

色調赤褐色胎土〃焼成〃備考約1/2残存。〃〃〃〃

色調褐色胎土〃焼成〃備考約3/5残存。〃〃〃〃
色調赤褐色胎土〃焼成〃備考’/4欠損。やや歪んだ丸底を呈し、〃

内傾。〃〃

色調褐色胎土〃焼成〃備考’/4残存。〃直立。
〃〃

色調<すんだ褐色胎土〃焼成〃ｉwｻﾞ老’/4残存。丸底を呈し、〃内湾。
〃 〃

色調淡赤褐色胎土〃焼成〃備考３/4残存。ロ縁部がやや歪tR。〃
〃〃〃

色調褐色胎土〃焼成〃備考２/3残存。〃〃直立。
〃 〃

色調<すんだ褐色～胎土〃焼成〃備考約'/2残存。〃〃〃〃
黒褐色

色調褐色胎土〃焼成〃備考’/4残存。体部とロ縁部の境に稜。
〃〃〃〃

色調淡褐色胎土〃焼成〃０桁老’/2残存。〃〃〃〃
色調褐色胎土〃焼成〃備考完形。〃〃〃〃
色調〃胎土〃焼成〃備考１/4残存。〃〃〃〃

色調青灰褐色胎土粗砂粒焼成良好備考天井部回転へラ削り、内面に蓋受け。
色調暗灰褐色胎土〃焼成〃備考〃〃
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28号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）

１層撹乱

２層褐色土ＦＲＲ.Ｂ、ローム粒含む

３層褐色土２層より暗く、焼土粒、Ｒ・Ｂ含む

４層暗褐色土焼土粒とローム粒含む

５層黒褐色土少量のローム粒含む

６層暗褐色土斑点状にＲ・Ｂ含む

７層暗褐色土多量の焼土粒、灰褐色粘土含む

８層黒褐色土暗褐色土とＲ・Ｂ、ローム粒含む

９層黒褐色土少量のＲ・Ｂ含む

10層暗褐色土

11層暗褐色土

12層暗褐色土

13層黒褐色土

14層暗褐色土

15層暗褐色土

16層暗褐色土

17層暗褐色土

ソフトでＲ・Ｂ含む

多量の焼土Ｂ灰褐色粘土Ｂ含む

少量の黒褐色土とＲ・Ｂ含む

少量Ｒ・Ｂ、カーボン粒含むＥ
Ｒ．Ｂ含む

焼土粒少量含む

砂質気味でローム粒含む

16層より暗く、ローム粒、Ｒ・Ｂ含む

Ｅ’ 1３６．０ 

28号住居カマド跡士層詳（Ｅ－Ｅ'）

1層暗褐色土ＦＲＲ.Ｂ含む７層

2層暗褐色土暗灰褐伍粘Ｆｋ少量の焼土粒含む８層

3層灰褐角粘十９層

4層暗褐色土１０層

5層焼土Ｂ暗灰褐色粘土焼土粒黒褐色土含む１１層

6層１層に似る

暗褐色土

暗褐色土

黄褐色土

褐色土

暗褐色士

４層に似るが焼土Ｂ多い

暗灰褐色粘土と少量のＲ・Ｂ含む

多量のローム粒Ｒ・Ｂ、焼土粒含みソフト

ローム粒焼＋粉含む

少量のローム粒含む

Ｉ
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1２５ 



￣､ 
---－－ 

｝ 

霜

■ 
謬蕊蕊；

:】

1 

､ 
三二三

一一、～ノノノーｊノノーーー
Ｆ１一一一

、、

二二二）
ロ

1４ 1３ 

1９ 

５ 1６ 

巴｣

２０ 

cｍ ０ ８ 

第105図２８号住居跡出土遺物(1)

Z２６ 



ｉ 
Ｌ 

鵬’

２
 

７
 

（、）ⅡⅡ（ｎＵ）

Ｕ 

Ｉ＞ 

」｢ラ
ヴ

ケ

０Ｊ 

｡､ﾛ 

ノ

／ 

，‘７ 

■｣ 

Ｕ 

Ｊ
や

□ａ 
2６ 

５０ｍ 
＝ 

10cｍ 

０２７ 2４ 

、５ｃｍ 。 2５．２６ 

第106図２８号住居跡出十遺物(2)
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石質輝石安山岩
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８
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さ
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青
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重
重
亟
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ｍ
ｍ
ｍ
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ｍ
ｍ

色
色
８
１
２
幅
５
９

５
４
０
１
１
１
 

；|鱸総鯛鰯I鵲鰯脅
２１麺

２２〃

|;1霧

(須恵）

（〃）

長さ１２．６ｃｍ幅7.0ｃｍ厚み

長さ１０．９ｃｍ1幅６－７ｃｍ厚み

長さ４．２ｃｍl胴２．０ｃｍ厚み

径２．４×2.4ｃｍ孔径0.7×0.7ｃｍ厚み

長さ３－３ｃｍ幅３．０ｃｍ厚み

長さ４．４ｃｍ幅４－１ｃｍ厚み

備考無茎錐で五角形を呈し、穿孔を有する。

備考嘉祐通賓(1056年初鋳)、槽書。

備考円孔を穿つ゜艦篭

29号住居跡（第107～110図）

Ｄ調査区の南寄りでH44グリットポイントをほぼ中心として検出された。西方に30号住居跡、南方に

31号住居跡が隣接し、標高13560ｍ前後に位置する。本住居跡は建て替え並びに重複関係から４軒が存

在した可能性がある。新しい住居から古い11項に住居名を29Ａ～29Ｂ・２９Ｃ・２９Ｄとした。

２９Ａ住居跡は29Ｂ住居跡の中央部分から東方にすっぽりと入り、土層断面と遺物の出土状況からその

存在が判断された。形状。規模は約半分程が調査区外の東に及ぶ為に明確でない。形状は方形を呈する

と考えられ、南北長３ｍ、北辺(2.1)ｍ程を検出した。壁高は50cm前後が残存し、床面は平坦を呈する。

周溝は調査区の壁面に確認された。柱穴は検出されず、カマド゜貯蔵穴は調査区外に及ぶ。遺物は高台

付椀・須恵器壷・甕片がある。

２９Ｂ住居跡はカマドの一部を除いてほぼ全容が検出された。形状は南北に長い隅丸方形を呈し、南北

長4.4ｍ、東西長3.4ｍ前後を測り、壁高は20～70cmが残存する。床面は堅繊な平坦面を呈する。柱穴は

検出されず、周溝は南東部を除いてほぼ連続する。カマドは東辺の中央部分に白灰色粘土によって構築

され、焚き口幅は45cmを測る。貯蔵穴は南東隅に設け、遺物は須恵器坏・高台付椀、灰釉陶器、羽口等

Z２７ 
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29号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）

※１～７層（29号Ａ住居跡覆土）・８層（29号住居跡掘り方)、９～19層（29号Ｂ住居跡覆土)、２０層（29号Ｃ住居跡覆土）
１層暗褐色土ローム粒、ＦＰ、Ｒ・Ｂ、焼土粒、カーボン粒含み砂質１１層暗褐色土ローム粒、焼土粒、カーボン粒を含む
２層暗褐色土ローム粒、Ｒ・Ｂ、焼土粒含む１２層暗褐色土１１層に似るがローム粒多く含む
３層暗褐色土ローム粒、Ｒ・Ｂ、焼土粒、カーボン粒含む１３層暗褐色土ローム粒、カーボン粒を含む
４層暗褐色土ローム粒、Ｒ・Ｂ、焼土粒、カーボン粒含む１４層暗褐色土１３層に似るが粒度が大きい

５層暗褐色土ローム粒を多量、Ｒ・Ｂ、焼土粒、カーボン粒含む１５層にぶい黄褐色土Ｒ・Ｂを含む

６層暗褐色土５層に似るが焼土粒多く含む１６層暗褐色土ローム粒、カーボン粒、焼十粉、Ｒ・Ｂを含む
７層暗褐色土５．６層に似るが混入物の粒度が小さい１７層暗褐色土ローム粒を含む

８層暗褐色土Ｒ‐Ｂを均質に含む１８層にぶい黄褐色土Ｒ・Ｂを含む
９層暗褐色土ＦＰ、ローム粒、焼土粒、カーボン粒を含む１９層暗褐色土Ｒ・Ｂを均質に含む

１０層黒褐色粒カーボン粒を含む２０層暗褐色土ローム粒、焼土粒、少量のＲ・Ｂを含む

第107図２９号住居跡
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が点在して出土した。

２９Ｃ住居跡は29Ｂ住居跡を－回り大きくした規模で、２９Ｂ住居跡と西辺の一部を兼用する箇所が見ら

れる。カマドと貯蔵穴は重複関係にあり、２９Ｂ住居跡のカマドによって左袖部を破壊されている。貯蔵

穴は29Ｂより－回り大きな規模で東西に長い楕円形を呈する。遺物は残存する東と北西隅の床面に須恵

器坏等が出土した。

２９Ｄ住居跡はその大半を29Ｃ住居跡によって破壊され、南辺と北部分が僅かに残る。形状は方形を呈

すると考えられ､南北長5.3ｍで､壁高は残存の良い北壁で45cmを測る。南北壁下には部分的に周溝を検

出したが、柱穴・カマド・貯蔵穴は不明である。出土遺物は皆無であった。

２９Ａと29Ｂ住居跡の出土遺物は作業時の不手際から明確な出土状況を把握できなかったものがある。

29号住居跡出土遺物(第108~110図）

備考外面縦位のへラ削りで、スス付着。

備考酸化炎焼成、轆轆水引成型。付高台で底
部回転糸きり未調整。

備考還元炎焼成、〃、〃

備考広口壷の肩部、外面に整形痕。

備考所謂「．の字ロ縁」を呈するロ縁部片。

備考

底径３．７ｃｍ

口径１４．０ｃｍ器高5.0ｃｍ底径(5.7)c、

色調暗赤褐色

色調黒褐色～褐色

胎土粗砂粒

胎土〃

焼成良好

焼成〃

郵（土師）

高台付椀（須恵）

１ 

２ 

色調黒色～灰褐色

色調灰褐色

色調赤褐色

色調褐色

胎土〃

胎土微砂粒

胎士〃

焼成良

焼成良好

口径１４．５ｃｍ器高５．８ｃｍ底径６．９ｃｍ〃（〃）

壷（〃）

喪（土師）

３ 

４ 

口径(19.6)cｍ器高(6.2)cm

p径(18.4)cｍ器高(8.4)cnl

口径１３．２ｃｍ器高３．７ｃｍ底径(6.6)cｍ

口径(12.9)c、器高4.0ｃｍ底径(4.8)cｍ

口径(14.6)cln器高(4.6}c、

焼成〃５ 

胎土〃 焼成〃〃（〃）

伯
□

色調明灰褐色 胎土粗砂粒

胎士微砂粒

胎土粗砂粒

胎土〃

焼成〃

焼成〃

備考轆轆水引成型。底部回転糸きり未調整。

備考〃〃

坏（須恵）

〃（〃）

７ 

色調灰褐色

色調黒褐色～灰褐色

８ 

高台付椀（〃）

〃（〃）

焼成〃

焼成〃

備考〃高台付椀の体部片。

備考〃還元炎焼成、内底に重ね痕、
付高台で回転糸きり未調整。

備考〃付高台で回転糸きり未調整。

備考〃体部下半は撫調整､付高台で
回転糸きり未調整。

９ 

底径６．４ｃｍ 色調灰褐色10 

底径(6.5)Cl、

口径(14.5)cｍ器高５．９ｃｍ底径(5.4)c、

色調〃

色調〃

〃（〃） 胎土微砂粒

胎土粗砂粒

焼成〃

焼成〃

1１ 

〃（〃）1２ 

高台付椀（灰釉）

〃（〃）

ﾛ径(14.0)cｍ器高３．０ｃｍ底径(6.4)cｍ

器高４．２ｃｍ

器高(2.1)c''1紐径２．７ｃｍ

色調

色調

胎土 焼成

焼成

焼成良好

焼成〃

備考1３ 

胎土 備考

備考環状の紐、天井部回転へラ削り。

１４ 

蓋（須恵） 色調灰褐色

色調灰褐色

胎土微砂粒1５ 

備考頚部～戸部片で外面に自然釉。
行叩目、内面は磨り消し？

翌（〃） 胎土〃 外面は平1６ 

重さ５６１９羽ロ1７ 

色調淡褐色～褐色

色調赤褐色

変（土師） 口径(12.9)c、 備考小型台付翌の口縁部片？

備考内面に暗い柿渋色と黒色でコーティン
グ。※分析結果参照。

備考轆魍水引成型。底部回転糸きり未調整。

備考〃還元炎焼成、付高台で回
転糸きり末調整。

備考〃酸化炎焼成、〃
〃、内底は斑点状剥がれ。

備考墨書土器外面体部に墨書。

備考墨書土器内外面の体部に墨書。

備考墨書土器外面に墨書。

備考轆轤水引成型。断面三角形の付高台で回
転糸きり未調整。

備考

備考紐の形状は偏平な宝珠形。

備考頚部片

備考頚部片

備考喪のロ縁部片

備考外面平行叩目

備考外面平行叩き目、内面？

備考轆轆水引成型。底部へラ起こし？

備考〃底部回転へラ削り。

胎十〃

胎十〃

焼成〃

焼成〃

1８ 

〃（〃）1９ 

口径(12.4)cｍ器高３．７ｃｍ底径(6.0)cｍ

器高(4.6)cｍ底径(5.8)c、

色調灰褐色

色調灰褐色

坏（須恵） 胎土粗砂粒 焼成〃剛

高台付椀（〃） 胎土微砂粒 焼成〃2１ 

器高(3.2)cnl底径(7.1)c、 焼成〃〃（〃） 色調<すんだ淡灰褐色 胎土〃2２ 

色調<すんだ灰褐色

色調灰褐色～黒褐色

色調淡白色

坏？（〃）

高台付椀（〃）

胎土〃

胎土〃

焼成〃昭

焼成〃2４ 

坏（〃） 胎土〃

胎土微砂粒

焼成〃

焼成〃

暇

高台付皿（〃） 口径(12.8)cJn器高２．８ｃｍ底径(7.1)c、 色調灰褐色2６ 

高台付椀（灰釉） 底径(7.2)cｍ

器高(1.2}cｍ紐径3.0ｃｍ

色調灰白色

色調灰褐色

胎土 焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成〃

2７ 

蓋（須恵） 胎土微砂粒

胎土〃

2８ 

蕊（〃）

〃（〃）

色調黒褐色

色調青灰褐色

鵬

胎土粗砂粒

胎土微砂粒

胎土粗砂粒

胎土微砂粒

胎土粗砂粒

胎土微砂粒

3０ 

〃（〃） 色調灰褐色

色調灰褐色

色調淡灰褐色

色調灰褐色

3１ 

〃（〃）躯

〃（〃）3３ 

底径(7.3)c、坏（須恵）

〃（〃）

3４ 焼成〃

焼成〃口径(11.1)c''1器高{4.1}c、 色調灰白色3５ 

30号住居跡（第111図）

Ｄ調査区の南方でＦ・G43グリットに跨がって検出された。東方に29号住居跡、南東方向に31号住居

跡が隣接し、標高135.50ｍに位置する。

形状は南西部分に撹乱が及び、東辺が丸みを呈する東西に長い方形である。規模は東西長3.5ｍ、南北

長2.8ｍ前後を測る。壁高は36～51cmが残存する。床面は緩やかにカマド方向に傾斜する。周溝･柱穴は

検出されなかった。
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土土士土上士士上士士士土上士土土

土土土土士士士士士土上上上上士土士士
胎胎胎胎胎胎胎胎胎胎胎胎胎胎胎胎

胎胎胎胎胎胎始胎胎胎胎胎胎胎胎胎胎胎

”〃良噸〃〃〃〃〃〃〃〃
噸〃

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
成成成成成成成成成成成成成成成成

成成成成成成成成成成成成成成成成成成
焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼

焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼
考考考考考考考考考考考考考考考考備備備備備備備備億億備備備備備鮒
備考

備考

外面縦位のへラ削りで、スス付着。

酸化炎焼成、純櫨水引成型。付高台で底
部回転糸きり未調整。

還元炎焼成、〃、〃

広、壷の肩部、外面に整形痕。

所謂「．の字ロ緑」を呈するｕ緑部片。

轆樫水ﾘl成型。底部回転糸きり未調整。

〃〃

〃高台付椀の休部ﾊﾞｰ。

〃還元炎焼成、内底に意ね痕、
付高台で回転糸きり未訓整。

〃付高台で回転糸きり未調整。

回転窪刎騨r半ば撫瀧塾付高台で

環状の紐、天井部回転へラ削り。

噸部～肩部片で外面に自然杣。外面は平
行叩日、内面は贈り消し？

小型台付喪の口縁部片？

内面に暗い柿渋色と黒色でコーティン
グ。蕊分析結果参照。

Mi考鯉蝋水引成型。底部回転糸きり未調整。

IWi者〃還元炎焼成、付I奇台で回
転糸きり末調整。

備考〃
〃

硝考縄害+器

備考墨書P上鶚

備考

備考

備考

備考

備考

備考

備考

酸化炎焼成、〃
、内底は斑点状剥がれ。

外面休部に墨書。

内外面の体部に墨書。

鍋書｣{二器外面に墨書。

1噸Mi水弓l成型。断面三角形の付高台で[。
転糸きり未調整。

ｉ班の

頚部

形状は１１前平な宝珠形。

片

頚部片

喪の「]織部片

備考外面平行ﾛljH

備考外面平行叩き目、内面？

備考轆極水引成型。底部へラ起こし？

備考〃底部同転へラ削り。
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第108図２９号住居跡出十遺物（１）
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第109図２９号住居跡出土遺物(2)
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第110図２９号住居跡冊十遺物(3)

３０号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）

１層褐色土少量のＦＰ、小ロームＢ粒含む

２層褐色土１層より暗い、ロームＢを斑点状に

３屑暗褐色土１層より暗い、少量のローム粒

４層褐色土ロームＢ、ローム粒、少量の暗褐色土Ｂ

Ａ′５層暗褐色土少量のロームＢと灰褐色粘土含む
￣６層褐色土多量のロームＢ、ローム粒含む

７層褐色士２層に似るが、ロームＢの含有少

８層褐色土ロームＢ、ローム粒を斑点状に含む

９層暗褐色土粘性をおび、少量のロームＢ含む

１０層褐色士ロームＢ、小ロームＢを少量含む

１１層暗褐色土ローム粒

１２層黒褐色土

１３層暗褐色土９層より明るい

１４層暗褐色土ローム粒、黒褐色土

１５層暗褐色土ローム粒、黒褐色土、灰褐色粘土

１６層灰褐色粘土暗褐色土とロームＢ

１７層灰褐色粘土黒褐色粘土Ｂ、暗褐角士含む

△可

Ｉ 

Ａ 1３５９ 

１ 

ロ １０cｍ 

第111図３０号住居跡・ｌＨ十遺物

１３２ 



カマドは東辺の北寄りに黒褐色粘質土で構築され、主軸はＮ－７５ｏ－Ｅにとる。焚き口から煙道部まで

1.2ｍで70cm程張り出す。焚き口幅は40cmを測る。貯蔵穴は検出されず､遺物は覆土中から鉄鎌片と縄文

中期の土器片が出土したのみであった。

30号住居跡出土遺物(第''1図）

Ⅲ 
鉄鎌 重さ３６．８ｇ

縄文時代中期平口縁を呈し、突起を付す。隆帯により文様を施し、地文は撚糸文。

Ａ A’ 

31号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）

１層暗褐色砂質土現耕作土

２層暗褐色砂質土道路跡ラミナを数枚椛成

３層黒褐色土ＦＰ、ローム・焼土・カーボン粒子点在

４層暗褐色土ＦＰローム粒子均質Ｒ・Ｂ、焼土粒子点在

５層黒褐色土ローム粒子混入ＦＰ・焼土粒子.Ｒ・Ｂ点在

６層暗褐色土ローム粒子混入

７層暗褐色土ローム粒子混入ＦＰ。Ｒ・Ｂ、焼土粒子点在

８層黒褐色土ＦＰ均質混入ローム粒子均質混入

９層暗褐色土ローム粒子均質混入Ｒ・Ｂ点在

１０層暗褐色土ローム粒子混入

１１層暗褐色土ローム粒子・ＦＰ混入焼十織干、Ｒ・Ｂ点在

１２層にぶい黄褐色土Ｒ・Ｂ、暗褐色土、ローム粒子の混土

１３層にぶい黄褐色土１２層に酷似１２層より粒度大きい

、
Ａ Aノ1３６，０ 
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31号住居跡（第112図）

Ｄ調査区の南方でH42グリットにその主体を占めて検出され、カマドの構築されている東辺は調査区

外に及ぶ。南辺の東方で道路杜が走行する。北方に29.30号住居跡が隣接し、標高135.40ｍ前後に位置

する。形状は東西に長い方形を呈し、規模は西辺3.4ｍ、南辺（４）ｍを測る。壁高は24～60cmが残存す

る。床面はほぼ平坦を呈する。周溝は南辺中央付近から西辺、北辺と連続し、幅20～25cmで深さ４～９

cmを測る。柱穴は検出されなかった。カマドと貯蔵穴は東方の調査区外に及ぶと考えられる。特殊遺物

として覆土中より、「大兒万財□」と書かれた２の坏底部片が出土。、

31号住居跡出土遺物(第112図）

椀（土師） 口径(20.6)cｍ器高（7.9)cｍ底径１０．８ｃｍl色調淡褐色～褐色｜胎土微砂粒|焼成良好|備考１ 底部から内湾し、ロ縁部は直立。口唇
部を尖り気味とする。ロ縁部～内面横
撫、外面と底部へラ削り。

坏（土師）

長頸壷（灰釉）
色調褐色胎土〃焼成〃備考墨書十器。底部へラ削り。

色調灰白色胎土〃焼成〃備考頚部片でロ縁部を欠損。３本の沈線を
巡らす。

底径（8.4)cｍ色調灰白色胎土〃焼成〃備考底部回転糸きり後、部分的に手持ちへ
ラ削り。

色調灰褐色～暗灰褐色胎土〃焼成〃備考底部回転へラ削り。

色調灰白色～灰褐色胎土〃焼成〃備考底部回転糸きり後､周縁部回転へラ削り。
色調黒褐色胎土〃焼成〃備考外面平行叩き目、内面横撫。

紐径（5.3)cｍ色調青灰褐色胎土粗砂粒焼成〃備考偏平な環状鉦、天井部回転へラ削り。
長さ１１．９ｃｍ幅９．４ｃｍ厚さ５．４ｃｍ重さ６９３９石質輝石安山岩

2 

３ 

坏（須恵）４ 

５ 〃（〃）

〃（〃）

壷（須恵）

蓋（〃）

凹石

６ 

８ 

９ 

32号住居跡（第113～116図）

Ｅ調査区の北西隅でＦ３６．３７グリットに跨がって検出され、西方の道路敷にその一部が係る。南東方

向で33号住居跡が隣接し、標高134.60ｍ前後に位置する。

形状は５～5.2ｍの方形を呈し、主軸はＮ－５６ｏ－Ｅにとる。壁高は44～64cmが残存し､床面はほぼ平坦

を呈する。周溝は南辺と東辺のカマド左袖部から北東隅に検出され、幅15～20cm、深さ５cm前後を測る。

柱穴は南壁下の中央部分に検出された。

カマドは東辺の中央やや南寄りに構築され､焚き口から煙道部まで1.2ｍで、３０cm程張り出す。両袖部

先端には礫を据えている。焚き口幅は35cmで、火床は緩やかに窪む。煙道部は直立気味に立ち上がり、

有段を設けている。貯蔵穴は南東隅に設けられ､８０×86cmの円形で深さ60cm前後を測る。遺物はカマド・

貯蔵穴と南壁沿いに長胴甕。坏・砥石。編石等が出土した。

32号住居跡出土蘆物(第114~116図）

１長胴甕（土師）口径１６．８ｃｍ器高26.0ｃｍ底径３．５ｃｍ色調褐色～黒褐色胎土粗砂粒焼成良好備考完形で胴部の一部が歪む。細長い瓜形の
胴部、ロ縁部は直線的に開く。ロ縁部横
撫、胴部へラ削り。

２〃（〃）口径(21.2)cｍ器高{20.0)c、色調淡褐色～褐色胎土〃焼成〃備考ロ縁部～胴部中位1/4残存｡胴部上位やや
肩張、口縁部は外反。胴部横位～縦位へ
ラ削り。

３〃（〃）口径(18.0)cｍ器高{17.0}c、色調褐色～暗褐色胎土〃焼成〃備考〃～胴部下位1/2残存。小型の長胴
喪。胴部に粘土付着。胴部斜位～縦位へ
ラ削り。

４〃（〃）口径(19.7)cｍ器高{14.2)c、色調淡褐色～赤褐色胎土〃焼成〃備考〃～胴部中位1/2残存。頚部で括れ、
ロ縁部は外反。口縁部横撫、胴部縦位の
へラ削り。

５〃（〃）口径(21.0)cｍ器高{15.8}c、色調<すんだ褐色～胎土〃焼成〃備考〃～胴部中位1/5残存。
黒褐色〃〃〃〃

６〃（〃）口径２１．８ｃｍ器高｛8.6}c、色調褐色～黒褐色胎土粗砂粒焼成〃備考口縁部2/3残存。口縁部に歪み。
〃"〃〃

７〃（〃）色調褐色～黒褐色胎土〃焼成〃備考l同部縦位のへラ削り

８坏（土師）口径(12.3)c、器高５．５ｃｍ色調灰褐色～黒褐色胎土微砂粒焼成〃備考１/2残存｡体部とロ縁部の境に稜｡ロ縁部は
直立。ロ縁部～内面横撫､底部へラ削り。

９〃（〃）口径１２．６ｃｍ器高４．０ｃｍ色調淡褐色胎土〃焼成〃備考２/3残存。〃〃
外反。〃〃

10〃（土師）口径１２．７ｃｍ器高4.0ｃｍ色調褐色胎土〃焼成〃備考ロ縁部1/3欠損。〃〃
直線的に開く。〃〃

１１〃（土師）口径１１．５ｃｍ器高４．１ｃｍ色調赤褐色胎土粗砂粒焼成〃備考ほぼ完形。〃〃
外反。〃〃

１２蕊（須恵）色調淡灰褐色胎土〃焼成〃備考胴部片。外面磨り消し、内面青海波。

１３砥石長さ８．２cnl幅３．５ｃｍ厚さ4.0ｃｍ重さ２２１９石質流紋岩備考

１４編石長さ１２．４ｃｍ幅５．５ｃｍ厚さ４．８ｃｍ重さ４５８９石質輝石安山岩

１５編石長さ１４．５ｃｍ幅５．８ｃｍ厚さ３．２ｃｍ重さ７７０９石質無斑晶安山岩

Z3４ 

剛Ⅷ織巍〃〃露〃ＩくＩＩＩＩくく
一軍

椀坏慰坏〃〃壷蓋四石
口径〔2〔16)cnl器高（7.9)cｍ底径１０．８ｍ

底径（8.4)c、

紐径（5.3)c、

長さ１１．９ｃｍ幅９．４ｃｍ厚さ５．４ｃ､]Ｚ

色訓淡褐色～褐色

色訓褐色

色調灰白色

色調灰白色

色調灰褐色～暗灰褐色
色調灰白色～灰褐色

色調黒褐色

色調育灰褐色
ざ６９３９石質輝石

農艤iiW1蕊溌:iii
，ラ削り。

胎.･ｆ〃焼成〃備考底部回転糸きり後、部分的に手持ちへ

蓬壜｜釧議|艤護灘鱸$？



｣議農!\鵬i鰹濡文雛鶏,:総鯛騨驍腫巡…8とh-,圃体。
平口縁を呈し、口唇部を短く外反させる。沈線文により、半円文等を配す。

口縁部文様帯はコイル状に刻み目を施す横位環状突起を付し、横位平行沈文と交互刺突文を配す。
把手部分を欠損。隆帯により横位区画を施市、区画内を沈線文を縦位と横位で充填する。
浅鉢の口縁部片と考えられ、口唇部を錨状に尖らせる。僅かであるが口唇部内面に朱彩が残る。
背割り隆帯により、楕円区画文を繋ぐロ縁部片。

隆帯による意匠文と縦位の沈線文を施す。

背割り隆帯により、口縁部文様を意匠する。

無文帯で「く」の字状に屈曲する口縁部片。隆帯を縦位や斜位に施す。内面も丁寧に研磨されている。
頚部～底部付近の個体で、頚部には隆帯を横位に巡らし、縦位にＲＬを充填する。

|鬘繍illll蕊illi篭蝋…

１６編石

１７縄文時代中期

１８縄文時代中期

１９縄文時代中期

２０縄文時代中期

２１縄文時代中期

２２縄文時代中期

２３縄文時代中期

２４縄文時代中期

２５縄文時代中期

２６縄文時代中期

２７縄文時代中期

２８打製石斧

２９打製石斧

３０磨石

３１多孔石

33号住居跡（第117図）

Ｅ調査区の北方でその大半がＦ35.36グリットに跨がって検出され、Ｊ９号住居跡を切って構築され

ている。南西方向に34号住居跡、北西方向に32号住居跡が隣接し、標高134.50ｍに位置する。

形状は南北に長い隅丸方形を呈する｡規模は東西辺が4.35ｍ､北辺3.4ｍ､南辺３ｍを測り､南北辺がカ

マド部分で40cm程食い違う。床面はほぼ平坦を呈し、周溝は東辺の中央から西辺の中央付近まで連続し、

僅かに途切れて南西部分にも検出された。幅15～20cm､深さ２～９cmを測る。柱穴は検出されなかった。

カマドは東辺の南寄りに灰褐色粘土で構築され､側壁に須恵器の大甕片を補強材として使用している。

焚き口から煙道部まで85cm、張り出しは55cmを測る。火床は浅い皿状の窪みを呈し、煙道部は垂直に建

ち上がる。貯蔵穴は南東隅に設けられ、形状は隅丸三角形を呈する。遺物は点在し、緑釉陶器と北西隅

で鉄斧が出土した。

33号住居跡出土遺物(第117図）

Ｉ
 

鰄恥……鞠|識:…壜膳:::|籔::隅鱗灘…２ 
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蟇|叱駈jWV輯｡讓彌に蝋|鰭…|…露鰊
縄文時代中期有節沈線文を横位に施す

４ 

５ 

６ 

７ 

34号住居跡（第118図）

Ｅ調査区の北寄りでＥ３４．Ｆ34グリットに跨がって検出され、その大半を調査区外の道路敷であるE

34グリットに占める。南方に36号住居跡、北方に33号住居跡があり、標高134.10ｍ前後に位置する。

調査された部分はカマドが構築されている束辺から南辺の一部であり、形状と規模は不明確である。

主軸はＮ－５５ｏ－Ｅにとる。検出された東辺（2.5）ｍ、南辺（1.2）ｍを測り、壁高は17～20cmが残存す

る。床面はほぼ平坦で、周溝と柱穴は検出されなかった。

カマドは東辺の中央やや南寄りに灰褐色粘土で構築され、張り出しの煙道部付近を近世と考えられる

長方形の土坑で破壊されている。焚き口から煙道部まで83cm、張り出しは40cm前後を測る。貯蔵穴は南

東隅で、カマド右袖の脇に設けられている。形状は50×45cmの円形を呈し、深さ37cmを測る。遺物は覆

土中から縄文時代中期の土器片と打製石斧の２点が出土した。

34号住居跡出土遺物(第118図）

Ⅱ 
縄文時代中期

打製石斧｜長さ5.7cm幅４３cm厚さL4cm重さ４．５９石質無斑晶安山岩

Z3５ 

蝿（土師）

高台付皿（緑釉）

高台付椀（鎖恵）

〃《ノノ）

艶（〃）

鉄斧

縄文時代LP期\

…蝋,:|篭警訓蟄艤;…ili。
長さ９．５CmI1K１４．２Ｅ、厚さ

節沈線文を横位に施す

2.3ｃｍ 

｜色調灰褐色
重さ１]９９

胎士焼成｜備考轆樋水Ｉ｣l成型･全面に施柚する｡

篭:!:鑿fi1jllliilWi::riii鞭“

34号住居跡出土遺物〈第118回）
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134.7Ｂ’ Ｂ 
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1;〃!〃〃K２ 1ｍ 

32号住居跡土層註（Ｂ－Ｂ'）

１届暗褐色土少量の焼土Ｂ含む

２層褐色土焼土Ｂ、ロームＢ、暗褐色土含む

３層黒褐色土暗褐色土含む

４層灰褐色粘質土多量の焼土Ｂ含み、暗褐角十混

５層灰褐色粘質土

６層暗褐色土少鼓の焼土Ｂ混土

７層暗褐色土６層より焼±多い

８層暗褐色土焼土Ｂ多く含む

９回褐色土１２層に似るが、少量黒褐色土含む

１０層灰層と焼土

１１層灰褐色粘土

１２層褐色土焼土Ｂ少趾含む

32号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）

１層暗褐色土ローム粒子、ＦＰ混入、Ｒ・Ｂ微鉦点在

２層暗褐色土黒色土Ｂ、Ｒ・Ｂ、ローム粒子、焼土粒子微量点在

３層暗褐色土ローム粒子、ＦＰ混入、Ｒ・Ｂ少赴、焼土粒子微且点在

４層暗褐色土黒色土Ｂ、Ｒ・Ｂ、ローム粒子、ＦＰ少量混入

５層暗褐色土粒度が揃った均質層、ローム粒子均質混入

６層暗褐色土５個より明るいローム粒子、焼土粒子微量点在

７層暗褐色土灰褐色粘土粒子均質混入

８層暗褐色土５，６層より混入物少ない

９層灰褐色土灰褐色土灰褐色粘土粒子混入

１０層暗褐色土７層より混入物の粒度が大きく不均質、

１１層灰褐色土９回に酷似、混入物の粒土が大きく不均質

１２屑暗褐色土粒度が小さく均質な層、やや粘質混入物少ない

１３１画暗褐色土ローム粒子混入黒色±Ｂ混入

１４層暗褐色土ローム粒子の混入多く、黒色土Ｂ混入少ない

１５屑黒褐色土ローム粒子混入、締まり強い

１６回暗褐色土ローム粒子、Ｒ・Ｂ混入

１７層黒褐色土ローム粒子混入

１８層暗褐色±Ｒ・Ｂ、ローム粒子、黒褐色土の混土 ’ 

第113図３２号住居跡
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第114図３２号住居跡出土遺物(1)
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第115図３２号住居跡出土遺物(2)
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第116図３２号住居跡出土遺物(3)

35号住居跡（第119.120図）

Ｅ調査区の中央部分でＦ31.32グリットに跨がって検出され、北方で36号住居跡、西方で37号住居跡

を切っている。さらに１号掘立柱建物跡と重複する。竪穴住居跡の新旧関係は37→36→35号住居跡の順

に構築されている。東方に38号住居跡が隣接し、標高134.00ｍ付近に位置する。

形状は南北に長く、南東部分が歪む隅丸方形を呈する。規模は東西辺4.1ｍ、北辺3.3ｍで壁高は残存

の良い東辺で20cm前後を測る。床面は北壁際が僅かに高くなる。周溝は東辺の北方に検出され､1幅25cm、
深さ７cmを測る。柱穴は検出されなかった。

カマドは東辺の中央付近に灰褐色粘土で構築され、主軸をＮ－８４ｏ－Ｅにとる。袖石は右に２石、左に

１石を据え、焚き口から煙道部まで1.2ｍ、張り出しは88cmを測る。焚き口は５cm程掘り込んで燃成部に

向けて緩やかに窪む。煙道部分は1幅を狭めて細長く突出する。内部には支脚に使用した礫が据えられて

いる。貯蔵穴は南東隅に設けられ、東西方向にやや長い57×47cmの楕円形を呈し、深さ28cmを測る。

１３９ 
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Ｂ 134.6Ｂ’ 
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33号住居跡カマド士屑評（Ｂ－Ｂ'）

１１国暗褐色土焼土含む炭化物、ローム含む

２１Ｗ灰褐色粘土焼土Ｂを斑点状に含む

３層灰褐色粘土暗褐色土、灰褐色粘土、焼土Ｂ含む

４層褐色土焼土Ｂ粒子多く含む

５層暗褐色土少量の焼土粒、カーボン粒

６層暗褐色土焼土Ｂ多く含む

７層暗褐色土ソフトでローム粒、焼土粒含む

Ａ 134.7Ａ’ 

"砺諺Ｚｌｌｌｌｌｉ;ijillli1〃〃ZZ；
33号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）

１層黒褐色土ＦＰ、焼土粒、ロームＢ含む

２層暗褐色土少量の黒褐色土ＦＰ含む

３層暗褐色土

４層暗褐色土ローム粒多く含む

１
 

つ〃川ⅡⅡ仏、い淵 違皇二二

／ 

露!)
７ 

0 0cｍ １ 

第117図３３号住居跡・出十遺物
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34号住居跡カマド土層註（Ａ－Ａ'）

１層暗褐色土少量の焼土Ｂ含む

２回暗褐色土焼土Ｂ多く含む、１層より明るく少量灰含む

３個暗褐色土小ロームＢ、焼十散

４届灰褐色土

５層灰褐色土小ロームＢ少量含む

６回灰褐色土小ロームＢ少量、暗褐角十含む

撹乱蝿
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＆ Ａ 
二二
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Aノ134.1 Ａ 

10cｍ 0 1ｍ 、

貯蔵穴
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０ ② 

133.9０ Ｃ 

弧c、

、Ｉ

A’ 35号住居跡カマド士圃詳（Ａ－Ａ'）

１層黒褐色土小ロームＢを少鉦含む

２層黒褐色土焼土Ｂ、黄褐色＋含む

３層暗褐色土灰黄褐色粘十含寸Ｐ

４層暗褐色土ローム粒含む

５層暗褐色土黒褐色土を含みソフト

６層灰黄褐色土焼土Ｂを含む

７層褐色土焼土Ｂを多く含む

８層褐色土焼土Ｂと小ロームＢを含む

９層暗褐色土少遍の焼土粒灰を含む

１０回暗褐色土斑点状でロームＢを含む
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第119図３５号住居跡
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35号住居跡出土遺物(第12o図）
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純文時代中期背割り隆帯により横Ｓ字状文を連結すると考えられるロ縁部片。
純文時代中期屈曲部に刻み目を施す隆帯でロ縁部文様帯を区画し、区画内を横位平行沈線文と交互刺突文を配す。
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36号住居跡（第121図）

Ｅ調査区の中央部分でF32グリットに検出され、南西部分は重複する37号住居跡の上面を切り、南方

部分を35号住居跡に切られている。さらに１号掘立柱建物跡とも重複する。

形状は南辺が35号住居跡に破壊されて欠損するが、南北に長い方形を呈すると考えられる。規模は北

辺が3.1ｍ、西辺（3.4）ｍが残る。壁高は17～26cmが残存する。床面はほぼ平坦である。周溝はカマド

の北方から北辺の中央付近に続く。幅20cm前後、深さ３cmと浅い。柱穴は検出されなかった。
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36号住居跡カマド土屈註（Ａ－Ａ'）

１層にぷい黄褐色土Ｒ・Ｂ、ローム粒子多量に混入

２層暗褐色土Ｒ・Ｂ、ローム粒子混入

ａ 
,‘ 1 

５ 

jj心、 10cｍ 

第121図３６号住居跡・出土遺物

Z４３ 

艶〈ﾆﾋ師）

〃（〃）

〃（〃）

〃（〃）

脚台付蕊（土師）

〃（〃）

麺（須恵）

鉄鐡

純文時代中ＩｌＨ７

縄文時代中期ｌｉ

石錐

打製石斧

スクレーパー

ﾛ橇20…鵜祷劉爪`cⅧ應掻4週､l色調淡鵜色~蝋潤色|脇士微妙趣'繍旗良好,臘箸綴謹：蓬躍辮醗､'鬮鋤へﾌ劇,、

鱒;i;露鵜|蕊蕊熱ｺﾙ長さ８．４ｃｍ稲２３ｃｍ厚さ0.8ｃｍ頑さ】7.49

割り隆帯により横Ｓ宇状文を連結･』ろと考えられる１ｺ織部片。

曲部に刻み目を施す隆帝で、緑部文様桁を区画し、区画内を横位平行沈線文と交互刺突文を配す。
長さ６．２ｃｍ''１１２．９ｃｍ厚さq9cnl煎さ12.49正i質無斑晶安山岩
長さ８．７ｃｍ幅３．７ｃｍ厚さ1.３ｃｍ、ざ５１９石質無斑晶ガラス質安111岩
暮声Ｒ－２ｍＤ川４－９ｃｍ厚さ２．３ｃＩｎ重さ９９座石賀無斑晶ガラス質安111岩

qRニイ主星間M-R＋計音ｉｆ力１（第120図）
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第122図３７号住居跡・出土遺物（１）
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第123図３７号住居跡出十遺物(2)

36号住居跡出土遺物(第121図）

壷（須恵)’｜色調灰褐色｜胎土微砂粒|焼成良好|備考肩部片｡外面掻き目調整､内面横撫。
縄文時代前期諸磯ｂ式期の所産。矢羽状に刻み目を施す浮線文を貼付する。

縄文時代中期平口縁を呈し、隆帯により梢円区画文を配す。区画内にＬＲを充坂する。口唇部は内面にも庇状に隆帯を突出させる。

〃撚糸文を施文後にロ縁部分文様帯の下方区画を隆帯、上方を半裁竹管による平行沈線と交互刺突を施し区画する。

打製石斧 ｜長さ６５cm幅４３cm厚さ’２cm重さ４２９石質無斑晶安山岩

１
２
 

； 

４ 

５ 

Z４５ 

壁（須恵)’｜色調灰褐色｜胎土微砂粒|焼成良好,備考肩部片｡ﾀﾄ面掻き目調整､内面槙撫。
純文時代前期諸磯ｂ式期の所産。矢羽状に刻み目を施す浮線文を貼付する。

縄文時代中期平口縁を呈し、l逢帯により梢円区画文を配す。区画内にＬＲを充域する。口唇部は内面にも庇状に隆帯を突出させる。
〃撚糸文を施文後にロ縁部分文様帯の下方区画を隆帝、上方を半裁竹管による平行沈線と交互刺突を施し区画する。

打製石斧｜長さ6.5ｍ畑山3cm厚さ1.2cm皿さ４２９石質無斑晶安山岩



37号住居跡（第122.123図）

Ｅ調査区の中央部でE32グリットにその主体を占める。当住居跡は35.36号住居跡、１号掘立柱建物
跡と重複し、北西部分でＪ１0号住居跡を切っている。

形状は隅丸方形を呈すると考ええられ､検出された東辺は6.2ｍ前後を測る。壁高は40cm前後が残存す

る｡床面はほぼ平坦な堅繊面で､周溝は検出されなかった。柱穴は主柱穴と考えられるＰ,とＰ２が検出さ

れ、柱間は3.7ｍを測る。カマドは検出されなかった。貯蔵穴はＰ２に接する北の掘り込みと考えられる。

遺物は貯蔵穴部分から東壁沿いの床面から長胴甕。坏等が出土した。

37号住居跡出土遺物(第122~123図）

長胴郵（土師)|口径２１．２ｃｍ器高３６．８ｃｍ底径４．８cml色調褐色～赤褐色Ｉ 

臘土…|嬢…|繍辮辮櫛蝋綱鋳駿
Ｚ 

〃（〃）器高(25.0}cｍ底径４．３ｃｍ色調赤褐色～暗褐色胎土微砂粒焼成〃備考胴部中位～底部残存。底部木葉痕。〃
甑（〃）口径２１．３ｃｍ器高２７．３ｃｍ底径（8.5)cｍ色調褐色～赤褐色胎土粗砂粒焼成良備考１/2残存。無底孔式。直立気味に内湾し、

ロ縁部は外反。ロ縁部横撫、〃

壷（〃）口径１３．２ｃｍ器高１３．６ｃｍ色調褐色～黒褐色胎土〃焼成良好備考ロ縁部～胴部の一部欠。胴部は直立気味
に内湾。ロ縁部横撫、胴部縦位、底部横
位へラ削り。

３ 

４ 

坏（〃）口径１４．５ｃｍ器高５．１ｃｍ色調褐色～黒褐色胎土粗砂粒焼成〃備考完形。体部とロ縁部の境に稜。内面に放
射状暗文。〃体部へラ削り。

〃（〃）口径12.8ｃｍ器高４．９cｍ色調赤褐色～黒褐色胎土微砂粒焼成〃備考完形。〃・外面斑点
・状剥がれ。〃〃

〃（〃）口径１１．９ｃｍ器高３．６ｃｍ色調褐色～黒褐色胎土粗砂粒焼成〃備考約半分残存。〃
外反して開く｡口縁部横撫､。□ｻﾞ部は

〃（〃）口径(13.5)cｍ器高３．７ｃｍ色調褐色胎土微砂粒焼成〃備考１/4残存｡皿状の底部から段を有し、ロ縁
部は直線的に内湾。ロ縁部～内面横撫、

〃

編石長さ１２．８ｃｍ幅８．２ｃｍ厚さ４．５ｃｍ重さ石質輝石安山岩
〃長さ16.2ｃｍ幅７．３ｃｍ厚さ５．９ｃｍ重さ７７０９石質廊石安山岩
縄文時代中期外反して開くロ縁部分片で、横位沈線文と交互刺突文を多段に施す。

〃キャリパー形に内湾するロ縁部片で、口唇部を欠く。文様帯は隆帯により楕円文等を配す。
〃口唇部をやや肥厚させ、外反するロ縁部片。横位平行沈線文と交互刺突文を施す。
〃橋状把手片。沈線文で加伽する。

〃橋状把手部が欠損する。

縄文時代前期諸磯ｂ式期の所産。半減竹管による横位沈線文を巡らす。

縄文時代中期隆帯と隆帯に沿う沈線文で文様を意匠する。地文は撚糸文を施す。
〃半裁竹管による平行沈線文を束ねて縦位に施す。

打製石斧長さ７．５ｃｍ幅４．６ｃｍ厚さ２．１ｃｍ重さ７９９石質無斑晶安山岩
〃長さ11.6ｃｍ幅５．２ｃｍ厚さ３．０ｃｍ重さ１８９９石質無斑晶安山岩
〃長さ９．６ｃｍ幅６．３ｃｍ厚さ２．１ｃｍ重さ１２５９石質無斑晶輝石安山岩
〃長さ６．１ｃｍ幅５．１ｃｍ厚さ１．１ｃｍ重さ３８９石質無斑晶安山岩

〃長さ６．６ｃｍ幅４．８ｃｍ厚さ1.6ｃｍ重さ７２９石質無斑晶安山岩

、
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38号住居跡（第124図）

Ｅ調査区の中央部でＧ31.32グリットに跨がって検出され、西側の約半分程を調査した。標高133.95

ｍ前後に位置し、西～北西方向に35～37号住居跡が隣接する。

形状は隅丸方形を呈すると考えられ、西辺3.05ｍ、北辺（1.15）ｍを測る。壁高は16～27cmが残存す

Aテヨーー Ａ’ 

38号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）

１個暗褐色土耕作土

２層黒褐色土ＦＰ混入砂質土

３層暗褐色土２層に酷似するがＦＰの混入が少ない

４届暗褐色土ローム粒子・ＦＰ混入砂質土

５個暗褐色土ローム粒子・ＦＰ混入Ｒ・Ｂ、焼土粒子点在

６層暗褐色土ローム粒子・ＦＰ.Ｒ・Ｂ混入

７層にぷい黄褐色土ソフトローム崩壊土

８層黒褐色土ＦＰ・ローム粒子均質混入

９回暗褐色土ローム粒子不均質混入

１０層暗褐色土ローム粒子不均質混入ＦＰ点在

１１層黒褐色土ローム粒子・ＦＰ混入

１２ＩＥＩ黒褐色土ローム粒子・ＦＰ混入砂質士

－－斗－半３２
Ａ 1３４．９ Ａ’ 

ニー｣---W

３．， 

Ｊ］ ７
９
 

第124図３８号住居跡

1４６ 



ろ。床面はほぼ平坦をていする。周溝は西辺で僅かに途切れる。柱穴･カマド･貯蔵穴は検出されなかっ

た。遺物は皆無であった。

39号住居跡（第125.126図）

Ｅ調査区の南寄りでＥ・F29グリットに跨がって検出され、調査区内にその全体があるが西辺を攪乱

穴によって破壊されている。標高133.80ｍ前後に位置し、南方に40.41号住居跡、２．３号掘立柱建物

跡が隣接する。

形状は東西に長い長方形を呈し、主軸はほぼ東にとる。規模は東辺3.15ｍ、南北辺は(4.5)ｍ前後と

考えられる。壁高は28～36cmが残存する。床面はほぼ平坦で、周溝は東辺の北寄りから西辺に連続し、

南辺は途切れて検出された。この南辺の中央から西方部分に長さ１ｍ、幅18cm、段差14cmのロームで覆

われたテラスが残る。柱穴は４ヶ所に検出されたが主柱穴は明確でない。

、 1３３９ 、

マド

曰Ｂ 

Ｃ ０ 

マド

曰

号カマド且

Ｃ’ 

133.9 B」

義１１霧
１ 

号カマド
４ 

Ｃ 133.9０ 

Ａ 133.9Ａ’ 

39号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）３層暗褐色土２層にlこるが焼土粒Ｂ多い
１１国黒褐色土４層褐色土多量の焼土Ｂを含む
２回黒褐色土１層より明るいローム粒少量含む暗褐伍十混易５層焼土Ｂ

３層黒褐色小量の小ロームＢカーボン粒６層褐色土小ロームＢを含む
４回暗褐色土小ロームＢローム粒

５厨暗褐色土ロームＢ斑点状３９号住居跡カマド跡土層註（Ｃ－Ｃ'）
６層ソフトな黒褐色土（拠乱）１層暗褐色土少量のロームＢ

２層暗褐色土ローム粒焼土粒少含む

39号住居跡カマド土層註（Ｂ－Ｂ'）３層褐色土全体にサラッとする
１層黒褐色土暗褐色土、ロームＢ、焼土Ｂを含む４層褐色土ローム粒焼土Ｂ含む
２層暗褐色土ローム粒焼土粒含みソフト５層褐色土４層に似るが、ローム粒少量

第125図３９号住居跡

1４７ 
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第126図３９号住居跡出土遺物

Z型８



カマドは東辺の中央部分と南東隅寄りに接して２基検出された。新旧関係は中央部分の１号カマドが

古い。１号カマドは焚き□から煙道部まで90cm、張り出しは50cm前後を測る。左袖部は２号カマドの作

り変えで壊されている。２号カマドは袖石を据え、灰褐色粘土で構築されている。焚き口から煙道部ま

で１ｍ、張り出しは60cm前後を測る。袖石は東辺上に据えられ袖石間は32cmである。更に内部にも袖石

に平行して30cm程に２石が据えられている。貯蔵穴は明確でないが、南東隅に設けられた周溝に接した

東西に長い楕円形の掘り込みと考えられる。規模は48×30cmで深さ10cm前後を測る。遺物はカマド・貯

蔵穴と南壁沿いに点在し、高台付椀等が出土した。

39号住居跡出土遺物(第126図）

台付誕（土師）口径(11.7)c、色調<すんだ褐色～黒胎土微砂粒焼成良好備考口縁部1/3残存、脚部欠損。
褐色

坏？（〃）口径１２．６ｃｍ色調淡い黄白色胎土〃焼成〃備考底部欠損。口縁部横撫、体部指撫。

高台付椀（須恵）口径１３．９ｃｍ器高５．９ｃｍ底径６．１ｃｍ色調淡灰褐色～黒褐色胎土粗砂粒焼成〃備考体部1/3欠損｡轆醜水引成型｡還元炎焼
成。付高台、底部回転糸きり未調整。

〃（土師）口径１３．７ｃｍ器高５．７ｃｍ底径６．３ｃｍ色調褐色～<すんだ赤胎土微砂粒焼成〃備考坏部1/2欠損。坏部外面へラ削り調整、
褐色内面へラ磨き。

〃（須恵）口径１３．８ｃｍ器高５．５ｑｎ底径６．４ｃｍ色調淡灰褐色～褐色胎土〃焼成良備考体部1/3欠損｡韓蝋水引成型｡酸化炎焼
成。付高台、底部回転糸きり末調整。

〃（〃）底径６．４ｃｍ色調黒褐色胎土粗砂粒焼成良好備考ロ縁部欠損。〃〃〃〃

高台付壷（〃）色調青灰褐色胎土微砂粒焼成〃備考胴部下半～底部片。〃〃

麺（〃）色調青灰褐色胎土祖砂粒焼成〃備考頚部～肩部片。平行叩き目。

〃（〃）底径(18.6)cnl色調淡灰褐色胎土〃焼成〃備考底部外面撫調整。
純文時代中期隆帯に斜位の刻み目を施す。

〃矢羽状の刻み目を施す隆帯を横位に巡らす。

１ 
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 １３４．５Ａ１ Ｂ 134.5 B‘ 

山６ 

－－Ｊ＝ ０ ‘し1１ ０ 

１ 

40号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）

１層黒褐色土暗褐色土を混じる

２層暗褐色土少量のローム粒含む

３層暗褐色土焼土粒が散在する

４層黒褐色土焼土粒とカーボン粒

５層黒褐色土暗褐角＋源

６層黒褐色土少量ローム粒含む

７層黒褐色土わずかにローム粒

８層黒褐色土暗褐角十含む

９層黒褐色土砂質

１０層黒褐色土ローム粒少量

１１層暗褐色土黒褐角十，巳

42号住居跡土層註（Ｂ－Ｂ'）

１層暗褐色土砂質耕作土

２層黒褐色土ローム粒子混入カーボン・焼土粒子点在

３層暗褐色土ローム粒子混入Ｒ・Ｂ微量・カーボン・焼土粒子点在
４層暗褐色土３層に酷似３層よりやや明るい

５層にぷい黄褐色土ローム粒子均質混入

６層暗褐色土２層よりローム粒子の混入少なくやや砂質
７層暗褐色土ローム粒子混入

第127図４０．４２号住居跡

1４９ 

色調羅んだ褐色~愚騎士微妙粒|焼成良好備響､懲部'/3残存､脚部欠損。

w詐蠅|塞朧:::::::;:|i鱗:|ｉｆ露:liiliilll蕊ii鵜iiiIi
〃（須恵)|口掻13.8ｃｍ器高５．５cln底掻６鰺４cil]色調淡灰褐色~褐色胎土〃’焼成良備考休部1/3欠損｡轆魍水引成型｡酸化炎鱗
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40号住居跡（第127.128図）

Ｅ調査区の南方でF28グリットにその主体を占め、調査区外にカマド部分が及ぶ。当住居跡は３号掘

立柱建物跡と重複し、新旧関係は掘立柱建物跡より新しい。標高133.75ｍ前後に位置し、西方に41号住

居跡、南方に42号住居跡が隣接する。

形状は隅丸方形を呈し、西辺３ｍ、北辺（1.95）ｍを測る。壁高は11～16cmが残存する。床面は平坦

を呈する。周溝・柱穴・カマド・貯蔵穴は検出されなかった。遺物は調査区の壁沿いに集中して甕・坏

等が出土した。

40号住居跡出土遺物(第128図）

胎土微砂粒|焼成良好|備考離溌P繍稗離職鵲
色調褐色喪（土師)I口径(16.8)cｍ器高(16.5}c、１ 

部横撫。

〃（〃）口径１９．３ｃｍ器高(10.7)c、色調赤褐色胎土〃焼成〃備考口縁部～胴部上半1/3残存。
台付誕（〃）口径(11.7)cｍ器高(13.5}cｍ 色調胎土焼成〃備考

高台付椀（須恵）ロ径(14.8)cｍ器高6.0ｃｍ底径７．３ｃｍ色調灰褐色～赤褐色胎土微砂粒焼成〃備考体部1/2欠損｡轆轤水引成型｡還元炎焼
成。付高台、底部回転糸きり未調整。

〃（〃）口径(13.5)cIn器高５．４ｃｍ底径（6.9)cｍ色調<すんだ黒褐色胎土〃焼成〃備考約1/2残存。〃〃〃〃

〃（〃）口径(14.6)cｍ器高（4.1)clll色調灰褐色～青灰褐色胎土粗砂粒焼成〃備考体部1/3残存。〃〃

坏（〃）口径１２．６ｃｍ器高４．２ｃｍ底径６．２ｃｍ色調灰白色胎土〃焼成〃備考体部1/2欠損。〃底部回転
糸きり未調整。

〃（〃）口径(12.3)cnl器高4.0ｃｍ底径（7.3)cｍ色調<すんだ褐色～黒胎土微砂粒焼成〃備考１/3残存。〃〃
褐色内面にタール状付着物。

〃（〃）口径(12.0)c、器高２．１ｃｍ底径（5.0)cnl色調灰褐色胎土粗砂粒焼成〃備考約1/2残存。〃〃

縄文時代中期隆帯により区画文を配す頚部片。

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

百
Ｍ

10 

41号住居跡（第129.130図）

Ｅ調査区の南方でE28グリットにその主体を占め、約半分程が検出された。当住居跡は２号掘方杵建

物跡によって切られている。標高133.70ｍ前後に位置し、東方に40号住居跡、南方に44号住居跡、北方

に39号住居跡が隣接する。

形状は隅丸方形を呈すると考えられ､主軸はＮ－８３ｏ－Ｅにとる。検出された東辺は5.3ｍを測り、壁高

は50～60cmが残存する。床面はほぼ平坦で堅繊面を呈する。周溝はカマドの両脇から連続し、１幅15～２０

cm、深さ５cm前後を測る。柱穴はＰ,とＰ２が主柱穴で、柱間2.7ｍを測る。

カマドは東辺の中央に灰褐色粘土で構築されている。焚き口から煙道部まで2.15ｍ、張り出しは1.25

ｍを測る。火床は皿状に窪み、２５cmの段差を設けて煙道部が細長く続く。貯蔵穴は南東隅に設けられ、

北西部分がやや突出する五角形を呈する。規模は長軸長92cm、短軸長78cm、深さ40cmを測る。遺物は少

量でカマド前面とＰ,の周囲に点在し、長胴甕・坏等が出土した。

41号住居跡出土遺物(第130図）

長胴誕（土師）口径(20.3)cｍ器高(13.6)c、色調淡褐色～褐色胎土粗砂粒焼成良好備考ロ縁部～胴部上半約1/4残存｡ロ縁部に
歪み。ロ縁部横撫、休部へラ削り。

坏（〃）口径１０．４ｃｍ器高３．９ｃｍ色調暗褐色～黒褐色胎土微砂粒焼成〃備考完形。体部とロ縁部の境目に段。ロ縁
部～内面横撫、底部へラ削り。内面放
射状暗文。

喪（須恵）色調青灰褐色胎土粗砂粒焼成〃備考外面平行叩き目、内面青海波。
縄文時代中期隆帯によりロ縁部文様帯を区画するロ縁部片。

〃頚部に押圧によるヒダ状隆帯を巡らす。

】

２ 

Ｗ 

４ 

ロ
リ
’

42号住居跡（第127.128図）

Ｅ調査区の南方でF27グリットに検出された。一部分が調査され、調査区外の東にその主体が及ぶ。

標高133.65ｍ前後に位置市、西方に44号住居跡、北方に40号住居跡と３号掘立柱建物跡が隣接する。

形状は方形を呈すると考えられ、北辺（1.6）ｍ、西辺（2.4）ｍを検出した。壁高は40cm前後が残存

する。床面は平坦を呈する。周溝は北西隅から西辺に検出され、１幅15cm、深さ５cm前後を測る。柱穴は

検出されず、カマド・貯蔵穴は調査区外に及ぶ。

遺物は覆土中から須恵器片と縄文中期の土器片が出土した。

Z5コ

蕊〔土師）

〃（〃〕

台付塾（〃）
高台付椀（須恵〕

〃（〃）

〃（〃）

坏〈〃）

〃（〃）

〃〈ノノ）

縄文時代中期Ｉ！

蕊llilH襲瓊…！!;Ｉ皇…Ｉｉｌｌ:Li:麟霧鰯
麟'繍饗::':繍鼈霧鶴．,繕…'鑿||縫鑿蕊j／
:::;:|欝襲鯛麓|:jI::薊驫&…~驫輿:鵜懲:iil鰯蝋ﾉﾚ嬢付傘

邊關蕊（土師)|口径(203)Ｃｌ､鵠高Ｕ３
坏（〃）口径１０．４ｃｍ器高３

喪（須恵)｜
縄文時代中期隆帯によりロ縁部文様帯

〃頚部に＃１１圧によるヒクＷｔ

6jcm 

|獺i::違騰識;蕊騨辮蕊
口緑部片。

す。

41号住居跡出土遺物(第130図）
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第130図４１号住居跡出土遺物

42号住居跡出土遺物(第128図）

色調淡脅灰褐色｜膿土…|鶴…|備考嬬辮綱纐…｡'価…壷（須恵）１ 

孤文時代中期

〃併走する二本の横位沈線文を波状に施す

Ｚ 

３ 

43号住居跡（第131図）

Ｅ調査区の最南方でE26グリットに検出され、標高133.55ｍ前後に位置する。北東部分は44号住居跡

を切って構築されている。

形状は方形を呈すると考えられ、規模は東辺が3.45ｍ、北辺(2.3)ｍを測る。壁高は19～29cmが残存

する。床面は壁際が僅かに低くなる。周溝・柱穴は検出されなかった。

カマドは２基検出されたが新旧関係は不明である。１号カマドは北辺の中央付近に灰褐色粘土で構築

され、焚き口から煙道部まで80cm、張り出しは45cmを測る。２号カマドは東辺の中央に灰白色粘土で構

築され、右袖部分に攪乱穴が及ぶ。焚き口から煙道部まで86cm、張り出しは30cm前後を測る。貯蔵穴は

検出されなかった。遺物は少量で甕・高台付椀が出土した。

43号住居跡出土遺物(第131図）
備考ロ縁部1/2残存。所謂「．の字｣状ロ縁を

呈する。

備考艶の胴部下半~底部。外面縦位のへラ削り。

備考轆帆水引成型。付高台、底部回転糸きり
未調整。

備考〃〃〃

胎土微砂粒 焼成良好色調褐色口径１３．０ｃｍ器高｛6.2)c、小型誕（土師）】

胎土微砂粒

胎土粗砂粒

焼成良好

焼成良好

色調褐色～黒褐色

色調<すんだ灰褐色

器高（6.9)cｍ底径（4.0)cｍ

底径（5.5)c、

喪（〃）

高台付椀（須恵）

、

§
］
 

色調灰褐色～黒褐色 胎土粗砂粒 焼成良好底径６．９ｃｍ〃（〃）４ 

44号住居跡（第132.133図）

Ｅ調査区の南方でF27グリツトポイントを中心として検出され、標高133.60ｍ付近に位置する。南西

部分で43号住居跡と重複し、北西部分が道路敷に及ぶ。東方で42号住居跡、北方に40.41号住居跡が隣

接する。

1５３ 

鐘（鋼惑)’｜色爾淡齋灰褐色｜艤仁微妙鐘|鑑威良好|臘響嬬繍形癩識誉…｡外…圏、
;1,文時代中期

〃併走する二本の横位沈線文を波状に施す

小型艶（-上師）

蝿（〃）

高台付椀（須恵）

〃（〃）

、径13.0ｃｍ器高｛6.2}c、

器高（6.9)cｍ底径（4.0)cnl

底径（5.5)ｃＨ

底径６．９ｃＩｒ

色調褐色

色調;褐色～黒褐色

色調<すんだ灰褐色

胎上微砂粒

胎二'二微砂粒
胎士粗砂粒

焼成良好

焼成良好

焼成良好

焼成良好

階考ロ織部1/2残存。所謂｢．の字｣状ロ縁を
呈する。

硝考瓢のlIhl部下半~底部。外面縦位のへラ削り。

備考1噸M1水引成型。付高台、底部回転糸きり
末:iH盤。

備考〃〃〃



1号カマド

蟻
ド

Ａ 

Ｂ 日

Ｂ 133.6 B’ 

毎z;,鬘薑
Ａ A’ １ｍ 

2号カマド

43号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）

１層暗褐色土撹乱砂質

２層暗褐色土砂質均質、ＦＰ、ローム粒子均質混入、焼土粒子点在

３層暗褐色土２層に酷似、２層よりローム粒子多い、焼士赫干点在
４層にぶい黄褐色土Ｒ・Ｂと暗褐色質土の混土

５層暗褐色土ローム粒子均質混入、Ｒ・Ｂ点在

６層にぶい黄褐色土Ｒ・Ｂと暗褐色土の混土

７層暗褐色土ローム粒子均質混入、焼土粒子点在

８層暗褐色土７層に酷似、７層より締まり弱い

９層灰褐色土灰白色粘質土Ｂ、焼土粒子、Ｒ・Ｂ、暗褐色土の混土

１０層暗褐色土灰白色粘質土粒子、ローム粒子均質混入、焼土粒子点在
１１層灰褐色土灰白色粘質土粒子混入、やや不均質

１２層赤褐色土焼土Ｂ粒子不均質に多量混入

Ｃ ０ 

1３３６０ _ｇ、

〒

１－ － ﾆﾆﾆ ＿ノー

１ 

３ 

、ﾏｰﾄｰｰｸﾞ
Ⅱ￣～Ⅱ 

夕

ノ

￣、′

/＿ 
２ 

ﾛ 10cｍ 

４ 

第131図４３号住居跡・出十遺物
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形状は隅丸方形を呈し、西辺の中央やや南寄りに台形状の張り出し部を設ける。規模は東辺4.4ｍ、南

辺は3.5ｍ前後を測り、張り出し部は40cm程西方に突出する。壁高は43号住居跡との重複部分を除いて

60～68cmが残存する。床面は平坦な堅繊面である。周溝は張り出し部を除いてほぼ全周する。規模は幅

15～25cm、深さ３～10cmを測る。柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

カマドは東辺の中央やや南寄りに灰褐色粘土で構築されている。焚き口から煙道部まで1.3ｍ､東辺か

らの張り出しは55cm、焚き□1幅35cm前後を測る。燃成部の火床には支脚に使用した礫を据え、煙道部は

急な立ち上がりを呈する。貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は床面で西方に点在し、長胴甕・坏・須恵器壷片等が出土した。

44号住居跡出土遺物(第133図）

長胴誕（土師)|口径(22.3)cｍ器高(14.8)c、 色調淡い黄白色～褐色胎土粗砂粒焼成良好備考ロ縁部1/3残存。ロ縁部は外反して開
く。ロ縁部～内面横撫、外面縦位へラ
削り。

色調褐色胎土微砂粒焼成良好備考完形。体部と口縁部の境に稜。ロ縁部
～内面横撫、体部へラ削り。

色調褐色胎土粗砂粒焼成良好備考１/6残存。〃〃、
〃内面放射状暗文。

色調青暗灰褐色胎土粗砂粒焼成良好備考４と５は同一個体。

色調〃胎土〃焼成〃備考頚部に波状文、外面平行叩き目の後扱
き目、内面青海波。

］ 

坏（〃）|口径１１．６ｃｍ器高３．１ｃｍ２ 

〃（〃）３ 

壷（須恵）

■
凶

〃（〃）、

縄文時代前期諸磯ｂ式期の所産。

〃諸磯ｂ式期の所産。

６ 

７ 

〃諸磯ｂ式期の所産。刻み目を施す浮線文を貼付する。

縄文時代中期沈線文により。

〃隆帯によりロ縁部文様帯を区画し、頚部を無文帯とする。

〃沈線文による蛇行懸垂文を垂下させる。

Bｉ 

９ 

lＵ 

1１ 

1２ 〃

土製円盤｜最大口径２８ｃｍ厚さＬ３ｃｍ重さ10291３ 

鞠
叉

B’ 1日Ａ 

ｉｉ;ｒ 

Ｒ 133.7曰

133.7Ａ’ Ａ 

第132図４４号住居跡

Z5石
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44号住居跡土層註（Ａ－Ａ'）

１層暗褐色土Ｒ・Ｂ点在ローム粒子均質混入焼土粒子点在やや砂質

２層暗褐色土ローム粒子.Ｒ・Ｂ、焼土粒子少量混入

３層黒褐色土ローム粒子均質混入Ｒ・Ｂ、焼土粒子点在ＦＰ混入

４回暗褐色土２層に酷似２層よりやや暗くＲ・Ｂの舐少ない

５層黒褐色土３層に酷似３層よりＲ・Ｂの混入が多い

６層暗褐色土ローム粒子均質混入Ｒ・Ｂ少、点在

７層黒褐色土５層に酷似５層より不均質

８層暗褐色土ローム粒子混入Ｒ・Ｂ、灰褐色粘質土Ｂ点在

９層暗褐色土ローム粒子混入Ｒ・Ｂ点在焼土粒子点在

１０層黒褐色土砂質ローム粒子少量均質混入Ｒ・Ｂ微舟点存

１１回黒褐色土１０厨よりさらに均質灰褐色粘質土Ｂ微虹点在

１２層暗褐色土ローム粒子均質混入Ｒ・Ｂ点在砂質

44号住居跡カマド士同評（Ｂ－Ｂ'）

１層灰黄褐色土Ｂ、ローム粒Ｂを含む褐色土

２層褐色土焼土Ｂ少量含む

３層褐色土焼土粒

４層焼土Ｂとローム粒混合土で下層に灰

５層４回に似るが焼士粒羊体

６層焼土Ｂと黒褐色Ｂ含むサラッとした褐色土

１ 

１ 
４ 

５ 

７
 

門〃〃川Ⅳ川Ⅱ川、罰
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、

１
 

１
 

山
川
Ⅱ
Ⅱ
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Ⅱ
Ｈ
、 1３ 

1２ 
1０ 

0１３ ５ｃｍ 
ゴ

１０cｍ 
第133図４４号住居跡出土遺物

45号住居跡（第134図）

Ｄ調査区の最北に検出された住居跡である。L56グリットポイ

0 
－１ 

L56グリットポイントの周囲に広がり、標高136.45ｍ前

Z５６ 



後に位置する。南西方向に24号住居跡が隣接し、上面

を耕作痕が走行する。

形状は辺が緩やかな円弧を呈する方形状で、約半分

が調査区外に及ぶ。規模は西辺2.1ｍ、北辺（1.5）ｍ

を測る。壁高は11～15cmが残存する。床面はほぼ平坦

を呈し、周溝は西辺に検出され、幅15cm前後で深さ３

cmを測る。柱穴･カマド・貯蔵穴は検出されなかった。

lLH十遺物も皆無であった。

Ａ’ 1３６５ Ａ 

第134図４５号住居跡

（２）柱穴列・掘立柱建物跡

１号柱穴列（第135図）

Ｅ調査区の北方で、Ｅ１７．１８グリットに跨がって検出された。標高132.90ｍ前後に位置し、６号住居

跡と７号住居跡の間にある。主軸はＮ-20.-Ｗにとる。柱穴は20×30cm前後の楕円形で、深さ20cm程を

測る。ＰＩ－Ｐ２－Ｐ３の柱間は2.5ｍである。

2号柱穴列（第135図）

Ｅ調査区の北方でE17グリットに検出され、１号柱穴列の南で標高132.70～､80ｍ前後に位置する｡Ｐ１

は８号住居跡と重複する。主軸はＮ-78.-Ｅにとる。柱穴は60cm前後の円形を呈し、深さ50～70cmを測

る。Ｐ１－Ｐ２－Ｐ３の柱間は1.8ｍである。

１号掘方杵建物跡（第135図）

Ｅ調査区の中央付近でF32グリットに主体を占め、３５～37号住居跡と重複して標高13410ｍ前後に検

出された｡南北軸はＮ－１５ｏ－Ｗにとる。規模は梁行２間×桁行２間である。柱間は1.9ｍで梁行と桁行は

3.8ｍを測る。柱穴は40～50cm前後の円形か楕円形を呈し、５０cm前後の深さである。

２号掘立柱建物跡（第136図）

Ｅ調査区の南方でE28グリットに主体を占めて検出された。４１号住居跡と重複し、当掘市柱建物跡が

新しく構築されている。東方に３号掘立柱建物跡が隣接する。規模は明確でないが梁行２間×桁行２間

と推定され、Ｐ,～Ｐ４の４本柱穴を検出した。Ｐ,～Ｐ３の南北軸はＮ－５ｏ－Ｗにとる。柱間は1.8ｍを測

り、７０cm～１ｍ前後の円形か方形の掘り方で深さ55cm前後である。

３号掘局7拝建物跡（第136図）

Ｅ調査区の南方でF28グリットに検出され、４０号住居跡と重複する。その新旧関係は当掘立柱建物跡

が古い。規模は梁行２間×桁行２問の総柱建物跡と考えられる。南北軸の桁行はＮ－２ｏ－Ｗにとる。桁

行Ｐ,～Ｐ３の柱間は1.8ｍ、梁行1.5ｍを測る。柱穴は円形を基調とし、深さ50cm前後を測る。

4号掘,行桙麓物跡（第136図）

Ｅ調査区の中央やや南寄りでＥ９グリットポイントの周囲で13号～14号住居跡の問に検出され、標高

Z５７ 
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132.10ｍ前後に位置する。梁行２問×桁行２間の総柱建物跡と考えられ、主軸はＮ－８ｏ－Ｗにとる。西

の桁行部の南柱穴は14号住居跡と重複し、東の桁行部の南柱穴は調査区外に及ぶ。北梁行部分は建て替

えの可能性があり、梁行3.5ｍ前後、桁行4.1ｍ前後を測る。

（３）溝状遺構

１号溝（第137.138図）

Ｃ調査区の東端を藤岡・大胡線に南北に併走して検出され、近世以降の所産と考えられる。調査区内

で長さ63ｍを検出し、1幅は全体が確認されたB13グリットで1.3ｍを測る。底面は南傾斜を呈している。

覆土は砂質の暗褐色土である。

遺物は覆土中から縄文時代～近現代のものが出土した。縄文時代の遺物は凹石と打製石斧、古墳時代

以降は土師器の坏、須恵器甕片と砥石がある。近現代のものは図示しなかったが摺鉢等の小片がある。

１号溝出土遺物(第138図）

備考ロ縁部1/4残存.皿状の底部からロ縁部は
外反。口縁部横撫。内面放射状暗文。

備考外面ハケ撫、内面当て目。

備考外面平行叩き目、内面鱗状の剥がれ。

備考細かい刃研ぎ痕。

備考端部に敲打痕。

備考分銅形。

胎土微砂粒|焼成良好色調褐色口径(13.8)c、器高（4.0)c、坏（土師）］ 

｜熟膳｜鰯ｌ
長さ７．１ｃｍ幅4.0ｃｍ厚さ4.0ｃｍ重さ４４９石質流紋岩

長さ１Ｌ７ｃｎｌ幅８．９ｃｍ厚さ５．１ｃｍ重さ７３２９石質輝石安山岩

長さ１１．８ｃｍ幅７．４ｃｍ厚さ２．４ｃｍ重さ２２７９石質無斑晶安山岩

１
１
 

蕊
〃
く
く

２ 

;！ 

砥石４ 

凹石

打製石斧

５ 

３ 

２号溝（第139～153図）

本遺構は古墳時代の所産に該当する。Ｃ調査区のほぼ中央付近の西端でB13グリットから西壁に沿っ

て南端のＡ６グリットに続く。検出された最北端で標高132.40ｍ、南端で131.80ｍに位置し、全長33ｍ

程を検出した。Ｂ９グリットポイント付近で最大幅2.7ｍを検出し、走行は緩やかな弧状を呈する。最南

部では東方に突出する緩やかな傾斜面がある。掘り込みは上部が開口するＶ字状を呈し、最深部で90ｃｍ

を測る。底面の中央部分には細長い筋状の窪みが走り、至る所にウォーターホールが形成されている。

Ｂ９グリットポイントの南北には橋桁の柱穴を思わせる掘り込みが矩面に検出された。

遺物は土師器の壷・長胴甕・甑・高坏・坏・手握ね土器、須恵器の瓶・壷・高坏・甕片、その他羽ロ、

紡錘車、編石があり、縄文時代前期～中期の土器片、打製石斧、凹石、多孔石が出土した。その多くは

破損したものや摩滅したものが多いが、完形のものも存在する。

３号溝（第137図）

Ｄ調査区の北方でＨ・’５２グリットに検出され、近世以降の所産と考えられる。標高136.50ｍ前後に

位置する。調査区を東西に横断し、主軸をＮ－９５ｏ－Ｓにとる。５０cm前後の幅で､１５cm前後の深さを測る。

覆土は砂質の暗褐色土で、出土遺物は皆無であった。

４．５号溝（第137.138図）

Ｄ調査区の北方でH49グリットを中心として検出され､近世以降の所産と考えられる。標高136.30～，

40ｍに位置する。４号溝と５号溝は西方の調査区外で交差する可能性が考えられる。

４号溝は緩やかな弧を描き、幅70～80cm、深さ20～35cmを測る。底面は凹凸があり、一定方向の傾斜

は無い。５号溝は調査区の西方で北西方向に曲がり、幅50～60cm、深さ20cm前後を測る。底面は４号溝

と同様で、僅かであるが西方に傾斜する。打製石斧が１点出土した。

Z6D 

坏（土師）

砥石

凹石

打製石斧

(須恵）

〈〃）

口径(13.8)cｍ器高（4.0)c、

|襲籠｜崖…',議ザ
長さ７.ユｃｍ糊４．０ｃｍ厚さ４．０ｃｍ重さ４４９石賀流紋岩

長さ１１．７ｃｍ佃８．９ｃｍ厚さ５．１Cl、重さ７３２９石質洞i石安山岩
長さ１１．８ｃｍ幅７．４C｡、厚さ２．４ｃｍ重さ２２７９石質無斑晶安山岩

備考ロ縁部1/4]1%存｡皿状の底部から口縁部は
外反。ロ緑部横撫。内面放射状暗文。

備考外面ハケ撫、内面当て目。

伽考外面平行叩き目、内面鱗状の剥がれ。

備考細かい刃研ぎ痕。

備考端部に敲打痕。

備考分銅形。
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6号澗士層詳（Ａ－Ａ'）

１層黒褐色土砂質土ＦＰ少量均質混入

２層黒褐色土粒土が小さく均質な層

３層黒褐色土１層に酷似するが、不均質Ｒ・Ｂ微量占存

４回黒褐色土ＦＰ少量均質混入

５１１ｙ黒褐色土４層に酷似４回よりやや不均質Ｒ・Ｂ微丑点在

Ｂ 

５ｍ ＩＤ 

第137図１．３～６号溝状遺構(1)
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第138図１．５．６号溝出土遺物

5号溝出土遺物(第138図）

'11打製石斧｜長さ7.1cm幅3.4cm厚さL7cm重さ４４９石質無斑晶安山岩

6号溝（第137.138図）

Ｅ調査区の北方でＦ34.35～G35グリットに跨がり検出され、近世以降の所産と考えられる。Ｊ８．

Ｊ９号住居跡とＪ１5号土坑を切って走行し、主軸はＮ－２８ｏ－Ｅにとる。検出された長さは16ｍ前後で南

Z6２ 

''1打製石斧｜長さ７１c,､頃3』｡m厚さL7c1n重さ“９石質無斑品安lll岩 二コ
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2号清士層詳（Ａ－Ａ'）

１層黒褐色土ＦＰ・ローム粒子均質混入締まり非常に強い

焼土粒子点在

２層黒褐色土１層に酷似締まりが弱い

３層黒褐色土ＦＰ均質混入ローム粒子点在カーボン・焼

土粒子点在

４層黒色土ＦＰ・ローム・カーボン粒子点在

５層暗褐色土ローム粒子均質混入他の混入物は認められない

６層暗褐色土ローム粒子均質混入カーボン粒子点在

７層暗褐色土粘性強いローム・ＦＰ点在

８層暗褐色土ローム粒子点在ＦＰ点在

９層にぶい黄褐色土ローム粒子、砂粒、均質混入

１０層暗褐色土ローム粒子、ＦＰ混入

１１層暗褐色土ローム粒子点在

１２層にぶい黄褐色土ローム粒子混入

１３層灰褐色土砂粒混入

１４層にぶい黄褐色土Ｒ・Ｂ、ローム粒子混入
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１層トレンチ

２層暗褐色土ローム粒少量のＦＰを含む

３層暗褐色土多趾のＲ・Ｂ、ローム粒含む

４層黒褐色士少迅のＦＰを含む

５層黒色土黒色シルト少量のＦＰ

６層黒色土シルト少量ＦＰ含む

７層暗褐色シルト

８層砂層を間層に含む

９層砂層

１０層８層に似る

１１層黒色土

１２層黒褐色土斑点状にＲ・Ｂ含む
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第153図２号溝出土遺物(１２）

方のＪ１6号土坑辺で消滅する。掘り込みは逆台形状を呈し、１幅１ｍ前後で南方に連れて狭くなり、最深

部で25cmを測る。底面は緩やかな南傾斜とする。遺物は台付甕と磨石が出土した。

6号溝出土漬物(第138図）

｜色調褐色｜胎土微砂粒|焼成良好|備考胴部下半~脚部接合部片。
長さ１３．２ｃｍ幅８．１ｃｍ厚さ１．７ｃｍ重さ７００９石質無斑晶安山岩|リ

台付誕（土師）

磨石

2号溝出士遺物(第142~153図）

ﾛ径(20.6)cｍ 色調褐色胎土粗砂粒焼成良好備考ロ縁部1/4残存。ロ縁部は直線的でや
や外反。ロ縁部横撫、外面へラ削り。

口径(19.7)CHI 色調淡黄白色胎土微砂粒焼成〃備考〃〃。〃外反して開く。
〃〃

口径(18.8)cｍ 色調淡黄褐色胎土粗砂粒焼成〃備考〃１/3残存。〃
外反。〃〃

ロ径(21.0)cｍ 色調<すんだ褐色～黒胎土〃焼成〃備考ロ縁部1/4残存。〃
褐色直立気味。〃〃

口径(17.1)cｍ 色調淡褐色胎土微砂粒焼成〃備考〃〃。〃
直立。〃〃

口径(17.6)cｍ 色調褐色胎土粗砂粒焼成〃備考口縁部1/3残存。〃〃〃

口径(13.2)cｍ器高(14.4}c、 色調褐色胎土〃焼成〃備考体部中位下欠。〃内外面摩耗。

器高(21.3)cnl底径８．７ｃｍ色調褐色胎土〃焼成〃備考体部中位上欠｡内面斑点状剥がれ､外
面へラ削り。

器高（8.1}cｍ 色調淡褐色～黒褐色胎土〃焼成備考底部～胴部下半片。内外面摩耗。

器高(14.7)cｍ底径９．２ｃｍ色調<すんだ褐色～黒胎土〃焼成〃備考〃〃〃
褐色

底径６．９ｃｍ色調淡褐色～黒褐色胎土〃焼成〃備考底部片。底部～外面へラ削り。

口径(20.0)cnl器高28.0ｃｍ底径４．２ｃｍ色調淡褐色胎土〃焼成〃備考約1/2残存。砲弾形を呈し、ロ縁部は
短く外反。ロ縁部横撫､胴部縦位へラ
削り。

口径(15.2)cｍ器高２０．９ｃｍ底径４．５ｃｍ色調褐色～黒褐色胎土〃焼成〃備考ロ縁部～胴部上半1/5残存。口縁部横
撫、胴部縦位へラ削り

ﾛ径(18.4)cｍ器高(14.0)cｍ 色調淡褐色胎土〃焼成〃備考ロ縁部～胴部上半1/4残存。〃〃

色調<すんだ褐色~褐色胎土〃焼成良好備考ロ縁部と胴部下半を欠く｡胴部上半斜
位、中位縦位へラ削り。

底径３．９ｃｍ色調<すんだ褐色胎土〃焼成〃備考底部片｡底部～外面へラ削り。摩耗し
ている。

口径(19.0)cｍ器高(11.8)cｍ 色調淡褐色～黒褐色胎土〃焼成〃備考体部1/3残存し、斜位のへラ削り。

口径(14.9)cｍ器高１１．６ｃｍ 色調淡褐色～黒褐色胎土〃焼成〃備考ロ縁部3/4欠・

器高(12.0)cｍ底径（6.7)cｍ色調〃〃胎土〃焼成〃備考ロ縁部欠損算盤玉状の体部を呈す。
体部内面横撫、外面へラ削り。

色調〃器高（5.9)c、〃胎土〃焼成〃備考体部下半～底部片。外面へラ削り。

口径(10.6)cｍ器高｛7.7)cｍ 色調淡赤褐色胎土微砂粒焼成良好備考ロ縁部1/2残存。ロ縁部横撫、体部へ
ラ削り。
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（〃）

（〃）

（〃）

２Ｍ 型麺 口径１２．３ｃｍ器高１２．５ｃｍ底径６．５ｃｍ

器高（8.5}cｍ底径５．７ｃｍ

口径８．０ｃｍ器高１１．３ｃｍ

色調 淡褐色～淡灰褐色I胎土粗砂粒 成〃焼 備考ロ縁部1/3残存｡口縁部横撫､底部～休
部へラ削り。

、 、

壷 色調褐色～黒褐色 備考胴部中位～底部残存。胎土〃

胎土微砂粒

胎土〃

胎土粗砂粒

焼成〃 外面へラ削り、２ ； 

内面撫・

淡褐色丸底壷 色調 焼成〃 備考体部中位～底部欠。球形の胴部を呈
し、口縁部は直立気味とする。ロ縁部
横撫、体部へラ削り。

Ｚ ４ 

口径８．２ｃｍ器高（6.6)cm

p径１１．７ｃｍ器高１１．２ｃｍ底径

口径１０．４ｃｍ器高7.0ｃｍ

口径１７．９ｃｍ器高17.0ｃｍ孔径

口径(16.1)cｍ器高１３．４ｃｍ孔径

孔径

口径(16.3)cｍ器高９．０ｃｍ孔径

色調淡赤褐色 焼成〃 備考底部欠。ロ縁部～内面横撫､外面縦位
へラ削り。
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２ 〃、

色調 淡褐色 成〃焼 備考完形。口縁部横撫韓体部～底部へラ削、 Ｈ 7.8ｃｍ 〃

り。

ロ縁部～体部l/4欠損。ロ縁部～内面
横撫、外面へラ削り。

ほぼ完形で、無底孔式。ロ縁部横撫、
内面へラ磨、外面へラ削り。

型椀 色調淡褐色～淡赤褐色l胎土微砂粒 成〃７１４ 焼 備考

術考

1１ 、

甑 色調褐色～黒褐色 胎土粗砂粒

胎土〃

胎土微砂粒

胎土粗裾粒

胎土微砂粒

胎土粗砂粒

胎土〃

胎土微砂粒

胎土粗砂粒

胎土微砂粒

胎土粗砂粒

胎土〃

胎土〃

焼成〃２ ８．３ｃｍ 

(2.8)c、

４．１ｃｍ 

３．５ｃｍ 

８ 

焼成 備考単孔式。ロ縁部～内面横撫､外面縦位
へラ削り。

色調

色調

色調

淡褐色

淡褐色

褐色

２ ９１〃 〃

〃
〃

成
成焼 臓考単孔式。 孔周辺をへう削り調整。８ ０１〃

備考口縁部1/5欠損･ロート状を呈し、ロ
縁部横撫、外面へラ削り。

備考多孔式｡焼成前に4mm前後の孔を穿つ゜

備考坏部下半～脚部片｡全体に摩耗､脚部
へラ削り。

備考坏部1/3,脚裾部1/8欠損｡坏部の体部
とロ縁部の境に稜。脚部は富士山形。

焼３ １１〃

色調褐色～赤褐色 焼

〃
〃

成
成３ ２１〃

色調

色調

褐色

淡褐色

焼高坏;！ 8１ 

口径(14.1)cｍ器高８．５CHI底径１１．４ｃｍ

器高（5.5)cｍ底径１２．８ｃｍ

焼成〃

１
１
ｊ
 

【
占
用
． ４ 〃

備考脚部片｡脚柱部外面縦位へラ削り、内
面横位へラ削り、裾部横撫。

色調黒褐色 焼成〃； 

■
、 〃

成〃褐色

淡赤褐色

褐色

焼 備考坏部～脚部接合部片。 坏部内面磨き、色調

色調

色調

５ ３ 〃

外面へラ削り。

焼成〃 備考大型の高坏と考えられる脚部片｡透か３ ７ 〃

し穴を施し、外面へラ削り。

備考脚部片で､脚柱部lまへラ削り、裾部横
撫。

備考坏底部～脚柱部片。全体に摩耗。

焼成ノノ器高｛9.1)cｍ底径(12.,cｍ3 H１ 〃

色調淡褐色～淡赤褐色I胎土 焼

〃
〃

成
成Ｅ 目 〃

1/2残存。体部とロ縁部の境に段。ロ
縁部は内傾気味。ロ縁部～内面横撫、
外面へラ削り

1/4欠・〃〃
〃〃

ロ縁部1/3残。〃〃〃〃

口縁部1/2欠・〃ロ縁
部は酒古っ口縁部横撫、〃

完形。〃〃ロ縁
部～内面横撫、外面へラ削り。

焼 備考色調 淡褐色ﾛ径(12.0)cｍ器高４．７ｃｍ坏４ jＩ 

色調<すんだ褐色～黒胎土微砂粒
褐色

色調淡褐色胎土〃

色調赤褐色～暗褐色胎土粗砂粒

色調淡褐色胎土微砂粒

色調<すんだ褐色～黒胎土粗砂粒
褐色

色調赤褐色～淡黒褐色胎土微砂粒

色調<すんだ褐色胎土粗砂粒

色調褐色～黒褐色胎土微砂粒

色調<すんだ褐色～褐胎土〃
色

色調<すんだ赤褐色胎土〃

色調<すんだ赤褐色胎土〃

色調淡褐色胎土粗砂粒

色調褐色胎土微砂粒

色調淡赤褐色胎土〃

色調<すんだ黒褐色胎土粗砂粒

色調赤褐色胎土微砂粒

色調淡赤褐色胎土〃

色調淡赤褐色胎土〃

色調淡褐色胎土〃

色調淡赤褐色～黒褐色胎土〃

色調淡赤褐色胎土〃

色調灰黄白色胎土粗砂粒

色調淡榿色～淡黄白色胎土〃

色調褐色～黒褐色胎土微砂粒

色調淡褐色胎土〃

色調褐色胎土〃

色調淡褐色胎土〃

色調<すんだ赤褐色～胎土〃
黒褐色
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４ １１〃

焼

〃
〃

成
成４ ２１〃

焼４ ３１〃

成〃焼４ ４１〃

備考完形。〃〃〃〃焼成〃５１〃

備考１/3残。〃稜。〃成〃焼４ ６１〃
〃〃

備考約1/2残。〃段。〃焼成〃４ ７１〃
〃〃

備考〃。〃･ロ縁
部I士官寺気味に外反。〃〃

成〃焼８１〃W’ 

備考ロ縁部1/4欠・〃稜。〃焼成〃４ ９１〃
〃〃

1/3残。〃〃〃〃

〃〃〃〃〃

〃〃口縁部
は直立気味。〃〃

1/4欠・〃段。ロ縁
部は短く外反。〃〃

約1/2残。〃稜。〃
直立。〃〃

内面黒色処理で研磨。〃ロ縁
部は直線的に開く。〃〃

焼

〃
〃
〃

成
成
成

備考

備考

備考

備考

備考

備考

■
。
》 ０１〃

焼

■
５
 １１〃

焼５ ２１〃

焼成〃園３１〃

焼成〃４１〃、

焼成〃５ ５１〃

備考約1/2残。〃段。口縁焼成〃６１〃、

部は外反。〃〃

ロ縁部1/4残。〃稜。
〃〃〃

1/3残。〃段。
〃〃〃

備考

備考

成〃焼７ ５ 〃

焼成 〃

‐
■
９
 

■
１
ヨ

Ｃ
Ｄ
 

Ｆ
－
■
 

〃

備考約1/2残。〃ロ縁
部は宿命気味に外反。〃〃

成〃焼５ 

口
冗 〃

1/3残。〃稜。ロ縁
部は直線的に開く。〃〃

備考焼成〃

西
日 Ⅱ 〃

備考１/3欠・〃段。ロ縁
部は直行気味に外反。〃〃

焼
焼
焼
焼
焼
焼
焼
焼

成
成
成
成
成
成
成
成

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

酉
Ⅲ １ 〃

備考完形。〃稜。〃〃〃、６ 〃

備考１/3残。〃〃〃〃

四
且 ３ 〃

備考ロ縁部1/5欠・〃〃〃〃

伯
Ⅲ

４ 〃

備考１/4残。〃〃〃〃

備考口縁部1/5残。〃〃〃〃

備考約1/2残。〃〃直立気
味。〃〃

備考約1/2残。〃とロ縁部に稜。
〃〃〃

ｉｉｉ考完形。〃〃外反。
〃〃

届
旦

５ 〃

■
６
 

西
０
］ 〃

６ ７ 〃

躯 〃

焼成色調褐色～<すんだ黒l胎土 〃6９ 〃

褐色

Z7５ 



ロ縁部1/4欠・〃〃直方気
味に外反。〃〃

完形。〃〃直線的
に開く。〃〃

ロ縁部1/3欠・〃口縁部は直
立気味に外反。〃〃

ほぼ完形。〃ロ縁部は外
反。〃〃

ロ縁部1/2弱欠。〃とロ縁部に段。
ロ縁部は外反。〃〃

ロ縁部2/3欠・〃とロ縁部に稜。
ロ縁部は直線的に開く。〃〃

ロ縁部1/4欠・〃〃〃〃

1/3欠・〃〃〃〃

色調灰黄白色～黒褐色

色調<すんだ褐色～黒
褐色

色調淡褐色

色調褐色～黒褐色

色調淡赤褐色～黒褐色

色調淡黄白色

色調赤褐色～黒褐色

色調<すんだ褐色～黒
褐色

色調褐色～暗褐色

色調褐色～淡黒褐色

色調淡褐色

色調〃

色調〃

色調淡褐色～淡赤褐色

色調黒褐色

色調淡黒褐色

色調淡赤褐色

色調灰褐色～淡褐色

色調淡褐色～灰褐色
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7011〃

７１１〃

７２１〃

７３１〃

７４１〃

７５１〃

７６１〃

７７１〃

備考約1/2残。〃ロ縁部は
外反して開く。〃〃

備考ほぼ完形。口唇部ヒダ状につまみ出
す。

備考〃。〃

備考〃。〃

備考完形。

７８１〃

手提

９
０
１
２
３
 

７
８
８
８
８
 

〃

〃

〃

備考体部下半～底部2/3欠損。〃

備考 ほぼ完形。8４ 〃

備考休部1/5残存。
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８
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８
 

〃

備考

備考

備考

1/2弱欠損。

1/4残存。ラッパ状を呈する。

1/3欠損。〃、結晶片岩
を胎土に含む。

〃
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色調暗灰褐色～灰褐色

色調淡黄灰褐色

色調灰黄褐色

色調青灰褐色

色調淡黒褐色

色調青灰褐色

色調淡青灰褐色

色調暗灰褐色

色調淡青灰褐色

色調淡背灰褐色

色調宵灰褐色

色調青灰褐色

色調灰褐色

色調腎灰褐色

色調暗赤褐色

色調青灰褐色

色調<すんだ赤紫褐色

色調宵灰褐色

色調<すんだ赤褐色

色調灰褐色

色調淡緑灰褐色

色調灰褐色

色調<すんだ赤褐色～
黒褐色

色調

色調<すんだ灰褐色

色調

色調

色調淡黒褐色

色調灰褐色～<すんだ
赤褐色

色調灰褐色～くすんだ
灰褐色

色調淡黒褐色

粒
粒
粒

粒
粒
粒
粒

粒
粒
粒
粒
粒
粒
粒

粒
粒
粒
粒

微
粗
粗

砂
砂
砂
〃
砂
〃
〃
〃
〃
〃
〃
砂
砂
砂
〃
砂
砂
砂
〃
砂
砂
〃
砂
砂

微
粗
微
粗

微
粗
微
粗
粗
微
微

粗
微
粗
微

砂
砂
砂
砂

鼬
輝
輝
雄
輝
輝
燧
輝
輝
輝
曄
燵
輝
縫
雌
輝
雄
燵
輝
膣
輝
輝
縫
輝
輝
峰
曄
縫
輝
輝
礎

焼成良好

焼成良

焼成良好

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成〃

焼成良好

焼成

焼成･良好

焼成

焼成

焼成良好

焼成〃

焼成〃

焼成〃

備考提瓶の戸部片｡外面掻き目､内面横撫。(須恵）

（〃）

（〃）

（〃）

（〃）

（〃）

（〃）

（〃）

（〃）

（〃）

（〃）

（〃）

（〃）

(須恵）

（〃）

備考

備考提瓶の頚部～肩部片。
ヘラ削り。

内面横撫､外面鋼｜〃

備考 〃の胴部片で､掻き目調整｡把手痕
有り。

９３１〃

9411壷 備考頚部片で二本の沈線を巡らす｡内面に
自然柚付着。

備考外面掻き目調整、 内面横撫。９５１〃

侭 備考

;:|＃ 備考提瓶の胴部片と考えられる｡外面は自
然釉付着し、内面に成型痕。

付壷脚 備考球形胴部片で､屈曲部上半に波状文と
刺突文、下半は掻き自調幣侭

鵬

短頚壷 口径(11.8)cｍ器高（9.2)c、 備考屈曲部に波状文を巡らし、鵬 下半は回転
へラ削りを施す。

壷 備考底部～体部中位と頚部～肩部片｡頚部
に波状文、肩部に掻き目痕。

10【）

備考頚部から肩部片で､掻き目と波状文を
施す。

１０１１〃

１０２１〃 備考長頚壺の肩部片と考えられる｡屈曲部
に沈線を巡らす。

高坏 口径(12.2)cｍ

口径(14.1)c、

103 

104 

備考坏部片で口縁部4/5欠・
横撫、底部へラ削り、

口縁部～内面
窯印有。

備考坏部片で1/2弱残。体部中位に沈線が
巡り、底部は回転へラ削り。

〃

１
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
１
１
Ｊ
１
Ｊ
Ｊ
１
Ｊ
１
 

〃
〃
〃
〃
露
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

く
く
Ｉ
Ｉ
く
く
Ｉ
く
く
Ｉ
く
く
く
く
Ｉ
Ｉ

底径(11.6)cｍ

底径(13.7)cnl

底径(10.9)c、

1０５ 

１０６ 

備考脚部片で透かし穴を施す。

備考〃〃

備考〃〃

術考〃〃

備考ロ縁部～頚部片で､三段に波状文を施
す。

〃

〃

107 〃

108 

109 

〃

喪

110｜〃 術考頚部片で、波状文を施す。

備考頚部に波状文､肩部に平行叩き目、内
面に青海波。

備考ロ縁部を玉縁とし、波状文を巡らす。

ﾛ径１７．６ｃｍ器高(13.3)cｍ

口径(37.2)cｍ

口径(236)cm器高50」c皿羅45.9ｍ

1111〃

１１２１〃

113Ｍ 

]１４１１〃 備考大喪の胴部片で､タ
面青海波。

卜面平行叩き目、内

１１５１〃

１１６１〃

１１７１〃 備考

備考

備考

備考

外面平行叩き目の後扱き目調整､内面
青海波。

〃、内面青海波。

〃、"で
外面は摩耗している。

〃〃

１１８１〃

１１９１〃

１２０１〃

編石 長さ１２．１ｃｍ幅６．５ｃｍ厚さ４．５ｃｍ重さ３９４９石質輝石安山岩

長さ１３．２ｃｍ幅７．３ｃｍ厚さ３．８ｃｍ重さ５０１９石質石英斑岩

長さ１０．５ｃｍ幅５．４ｃｍl厚さ３．２ｃｍ重さ２８９９石質輝石安山岩

長さ１１．３ｃｍ幅６．３ｃｍ厚さ４．８ｃｍ重さ３９３９石質多孔質輝石安山岩

｜色調…色｜艫土…|雛威

121 

122 〃

123 〃

]２４ 〃

(須恵）

（〃）

125 露

１２６１〃 〃｜備考 〃〃
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)’｜色調淡黒褐色｜胎土〃｜焼成〃｜備考
黒浜・有尾式期の所産。半裁竹管による平行沈線を多段に施すロ縁部片。

〃半裁竹管による平行沈線を多段に施すロ縁部片。

〃半減竹管による平行沈線で菱形文を柵成するのであろう。

〃半裁竹管による平行沈線を多段に施すロ縁部片で口唇部を内そぎ縁とする。

〃半裁竹管による平行沈線に爪形文を施す。

〃口唇部に刻み目を施す。地文は附加条縄文。

〃ＲＬとＬＲを羽状に施す胴部片。

〃

〃

〃半裁竹管による平行沈線に爪形文を施す。

諸磯ｂ式期の所産。刻み目を施す浮線文を横位に貼付する。地文はＲＬを施す。

〃半城竹管による幅狭の平行沈線文を横位に巡らす胴部下半片。

隆帯上に刻み目し、曲線文を施す

隆帯による懸垂文を垂下させる胴部片。

沈線文による縦位の区画文を層消しと細文帯を交互に施す胴部片。

ロ縁部を無文帯とし、隆帯で胴部文様帯を区画する。

長さ８．８ｃｍ幅７．２ｃｍ厚さ１．９ｃｍ重さ１５０９石質無斑晶ガラス質安山岩

長さ6.0ｃｍ幅３．４ｃｍ厚さ0.9ｃｍ重さ２１９石質無斑晶ガラス質安山岩

長さ５．９ｃｍ幅５．１ｃｍ厚さ１．６ｃｍ重さ５８９石質無斑晶安山岩

長さ８．１ｃｍ幅５．５ｃｍ厚さ１．５ｃｍ重さ９０９石賀無斑晶ガラス質安山岩

長さ１０－７ｃｍ幅５．０ｃｍ厚さ１．６ｃｍ重さ９３９石質無斑晶安山岩

長さ１０．３ｃｍ幅８．３ｃｍ厚さ３．６ｃｍ重さ４３７９石質輝石安山岩

長さ８．２ｃｍ幅７．１ｃｍ厚さ３．６ｃｍ重さ２５３９石質輝石安山岩

長さ１０．９ｃｍ幅７．２ｃｍ厚さ４．５ｃｍ重さ３３７９石質多孔質輝石安山岩

長さ１４．１ｃｍ幅１３．４ｃｍ厚さ８．２ｃｍ重さ１２１６９石質多孔質輝石安山岩

127〃（〃

128縄文時代前期

129〃

130〃

131〃

132〃

133〃

134〃

135〃

136〃

137〃

138縄文時代前期

139〃

140紺1文時代中期

141〃

142〃

143〃

144打製石斧

145〃

146〃

147〃

148〃

149凹石

150〃

151〃

152多孔石

"、〃。120と同一個体か。

(4)遺構外遺物（第154図）

。
「 ／ 

（－Ｆ;7， 二二へ

､ﾐこ
÷T－ 

鍵 0 10cｍ 

第154図遺構外遺物

遺構外遺物(第154図）

焼成良好

焼成良好

焼成良好

備考糸切り後、付高台。

備考糸切り後､付高台｡内底部は渦巻き状轆轍目。

備考外反して開く休部から強く屈曲し、ロ縁部は
短く直立する。

色調灰褐色

色調暗灰褐色

色調紫灰褐色

胎土微砂粒ﾛ径(13-2)cｍ器高５．２ｃｍ底径（6.3)cm

p径器高く2.6>cｍ底径６．５ｃｍ

口径（5.4)cｍ器高<2.6>c、

高台付椀（須恵）

〃（〃）

小型嶺同頚憲（〃）

］ 

胎土粗砂粒

胎土微砂粒

２ 

３ 

Z８０ 

高台付椀（須恵）

〃（〃）

小型短jKi壷（〃）

ロ筏(13.2)cｍ器高５．２口、底径（6.3)ｃｎ

口径器高<2.6>〔.、底径６．５ｃ、

口径（5.4)cｍ器高<2.6>ﾛ、

色調灰褐色

色調暗灰褐色

色調紫灰褐色

胎土微砂粒

胎-12粗砂粒

胎土微砂粒

焼成良好

焼成良好

焼成良好

備考糸切り後、付高台。

備考糸切り後､付高台｡内底部は渦巻き

備考外反して開く体部から強く屈曲し、
短く直立する。

状I掴111日。

ロ緑部は

遺構外遺物(第'54図）
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パリノ・サーヴェイ株式会社

〈目次＞

はじめに

Ｉ、縄文土器胎土分析

１試料

２分析方法

（１）重鉱物分析

（２）薄片作製観察

３結果

（１）重鉱物分析

（２）薄片作製観察

（３）胎土の分類

４考察

Ⅱ、縄文時代中期浅鉢付着物の分析

１試料

２分析方法

３結果

４考察

、、平安時代土師器甕の内面の光沢について

試料

分析方法

結果

献

１
２
３
文

<図表・図版一覧＞

表１重鉱物分析結果

表２胎土薄片観察結果

図
図
図

１
２
３
 

第
第
第

胎土分析資料

胎土重鉱物組成

付着赤色物質のＸ線回析図

写真図版１

写真図版２

写真図版３

胎土中の重鉱物

胎土薄片（１）

胎土薄片(2)・塗布物

Z８Ｉ 



はじめに

大胡町の所在する群馬県中部地域は、中部山岳地域、北陸・越後地域、東北南部地域の各地域と接す

る位置にあり、関東地方南部に向かっても開かれている。このような地理的環境から、縄文時代におい

ても、これらの地域からの影響は様々な形でもたらされたことが推測されている。これまでの発掘調査

成果でも、縄文時代の遺跡からは、各地域の特徴を有する様々な型式の土器が出土した例が知られてい

る。赤城火山南麓に位置する茂木山神Ⅱ遺跡では、縄文時代前期および中期を中心とした遺構、遺物が

検出された。発掘調査では、縄文時代前期と中期ともに住居跡が検出され、住居跡からは土器片がまと

まって出土している。これらの土器片も、群馬県における縄文土器の動態を示唆する資料として注目さ

れ、考古学上での解析が進められている。本報告では、これらの土器片について、その材・質（胎土）を

対象とした分析調査を行うことにより、群馬県中部地域における縄文土器に関する有意な資料の作成を

目的とする。具体的には、縄文時代中期とされるＪ１2号住居跡から出土した複数の土器片における胎土

の状況（複数種の胎土が混在するか全て単一の胎土かなど）を明らかにし、さらに比較対象試料として

縄文時代前期のＪ６号住居跡から出土した複数の土器片の分析も行い、時期の違いによる土器胎土の違

いの有無を確認し、その意味を考える。

なお、本報告では、上記分析と同時に本遺跡より出土した縄文時代中期の浅鉢に付着した赤色物質の

特定と平安時代の甕内面に認められた光沢についてその由来を調べることも行う。

Ｉ胎土分析

１試料（第１図）

試料は、本遺跡より出土した縄文土器片15点である。試料には試料番号１～15まで付されている。こ

のうち試料番号１～４の４点は、Ｊ12号住居跡から出土した土器片であり、縄文時代中期中葉末の時期

の土器である。試料番号５～15の11点は、Ｊ６号住居跡から出土した土器片であり、縄文時代前期黒浜・

有尾式期の土器である。

２分析

胎土分析には、現在様々な分析方法が用いられているが、大きく分けて鉱物組成や岩片組成を求める

方法と化学組成を求める方法とがある。前者は粉砕による重鉱物分析や薄片作製などが主に用いられて

おり、後者では蛍光Ｘ線分析が最もよく用いられている方法である。本分析では、前者の分析方法を用

いる。この方法は、縄文土器のような比較的粗粒の砂粒を含む胎土の試料の分析において、胎土の特徴

が捉えやすいこと、地質との関連性を考えやすいことなどの利点がある。以下に重鉱物分析と薄片作製

観察および粘土鉱物分析の処理過程を述べる。

（１）重鉱物分析

試料は、適量をアルミナ製乳鉢で粉砕､水を加え超音波洗浄装置により分散､＃250分析筋により水洗、

粒径１/16mm以下の粒子を除去する。乾燥の後､筋別し、得られた１／４mm～１／８ｍの粒子をポリタング

ステン酸ナトリウム（比重約2,96に調整）により重液分離、重鉱物のプレパラートを作製した後、偏光

顕微鏡下にて同定した。鉱物の同定粒数は、250個を目標とした。同定の際、不透明な粒については、斜

め上方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するものを「不透明鉱物」とし、それ以下の不透明粒および

変質等で同定の不可能な粒子は「その他」とした。

Ｉ
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（２）薄片作製観察

薄片は、試料の一部をダイヤモンドカッターで切断、正確に0,03mmの厚さに研磨して作製した。薄片

は岩石学的な手法を用いて観察し、胎土中に含まれる砂粒を構成する鉱物片および岩石片の種類構成を

明らかにし、また鉱物の加熱変化をもとに焼成温度を推定した。

〃蝿〃 ﾘﾆ露｡。
￣￣ 

〃
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第１図胎土分析資料

３結果

（１）重鉱物分析（表１，第２図）

ａ）中期の土器

４点の試料のうち、試料番号３を除く３点はともに斜方輝石が最も多く、少量の単斜輝石と不透明鉱

物を伴い、微量の角閃石を含む。試料番号３は「その他」とした変質粒が非常に多く、これを除くと中

量の不透明鉱物と微～少量の斜方輝石および角閃石が含まれる。

ｂ）前期の土器

１１点の試料のうち、試料番号５，６，１３の３点を除く８点は、ともに斜方輝石が最も多く、少量また

は微量の単斜輝石を伴い、少量の角閃石と不透明鉱物を含む。試料によっては微量二の緑レン石も含まれ

る。試料番号５も斜方輝石が最も多いが、「その他｣とした変質粒も斜･方輝石と同程度に多く、他に微量

の単斜輝石と少量の不透明鉱物を伴う。試料番号６は、角閃石が最も多く、中量の斜方輝石と緑レン石

が含まれる。試料番号13は、緑レン石が最も多く、中量の角閃石を伴い、少量の不透明鉱物と微量の斜

方輝石を含む。
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（２）薄片観察（表２）

ａ）中期の土器

４点の試料のうち、試料番号３を除く３点は、砂粒の量や種類構成においておおよそ類似した傾向を

示す。すなわち、これら３点はいずれも淘汰の中程度な砂粒を中量E含み、鉱物片では斜方輝石、岩石片

では安山岩を特徴とする。試料番号３は、砂粒を多量に含み、鉱物片では石英が多く、岩石片では砂岩

と結晶片岩を特徴とする。

ｂ）前期の土器

１１点の試料のうち、試料番号５と13を除く９点の試料は、胎土の素地中に植物片が比較的多く含まれ

ている。これら９点の胎土中に含まれる砂

粒のうち鉱物片については、どの試料も石

英が多く、次に斜長石が多い傾向にあり、

他に微量のカリ長石と微量またはきわめて

微量の斜方輝石、角閃石、緑レン石、不透

明鉱物を伴うという特徴が共通して認めら

れる。一方、岩石片では、上記９点の試料

のうち、試料番号７，１１，１２，１４，１５の５

点はチャートと砂岩および結晶片岩を特徴

とし、試料番号８，９、１０の３点はチャー

トや砂岩を含まず結晶片岩のみを特徴と

し､さらに試料番号６は極めて微量の泥岩、

砂岩および脈岩類を含むのみであり、

チャートや砂岩を含まない。

試料番号５については、植物片を含まな

いことを除けば、上記の試料番号８～10の

３点と砂粒の種類構成は類似する。また、

試料番号13は、植物片を含まないことを除

けば、上記の７，１１，１２，１４，１５の５点と

砂粒の種類構成は類似するが、ただし、鉱

物片において白雲母が比較的多いことは、

この試料の特徴となる。

（３）胎土の分類

上述のように重鉱物分析結果と薄片作製

観察結果とは、非常によく整合する。両者

の結果を合わせると、今回の15点の試料に

認められた胎土を以下に述べるａ～ｅ類に

分類することができる。

１）ａ類

試料番号３を除く中期の３点がこれに分

表１重鉱物分析結果試
料
番
号

斜
方
輝
石

単
斜
輝
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閃
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閃
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緑
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不
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明
鉱
物

ン
ル

区

〉
石

ン

1５１ 

１６７ 
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１１４ 
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１９１ 

１８６ 
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３９ 

]５ 

２２ 

３６ 

７１ 

１４ 

２５ 

０
２
０
０
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０
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０
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J6H｜|前期掘浜・有尼式期
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J6H｜前期ｋｔＬ浜・有尼式期

J6H｜前期熟浜．有屹式期

J6H｜前期jtL浜．有尼式期

J6H｜前期ｊｔＬ浜・有尼式期
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ｄｌ J6H 前期斑浜・ｆＩ.)色式期

。’ J6H 前期烈汲・有｣甦式期



表２胎土薄片観察結果 備
考種
孔
隙
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◎
○
○
○
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◎
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◎

中期中葉末

中期中葉末

中期中葉末

中期中葉末

前期黒浜・有尾式期

前期黒浜・有尾式期

前期黒浜・有尾式期

前期黒浜・有尾式期

前期黒浜・有尾式期

前期黒浜・有尾式期
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類される。角閃石を微量しか伴わない両輝石主体の重鉱物組成と安山岩片を含むことが特徴である。

２）ｂ類

前期の土器の試料番号５がこれに分類される。角閃石を微量しか伴わない両輝石主体の重鉱物組成は

ａ類に似るが、安山岩を含まずに結晶片岩を含むことでｂ類とした。

３）ｃ類

中期の土器の試料３がこれに分類される。「その他｣の多い重鉱物組成と砂岩を比較的多く含むことが

特徴である。

４）ｄ類

薄片下で植物片を多く含む前期の土器９点の胎土をｄ類とした。重鉱物組成は、試料番号６以外の８

点は、斜方輝石が多く、少量の角閃石を伴い、少量または微量の単斜輝石と不透明鉱物を含むことが特

徴である。これら８点のうち、チャート、砂岩、結晶片岩を特徴とする５点の試料の胎土をｄ1類とし、

結晶片岩のみを特徴とする３点をｄ２類とする。さらに試料番号６はｄ３類とする。

５）ｅ類・

前期の土器の試料番号13がこれに分類される。緑レン石と角閃石を主体とする重鉱物組成と白雲母を

比較的多く含むことが特徴といえる。

４考察

今回の分析結果を上記の胎土の分類からみると、中期の土器と前期の土器との間で胎土が異なってい

ることがわかる。すなわち、中期の土器胎土はａ類を中心とし、前期の土器はｄ1類およびｄ２類を中心

とする。また、中期の土器も前期の土器も複数種の胎土が存在するが、今回の試料のみでいえば、中期

の土器と前期の土器の両者に認められる胎土は存在しない。これらのことから、茂木山神Ⅱ遺跡におけ

る縄文時代前期と中期とでは､土器の製作､供給事情が大きく異なっていた可能性が高いと考えられる。

ここで、重鉱物組成や砂粒の種類構成から推定される胎土の地質学的背景を考えると、ａ類からｄ２

類までの胎土は、その重鉱物組成から両輝石安山岩質の火山噴出物が分布する地域に由来し、ｄ３類は

輝石角閃石安山岩質またはデイサイト質の火山噴出物が分布する地域に由来すると考えられる。￣方、

これらの胎土中には安山岩だけでなく、チャートや砂岩などの古期堆積岩類や変成岩である結晶片岩も

混在する。これは、これら様々な地質に由来する砕屑物を集めた河川堆積物が分布する地域で、土器の

材料となる砂や粘土が採取されたことを示唆する。したがって、ａ類からｄ３類までの胎土の由来する

地域は、その流域に安山岩質の火山噴出物とチャートを含む古期堆積岩類および結晶片岩を含む変成岩

類が分布する河川の流域を想定することができる。

大胡町の位置する赤城火山南麓斜面を流れる河川は、いずれも赤城火山に発するものであるから、そ

の流域に安山岩質の火山噴出物は分布するが、古期堆積岩類や結晶片岩などの分布はない。このことか

ら、少なくともａ類からｄ３類までの胎土の土器は、赤城火山南麓斜面上の砂や粘土だけで作られたも

のでないと言える。

次に大胡町近傍の河川として利根川をあげることができる。群馬県中央部付近の利根川の河川堆積物

を考えた場合、片品川や吾妻川およびそれらの支流も含めた流域の地質に由来する砕屑物が含まれてい

ると考えられる。日本の地質「関東地方」編集委員会（1986）などにより、上記流域の地質を概観する

と、安山岩質の火山噴出物の分布は吾妻川流域に広く分布し、また利根川流域にも子持火山や赤城火山
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など安山岩質の火山噴出物からなる地質が分布する｡￣方､古期堆積岩類と変成岩類については､チャー

トを含む古期堆積岩類からなる足尾帯が片品川上流の支流である根利川の流域に分布し、結晶片岩を含

む上越帯と呼ばれる変成岩帯が、利根川源流域や根利川流域にも分布する｡また武尊山から川場村を流

れ利根川に合流する薄根川流域にも変成岩の分布が認められる｡したがって、吾妻川との合流点より下

流の利根川流域は、上述した胎土の由来する地域と地質学的背景が＿致する。すなわち、ａ類からｄ３

類までの胎土を有する土器の材料となった砂や粘土は上記の利根川流域で採取された可能性がある○各

分類の組成の違いは、この流域内での採取場所の違いを示しているとも考えられる｡

胎土のｅ類は、他の胎土と異なり、重鉱物組成からも薄片観察からも安山岩質の火山噴出物という地

質学的背景は推定されない。ｅ類から推定される地質学的背景としては、薄片観察では認められないが

角閃石や白雲母、黒雲母などが認められることから花崗岩などの酸性深成岩類の分布と緑レン石および

結晶片岩の岩石片から結晶片岩を含む変成岩類の分布が考えられる。￣般に関東平野とその周縁地域の

表層の堆積物では斜方輝石が比較的多く含まれることが、これまでの当社における分析例でも確かめら

れている。したがって、胎土のｅ類の由来する地域は、群馬県中央地域外であり、関東平野およびその

周縁部地域以外である可能性がある。

現時点では、各分類の詳細な地域を特定をすることはできないが、今後、周辺域における土器および

自然堆積物の分析例を蓄積することができれば、状況を明らかにできるかも知れない｡なお、群馬県以

外まで対象を広げれば、上述したような胎土の由来する地域として考えられる河川流域は、利根川以外

にも存在することが予想される。これについては、考古学上の所見から地域をいくつか想定した上で検
討すべきであろう。

Ⅱ付着物の分析

１試料

試料は､Ｊ９号土坑から出土した縄文時代中期末様の浅鉢(第54図１）に付着していた赤色物質である。

２分析方法

赤色物質は、鉱物であることが予想されたため、Ｘ線回析分析を実施した。処理過程を以下に述べる。

土器に付着した赤色物質を抽出し、105°Ｃで２時間乾燥させた｡乾燥させた赤色物質をメノウ乳鉢で微粉

砕しアセトンを用いてスライドグラスに塗布し、Ｘ線回析測定試料とした。作成したＸ線回析測定試料

について以下の条件で測定を実施した（足立、１９８０：日本粘土学会、1987)。

検出された物質の同定解析は、測定回折線の主要ピークと回折角度から原子面間隔および相対強度を

計算し、それに該当する化合物または鉱物をＸ線粉末回析線総合プログラム（五十嵐、未発表）により
検索した。

装置：島津製作所製XD-3ATimeConstant：LOsec

Target：Ｃｕ（Ｋα）ScanningSpeed：２．/min 

Filter：NiChartSpeed：２cm/min 

Voltage：３０KVPDivergency：１゜

Current：３０mARecievingS1it：q3m 

CountFullScale：5,000Ｃ／SScanningRange：２～45。
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３結杲

赤色物質のＸ線回析図を第３図に示した。本赤色物質において石英(quartz)、赤鉄鉱(hematite）の

2鉱物の存在が確認される。

検lLH鉱物略号

Ｑｚ：石英（quartz）

lIe：赤鉄鉱（hematite）

し
４５ 

（２０） 

3５ 4０ 2５ 3０ [５ 2０ ５ 10 

第３図付着赤色物質のＸ線回析図

４考察

上記検出鉱物において赤色を呈する鉱物は赤鉄鉱（hematite）が代表的である。したがって、本赤色

物質の素材は赤鉄鉱（hematite）と判断され、いわゆるベンガラと呼ばれている顔料と推察される。ベ

ンガラが塗布された縄文土器の類例は、全国各地各時期に認められている。

IⅡ土師器甕内面の光沢について

ｌ試料

試料は、２９号住居跡より出土した９世紀代と考えられる甕の破片(第109図19）である。破片の内面は

褐色を呈し、光沢を有している。

２分析方法

内面の光沢が、塗布物・付着物によるものであるか、胎土本来の性質であるかを確認するために、土

器破片の断面の薄片を作成する。薄片の作製方法は、前述の胎土分析と同様である。

３結果

顕微鏡観察により、土器の内面の表層に厚さ0,005mm程度の非常に薄い塗布物を認めることができた。

塗布物は透明であるが、部分的に黒色を呈する。この黒色部は土器内面に認められる黒線部に相当する

と考えられる。

上記観察結果から、土器内面の光沢は、塗布物によるものと考えられる。現時点では、塗布物の物質

名は特定できないが、身近なものとしては透明漆などが考えられる。

文献

足立吟也（1980）「６章粉末Ｘ線回析法機器分析の手引き３」ｐ64～７６化学同人

日本粘土学会編（1987）「粘土ハンドブック第二版」1289ｐ技報堂出版

日本の地質「関東地方」編集委員会（1986）日本の地質３関東地方335ｐ共立出版
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図版１胎土中の重鉱物
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図版２胎土薄片（１）
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図版３９台±薄片（２）・塗布物
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第Ⅳ章成果とまとめ

（１）縄文時代

本遺跡出土の縄文時代の出土遺物は早期～後期に亙り、同台地で先行して行われた中川原遺跡群の発

掘調査と同様に前期と中期を主体とする集落跡が検出された。

本県に於ける中期中葉末～加曽利ＥＩ式間は、加曽利EII式の普遍化する前段階でその地域'性や多方

面の影響が看取され、複雑な様相を呈している。今回の調査でも下記の特徴ある土器が出土した。

Ｊ７号住居跡より出土した１～５の資料は、北陸地方や東北地方の影響が看守される土器片である。

１は横Ｓ字状渦巻き文を入り組む立体的な眼鏡状突起で、内面に沈線で施された渦巻き文の流れに有節

沈線文が施されている。この有節沈線文は大木式の影響からの技法と考えられ、その形状は大木８ａ式

の突起に似る。２は頚部文様帯に付される眼鏡把手、３の口唇部は緩やかな鋸歯状を呈する。４はコイ

ル状隆帯を付し、５は印刻三叉文が施されている。２～５は北陸地方を代表する火焔五u十器に見られる

特徴と類似する。

Ｊ12号住居跡から焼町土器（３）と２点の大型深鉢（１．７）がある。焼町土器の出土は本町では二

例目の事例である。本遺跡の北西に位置する諏訪東では単独埋甕として逆位の状態で出土しており、住

居跡からの出土は初見である。（３）は円筒形を呈する体部を呈し、下半を無文とする。大型深鉢は在地

色の強いものであり、類例も少なく、今後の研究課題となる資料である。

さらに、３２号住居跡の覆土中から出土した26の土器片が注目される。破片の為に全体の形状は不明で

あるが、キヤリパー形を呈する深鉢の口縁部片と考えられる。丁寧に研磨された器面に隆帯貼付による

文様を施している。県内の管見では類例を見ない初見のものであり、埼玉県や栃木県にその類例があり、

御城田遺跡（1987）では隆帯貼付文土器（仮称）として扱っている。これらの出土資料は本遺跡と同様

に伴出土器との関係が不明のものが多く、周辺地域の様相と本遺跡の中期中葉末頃の様相を参考にして

加曽利ＥＩ式古段階前後の所産として捉えておきたい。

（２）古墳時代以降

本遺跡では、４世紀前半頃に25号住居跡が本台地部に集落が営み始め、平安時代後期の24号住居跡に

至る期間に継続して集落が営まれていた。各々の住居跡の年代観は以下の通りである。

６世紀後半２２

６世紀後半～７世紀前半３，１９，３２，３７，４１

７世紀前半～７世紀後半１６，１７，６，２８，４４

７世紀後半～８世紀前半１，１３，２７，２，４，１２，１４，３０？２９Ｃ

８世紀後半～９世紀前半２６，５，３６，４３，２９Ｂ

９世紀後半８，１０，３３，３９，４０，２９Ａ

１０世紀以降２４

不明７，９，１５，１８，２０，２１，２３，３１、３４，３５，３８，４２，４５

調査範囲の関係で時期不明の住居跡が多いが、７世紀後半をピークとして６世紀後半～９世紀後半に

至る継続性が見られる。

本遺跡での最大の収穫と考えられる資料は、３１号住居跡出土の「大兒万財□」の墨書十器片である。
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同住居跡は時期不明であるが､九世紀前後の様相と推察する｡当町は上野三碑の一つである山ノ上碑(681

年に建立されたと推察されてる）に刻されている「大児臣」の推定地とされ、堀越古墳は「大児臣」と

の係わりが論じられてきた。今回出土した墨書土器の「大兒」は氏姓名を示し、「万財□」は吉祥語とし

て捉えられ、万の財を獲得したいと願望する語と解釈される。

このことから、大児臣の存在が立証されたと同時に大胡の地名と同臣の氏名の一致から、その拠点地

である事が確実視される。

論を進めると、その中心的集落は本遺跡から北に続く茂木天神風呂遺跡（以後、天神風呂遺跡群）が

有力と考えられる。同遺跡からは、仏教関係遺物として瓦塔・浄瓶があり、朱墨土器も見られる。本遺

跡からは緑釉陶器や螺旋状晴文（畿内暗文の模倣）を施す土器類が出土し、他の集落とは異なる出土遺

物が見られる。また、同地区は長期に亙る継続集落であり、当町に於ける他の集落ではこれ程長期間の

継続集落は現在確認されていない。

同地区を中心として周囲の発掘調査結果から、天神風呂遺跡群は五世紀頃から根幹地として在地の豪

族が居住し、その墓域は低地を挟んで東に位置する上ノ山古墳群等の隣接地が有力であり、方形周溝墓

や五世紀後半～六世紀前半の構築と考えられる竪穴石室を有する円墳が検出されていることからも推察

される。

これに継続して同古墳群や北に隣接する東・西小路古墳群が構築されている。古墳時代終りの七世紀

後半には同豪族の人物が裁石切組積石室をもつ堀越古墳に埋葬されたと考えられる。

八世紀に至っては、同地区に仏教的要素が浸透し、官衙的要素か寺院的要素を持つ核的な集落に発展

した可能性が考えられる。同時代の生産遺跡として八ツケ峰遺跡は重要な係わりが考えられる。同遺跡

からは須恵器窯吐と製鉄社･木炭窯が検出され、須恵器窯からは骨蔵器として多く使用される「上野型」

有蓋短頸壺や広口壷等が焼かれている。恐らく、祭祀的行為を目的に使用される器種を大胡臣が発注し

たものと推察される。

八世紀後半～九世紀の段階では、天神風呂遺跡群を核として比較的短期間で消滅する集落（以後、開

拓集落）が北方の山野手に多く分布する。これらの開拓集落は複雑に台地と低地が織り成す地形上にあ

り、水田等の農業生産に係わる遺構の検出は現在まで確認されていない。この状況は農村開発よりその

他の生産活動に係わる開発を主とするものと推察される。

その他の生産活動とは、如何なるものであろうか。その論点は当町に隣接する宮城村・粕川村・新里

村に多く検出されている製鉄に係わる遺構であり、今後の重要課題として「赤城山麓に於ける平安時代

の生業」を多方面から追求する事で豪族と農民との係わりを解明し、それをつなぐ精神的な必要性に寺

院が存在したと考えられる。

まとめ

本遺跡では、紙面と時間的制約から多くの問題を棚上げして縄文時代の地域性のある土器を紹介し、

古墳時代以降は、「大児｣に係わる問題点の整理として論を進めた。これらの事例は当町のみで解決され

る問題では無く、赤城山麓一帯を総合的な視野に入れて論議すべきである。文化財行政は諸事'情から多

くの批判があり過渡期でもある昨今、埋蔵文化財はその特殊性から目新しいものの発見に目を奪われが

ちであるが、基本はあくまでも地道な成果の積み上げによるものと確信する。本報告が僅かであるが地

域解明の一助となれば幸いである。
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